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国際 平和 年 宣言 


国際 連合 創設 4 周年 記念 日 で あっ た 1985 年 10 
月 64 日 、 国 連 総会 は 、 国 際 平 和 年 を 正式 に 宣 
言 する こと を 全会 一 致 で 決定 し た 。 


国際 連合 創設 40 周 年 記念 日 は 、 国 連 憲章 の 目 
的 と 原則 へ の 支持 と 区 約 と を 新た に する 稀有 
な 機会 を も た らし た 。 


平和 は 普遍 的 な 理想 で あり 、 ま た 平和 の 推進 
は 国際 連合 の 第 一 の 目的 で ある 。 


国際 的 な 平和 と 安全 を 推進 する に あたっ て は 、 
戦争 の 防止 を 旭 い と し た 、 各 国 な ら び に 諸国 
民 に よる 継続 的 か つ 積 極 的 な 行動 、 核 の 脅威 
を 含め た 平和 に 対す る さま ざま な 脅威 の 除去 、 
非 暴力 の 原則 の 尊重 、 対 立 の 解消 と 紛争 の 平 
和 的 解決 、 信 頼 関係 構築 の 方 策 、 軍 縮 、 宇 宙 
空間 の 平和 利用 の 維持 、 開 発 、 人 権 と 基本 的 
自由 の 推進 と 実践 、 自 決 の 原則 に の っ と っ た 
非 植民 地 化 、 人 種差 別 及び アパ ルト ヘイ ト (人 
種 隔離 政策 ) の 撤廃 、 生 活 の 質 の 向上 、 人 間 
に と っ て の 必要 の 充足 と 環境 の 保護 、 こ れ ら 
の 事 が 必要 不可 欠 で ある 。 


諸国 民 は 平和 の うち に 共存 し 、 寛 大 さ を 持っ 
て 理解 し な けれ ば な ら な い 。 教育 、 情 報 、 科 
学 そし て 文化 は すべ て 、 そ れ に 貢献 し うる と 
認識 され て きた 。 


国際 平和 年 は 、 平 和 を 推進 する た め の 斬 新 な 
思想 と 行動 と を 率先 する た め の 、 時 機 を 得 た 
大 き な 力 を も た ら す も の で ある 。 


国際 平和 年 は 、 政 府 、 政 府 間 機構 、 非 政府 組 
織 お よび その 他 に 対し 、 諸 国民 の 平和 へ の 共 
通 の 強い 願望 を 現実 的 に 表現 する 機会 与え 
る も の で ある 。 


国際 平和 年 は 単なる 祝典 や 記念 で は な く 、 国 
際 連 合 の 目的 を 達成 する た め に 借 造 的 か つ 体 
系 的 に 思考 し 、 行 動 する 機会 で ある 。 


よっ て ここ に 、 総 会 は 、1986 年 を 国際 平和 年 
と する こと を 正式 に 宣言 し 、 平 和 と 人 類 の 未 
米 を 守る た め の 国 際 連 合 の 確固 た る 努力 に 参 
加 す る よう 、 諸 国民 に 呼び か ける も の で ある 。 


1985 年 10 月 g4 日 、 総 会 に て 採択 され た 。 
(決議 40/3⑧) 
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The Peace Forum and "Hurricane Irene" are important contributions 
by the University for Peace and the Japan Aid Committee to the 
observance of the International Year of Peace. This special year, 
proclaimed unanimously by the United Nations General Assembly, has 
been marked throughout the world with projects and events which have 
brought together people in a common quest for a just and lasting 
peace. Since its creation, the maintenance and promotion of peace 
have been the primary tasks of the United Nations. 

The search for peace takes many forms. Disarmament, 
development. the resolution of conflict, promotion of human rights 
and the satisfaction of basic human needs are among the conditions 
necessary to achieve peace. At the same time, we must also learn how 
to live together peacefully, how to increase our understanding and 
trust for one another, and how to co-operate in solving the problems 
we face. Historically, culture has provided fertile ground for 
encouraging people to share their values and ideas. In this context, 
“Hurricane Irene" will help to bring the message of peace to “people 
around the world and the Tokyo Peace Forum affords an opportunity for 
discussing further action for peace. 

It is especially significant that the forum and the concert take 
place in Tokyo on the thirtieth anniversary of Japan's joining the 
United Nations. Over the years, the Japanese people have shown their 
continuing commitment to the priniciples and purposes of the 
Organization. This year has also shown the interest and support of 
the Japanese people for the objectives of the International Year of 
Peace. I am certain that this dedication to united Nations efforts 
in the promotion of peace will continue in the years to come. 


Pe Pc 


rzysztof Ostrowski 
Executive Secretary 
Secretariat/for the International Year of Peace 
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29 oa sie NU op ere 
国際 平和 年 を 記念 し て 国連 平和 大 学 と ジャ パン ・ エ イド 
・ コ ミッ ティ ー が 働き か ける 重要 な 活動 と いえ まし ょ う 。 
国連 総会 に お いて 満場 一 致 で 宣言 され た こと に 始ま る こ 
の 平和 年 で は 、 公 平 で 永遠 の 平和 を 共に 求め て いこ うと 
いう 願い か ら 、 世 界 中 に お いて さま ざま な 事業 や イベ ン 
ト が 開か れ て きま し た 。 国連 誕生 の 折 か ら 、 平 和 の 維持 
と 促進 は その 主要 な 使命 の ひと つ で あっ た か ら で す 。 
この 平和 の 希求 は 、 さ ま ざ ま な 形 で 実現 され て いま す 。 軍 
編 、 開 発 、 紛 争 の 解決 、 人 権 の 尊重 、 お よび 基本 的 な 人 
間 の 要求 の 満足 な どか が 、 平 和 を 得る 上 で 必須 の 条件 と い 
える で し ょ う 。 同時 に 、 人 類 が 平和 に 共存 する 方 法 、 互 
い の 理 解 と 信頼 を 深め 、 我 々 が 直面 する 問題 解決 に 協力 
し あう 方 法 な ご を も 我々 は 学ば な けれ ば な り ま せん 。 歴 
史 的 に は 、 人 類 間 の 価値 や 考え を 分 か ちあ う の に ふさ わ 
し いし 舞台 は 、 文 化 に よっ て 提供 され つづ け て きた こと に 
な り ま す 。 この 意味 に お いて 、「 ハ ルリ ケー ン ・ ア イリ ー ン 」 
は 世界 中 の 人 ん 々 に 平和 メッ セー ジ を 送り 届け る 役割 を 果 
た し 、 東 京 ピ ー ス ・ フ ォ ー ラ ム は 平和 の た め に と る べき 
これ か ら の 行動 を 議論 する 機会 と な る は ず で す 。 

この フォ ー ラ ム と コン サー ト か が 、 日 本 の 国連 加入 30 周 年 
記念 の 年 に 東京 で 開か れる こと は 、 と り わ け 意 義 深い も 
の か が あり ます 。 過去 何 年 間 に も わた り 、 日 本 の 人 ん 々 は 、 
国連 の 原則 と 目的 に 対し て 絶え 間 な い 努 力 を 示し て くだ 
さい まし た 。 今年 、 こ の 国際 平和 年 に お いて 、 そ の 目的 
に 対し て 日 本 の 人 々 は 再び 興味 と 支援 を 授け て くれ て い 
ます 。 平和 の 促進 に お ける 国連 の 努力 に し 、 こ の よう な 活 
動か 今後 と も 続く こと を 私 は 確信 し て や み ま せ ん 。 


JIA オス トロ ウス キー 平和 年 事務 
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平和 大 学 理事 長 メ ッ セ ー ジ 
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fA MESSAGE FOR THE PEOPLE OF JAPAN 
FROM DR. RODRIGO CARAZO 


PRESIDENT OF THE COUNCIL OF THE UNIVERSITY FOR PEACE AND 
FORMER PRESIDENT OF COSTA RICA (1978-82) 


During 1786 we have been cellebrating the International Year 
of Peace, as declared by the United Nations, and HURRICANE 
IRENE is one of the last, If not the last, official event of 
the year. However, I would like us to see this ae the first 
event of an ongoing effort that has to achieve world peace, 
for the twenty firet century shall be peaceful, or it shall 
not be. 


Quite befitingly, thie event |s Im Japan, & country whose 
people have shown the world that no matter how difficult the 
road may be, when there is a will there 1s a way. This Js 
how you rebuilt your country and lifted it from ruins into 
the world power it mow is. But now, you also have & 
tremendous responsibility, and that is to show the world 
that trough the proper dedication, discipline and courage we 
can, as human beings, build a better and more peaceful world 
for the future generations. 


We hope that the combined efforts of Japan Aid and the 
University For Peace, through these events, has made 4 
sianificant contribution in raising the consclounese of all 
human belngs to our global responsibilities, and we wish to 
reiterate to you, the Japanese people, our resolve to 
continue working together in achieving our mutual goals. 


May the peace of the Seasan be upon all your households and 
the expectations of the New Year fill vou with the eagerness 
of working for a better world, 


” 


ング zo pace, para pacem 
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国連 の 提唱 に より 、198B 年 は 国際 平和 年 で あり 、「 ハ リ ケ 
ー ン ・ ア イリ ー ン 」 は それ を 記念 し て の 、 最 後 と は いえ 
な いま で も 、 公 式 行事 と し て は 最後 の 部 類 に あたる イベ 
ント で す 。 し か し な が ら 、 今 回 の この イベ ント を 、 我 々 
は 、 可 世紀 が 平和 と な る 上 で 、 も し く は 平和 と は な ら な 
いま で も 世界 平和 を 達成 する 上 で の 現在 進行 中 の 努力 の 
最初 の 結晶 と し た いと 考え て いま す 。 

まさ し じ く 適切 と いえ まじ まう が か COTAYKE. BA 
に お いて 開催 され ます 。 日 本 、 す な わ ち 前 途 か いか に 際 
し か ろう と も 、 意 志 あ る と ころ 道 あ り と いう 希望 を 世界 
に 対し て 示し て きた 国 に お いて で す 。 こ の 言葉 の 示す 通 
り 、 日 本 は 再興 し 、 廃 壇 の 中 か ら 今日 ある が ご と く の 世 
界 勢力 に 成長 し まし た 。 し か し な が か がら 今日 、 日 本 は 膨大 
な 責任 を 負っ て いる こと も 事実 で あり 、 そ れ は すなわち 、 
正しい 奉仕 、 訓練 、 そ し て 勇気 を も っ て すれ ば 、 我 々 は 
人 間 と し て 、 来 る べき 次 世代 の た め に より よい 平和 な 世 
界 を 建設 する こと が で きる と 世界 に 対し て 示す こと に ほ 
か な り ま せん 。 

ジャ パン ・ エ イド て 平和 大 学 の 協力 が 、 こ れ ら の イベ ン 
ト を 通じ て 、 全 世界 的 な 責任 に 対す る 人 類 す べ て の 関心 
を 喚起 する よう に 大 きか な 貢献 を 果たす こと を 願い ます 。 
そし て また 、 日 本 の 人 々 に 、 我 共通 の 目標 に 向かっ て 、 
我々 も 共に 努力 し あう 決意 で いる こと を 繰り 返し 述べ て 
お きた く 思 いま す 。 

クリ スマ ス ・ シ ー ズ ン を 迎え て すべ て の 家庭 に 幸せ が 訪 
れる よう 、 そ し て 来年 へ の 期待 が より よき 世界 へ と 働 き 
か ける 熱意 に 満ち る よう 祈る も の で あり ます 。 





ロドリゴ ・ カ ラ ゾ ソー 博士 (平和 大 学 理事 長 ) 








平和 大 学 学長 メッ セー ジ 











買い 人 々 は 、 我 々 は 平和 を 祈り な が ら 、 戦 争 に お 金 を 使 
っ て いる と 言い ます 。 し か し 、 当 平和 大 学 が ジャ パン ・ 
LoS al ニ ツ イー 共同 G 許 催 ず る 証人 リク ニン ・ 
アイ リー ン 」 コ ン サ ー ト に 集う 若き アー ティ スト ・ 演 奏者 
た ち は 、 平 和 の た め に 歌い 、 演 奏し 、 そ し て お 金 を 使 お 
うと し て お り 、 私 た ち に 大 き な 希 望 を 与え て くれ ます 。 
この 、 地 球 上 で 初 の 平和 大 学 は 、 諸 国民 の 、 特 に 平和 か 
ら 恩 恵 を 受け る こと に な る 若者 た ちの 、「 平 和 を 欲す る な 
ら ば 、 平 和 の た め に 教育 を し な けれ ば な ら な い 」 と いう 
熱烈 な 支援 を 受け る に 値する も の で す 。 私 た ちの 望む の 
は 、 こ の コン サー ト か が 大 成功 を 博 し 、 日 本 の 国 と その 若 
者 た ちの 素晴らし い 見 本 を 世界 に 示す こと で す 。 




















ロバ パー ト ・ ミ ュー ラー 博士 (前 国連 副 事務 総長 、 平和 大 学 学長 ) 
































グラ ス ・ ル ー ツ ・ ム ー ブ メ ント と し て 


中 月 10 日 ニュ ー ヨ ー ク 。 FRIENDS OF U PEACE の 
VU. Teoh (9 oo ee 
ATA -—JIGCU GIR — som BO) Eo mes 
の プロ ジェ クト の 最終 ミー ティ ング の た め に か けつ け て 
きた 。 学者 肌 の ジャ クソ ン ・ ブ ラウ ン と ピー ター に 野 武 
十 的 な リト ル ・ ス ティ ー ブ ン 、 彼 ら の 発言 に スタ ッ フ の 
我々 が 圧倒 され て し まう 。 

ハリ クニ ミン Mis Si — 





今 、 世 界 に は さま ざま な 問題 が 山積 みさ れ て いる 。 AER. 
環境 、 人 権 、 難 民 、 南 北 等 、 数 え 出 し た らき り が な い ほ 
ど ご で 、 そ の すべ て が "平和 "と 大 き な 関わ り 合 い を も っ て 
いる 。 言い 換え れ ば 、 平 和 "” に 到達 で を れ ば 、 こ うし た 
問題 も クリ アー に な る わけ で 、 こ の 意味 に お いて 平和 " 
を 求め る 動き は 何より も 優先 され な けれ ば な ら な い 。 


バリ クル ラン の 0 リラ ン 人 5 

今や 米 ・ ソ の スイ ッ チ ひと つ で 私 た ちの 世界 が 瞬時 の 内 
に 消え て し まう ほど に 、「 平 和 " と 裏側 の 影 か が 強まっ て い 
る 。 し か も 慕 大 な 予算 を 使っ て ……。 

私 た ち は 何 も し な く て よい の だ ろう か 、 そ れ と も 何 も で 
寺 な い の だ ろう か 。 

この まま 、 私 た ち そ れ ぞ れ の 未来 に 対し て 、 未 来 へ の 可 
能 性 を 自ら 閉ざし て し まっ て いい の だ ろう か 。 


"平和 "を 求め る こと は 、 ま すず "平和 "を 知る こと で あり 、 
求め る も の 同志 の 連帯 を 高め て いく こと だ 一 一 と 、 ニ ュ 
ー ヨ ー ク で の 4 時 間 の ミー ティ ング を 終え た 。 

「 と に か く 、 グ ラス ・ ル ー ツ ・ ム ー ブ メ ント だ よね 」 の リ 
トル ・ ス ティ ー ブ ン の 声 が 耳 に 残る 。 

“See you soon!” 僕たち の 別れ 際 の 言葉 で ある 。 


服部 年 伸 (JAPAN AID COMMITTEE 代表 ) 

















東京 放送 メッ セー ジ 


皆様 既に ご 存じ の 通り 、 本 年 は 国連 宣言 に より 国際 平和 
年 に 制定 され て お り ま す 。 この 国際 平和 年 の 公 説 イ ベン 
ト と し て 、 平 和 の た め の チ ャ リティ ー・ コ ン サ ー ト 「JA- 
PAN AID 1st./ 人 ハリ ケー ン ・ ア イリ ー ン 」 が 、 この 
度 東京 で 開催 され る こと と な り 、 東 京 放送 が 主催 者 の 一 
員 と し て この 意義 深い 企画 に 参加 出来 ます こと に 大 き な 
喜び を 感じ て お り ま す 。 
この コン サー ト の 収益 は すべ て 、 平 和 大 学 、 日 本 ユニ セ 
フ 協 会 な ど に 寄付 され 、 世 界 の 平和 の 為 に 役立て て いた 
jax nga 
平和 の た め の 活 動 は 、 世 界 各 地 で 行なわ れ て いま す が 、 
個人 の 力 に は 限度 が あり ます 。 より 多く の 人 ん 々 が ガ 力 な を 合 
わせ より 効果 的 に 、 そ し て 永続 的 に 根気 よく 行なう こと 
が 必要 で す 。 東京 放送 と いた し まし て も 、 今 後 と も 機会 
ある た びに 、 い ろ い ろ な 形 で の 活動 を 考え て 行き た いと 
存じ ます の で 、 皆 様 の ご 理解 と ご 協力 を お 願い いた す 次 
第 で あり ます 。 
最後 と な り ま し た が 、 お 忙し い ス ケ ジ ュ ー ル を ぬっ て 海 
外 か ら ご 参加 いた だ いた アー ティ スト の 皆様 、 企 画 の 意 
義 に 賛同 し て ご 参加 下さ っ た 日 本 の アー ティ スト の 皆様 
に 改め て 感謝 いた し ます と と も に 、 開 催 に お 力添え いた 
だ いた 関係 各位 に 対し 、 深 く お 礼 申し 上 げ ご 挨拶 と させ 
て いた だ きま す : 

濱口 浩三 株 式 会 社 東京 放送 代表 取締 役 社長 














フレ ンズ ・ オ ブ ・ ユ ニ バ ー シ テ ィ ・ フ ォ ー・ ピ ー ス 





FRIENDS OF THE UNIVERSITY FOR PEACE 
FOUNDATION 


ンク 


The Friends of the University for Peace Foundation 
was founded in New York, to further the work and ideals 
of the University for Peace. In a world where war, hunger 
and suffering abound, we felt it was necessary to create 
a foundation in support of the University, whose objectives 
are education for peace: the disarmament of the mind for 
the building of peace, and the dissemination of the knowledge 
for the promotion of peace, 

We are most grateful to the Japan Aid Committee 
and to the Japanese people for their kind help in supporting 
our peace event HURRICANE IRENE. This event will permit 
us to disseminate information on the University for Peace 
and to raise needed funds for the University. 

The Japanese people have once again, responded 


with energy and enthusiasm to their vital commitment for 


Marina Pinto Kaufman 

Member of the Organizing Committee 
for Hurricane Irene, 

Treasurer, Friends of the University 
for Peace Foundation 


a peaceful world. 


Telephone (212) 673-3336, 160 Sullivan Street, New York, NY 10012 


平和 大 学 後援 会 基金 は 、 平 和 大 学 の 事業 と 理想 と を さら 
に 推し 進め る た め 、 ニ ュー ヨー ク に 設立 され まし た 。 KH 
争 、 仙 頒 、 苦 痛 の 絶え な いこ の 世界 に あっ て 私 た ち は 、 
その 目的 を 平和 教育 、 す な わ ち 平和 を 確立 する た め の 心 
の 軍縮 化 、 な ら び に 平和 を 促進 する た め の 知 識 を 普及 す 
る こと に 置い て いる この 大 学 を 支援 する 基金 の 創設 が 必 
要 で ある 、 て と 実感 し た の で す 。 

私 た ち は 、 私 た ちの 平和 イベ ント 「 八 リ ケ ー ン ・ ア イリ 
ー ン 」 を 支え る た め に 私 た ちと 連動 し て 頂い て いる ジャ 
パン ・ エ イド ・ コ ミッ ティ ー、 そ し て 日 本 の 皆さん に 大 
変 感謝 し て いま す 。 こ の イベ ント は 、 平和 大 学 に 関す る 
情報 を 広め 、 大 学 に 必要 な 基金 を 募る 機会 を 私 た ち に も 
た ら す こと で し ょ う 。 

日 本 の 皆さん は 、 彼 ら の 平和 な 世界 の 実現 へ の 積極 的 な 
参加 に 、 活 気 と 熱 手 を も っ て 応え た の だ と いう こと を 、 
も う 一 度 申し 上 げた いと 思い ます 。 


平和 を 、 
wl Sie ea Sopa ee) 
(ハリ ケー ン ・ ア イリ ー ン 」 実行 委員 会 委員 、 
平和 大 学 後援 会 虹 金 財務 担当 ) 
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国際 平和 デー 





国際 平和 デー 


1986 年 選 月 16 日 午前 時 45 分 


国連 合唱 隊 に よる 歌 
連 事 務 和 総長 
平和 の ベル 及び 黙 と う 
安全 保障 理事 会 事務 局長 の こと ば 
“In Your Eyes"( 歌 ・- ピ ー タ ー・ ガ ブリ エル 、 ユ ー ス ー・ ン ドゥ ー ル ) 





(この 式典 は 、 平 和 大 学 の ミュ ー ジ ッ ク ・ フ ォ ー・ ピ ー ス ・ プ ログ ラム より 
子供 た ちと 平和 の た め に 捧げ ます ) 


国連 事務 総長 国際 平和 デー・ メ ッ セ ー ジ 


八 ビ エル ・ ペ レス ・ デ クエ ヤル 国連 事務 総長 は 、 今 年 の 国際 平和 デー に 当たり 、 次 の メッ セー ジ を 発表 し た 。 
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STATEMENT BY SECRETARY-GENERAL JAVIER PEREZ DE CUELLAR 
FOR INTERNATIONAL DAY OF PEACE, 16 SEPTEMBER 1986 








Today, the opening day of the 41st Session of the General Assembly, we continue 
the traditional observance of the International Day of Peace, Coming as it does 
during the International Year of Peace, it carries a special meaning, The year was 
inaugurated with a clear articulation of the elements of danger and promise in the 
present international situation. Although it was not realistic to expect quick, 
miraculous solutions to the complex problems facing humankind, yet 1 was only natural 
to nope that a credible beginning would be made towards a healthier and safer course 
of international affairs. 


The hope still remains unfulfilled. Tensions persist in many regions of the 
world, No significant progress has been made in curbing the arms race. The danger 
of nuclear catastrophe continues to cast a grim shadow over human existence. Security 
remains an ever elusive, ever receding goal as it is viewed solely in military terms. 
The relentless advances in modern weapons technology add dangerously to a climate of 
perpetual insecurity. If humanity is to be saved from the fear and possibility of 
self-annihilation, a comprehensive nuclear test ban treaty leading to the elimination 
of nuclear weapons is a matter of the highest priority. Fresh efforts are needed to 
build confidence and revive the system of collective security without which the 
foundations of peace remain precarious. 


Nor can the economic and social dimensions of peace be neglected without peril 
to a stable world order. A sizeable proportion of the human race is still trapped in 
absclute poverty. Disease and malnutrition continue to blight too many lives. 


Apartheid and other forms of racial discremination still persist, causing much suffering, 


bitterness and turmoil. The human conscience cannot be at peace with itself nor 
relations secuce unless such massive violations of human rights are finally ended. 


The world is in a crisis. Action to resolve it must be comprehensive and integrated. 
It must go beyond the obvious but often superficial appeal of a bold or sweeping gesture. 


Throughout its existence, the United Nations has sought to foster this spirit of 
sustained, common effort. Today, however, the Organization itself is faced with 
challenges to its viability and effectiveness. Yet few can question that the United 
Nations remains the only global agency which can act as a "“unifier for peace." It 
derives its sanction ultimately from the need for genuine security, the hunger for 
peace, that transcends all differences of nation or culture, ideology or creed and 
provides a powerful source of unity for peoples around the globe. 


In marking this International Day of Peace, we have opened the grounds of 
United Nations Headquarters today to children who represent our most solemn 
commitment to the future. By the end of this century almost half of the population, 
over two and a half billion people on this earth, will be under the age of 20 -- 
about the same as the total world population in 1950. Tn order to lead their lives 
in dignity in the twenty-first century, they will require proper nourishment and 
shelter, medical care and education and most of all, they will need peace, 


Our obligation today is to strive with perseverance so that the world of 
tomorrow is free from the danger of nuclear or conventional war and is not plagued 
by the conflicts of today. This is a promise we have made to the young. In the 
policies we evolve and the measures we take, it is a pledge that must on no account 
be betrayed. 


本 日 、 第 41 回 国連 総会 の 開催 日 に 当たり 、 国 際 平 和 デ ー 
を 記念 いた し た いと 思い ます 。 本 年 は あたかも 、 国 連 平 
和 年 で も ある と いう こと か ら 、 こ の 日 は 特別 な 殖 球 を 持 
つも の で あり ます 。 国際 平和 年 は 、 現 在 の 国連 情勢 に お 
ける 危機 的 要素 こと と も に 明る い 展 望 も も ちる こと を 明確 に 
認識 し て 始め られ まし た 。 人 類 が 直面 する 複雑 な 問題 に 
対し て 、 早 急 で 奇跡 的 な 解決 を 期待 する の は 現実 的 で は 
あり ませ ん が 、 よ り 安 全 な 方 向 へ 国際 問題 が 推移 する よ 
う 、 確 か な スタ ー ト を 切る こと を 望む の は 、 ご く 自 然 な 
こと で あり ます 。 
ご の よう な 希望 は まだ 満た され て は お り ま せん 。 緊張 は 、 
世界 の 多く の 地域 に 根 を は っ て いま す 。 軍拡 競争 を 抑制 
する に 当たっ て の 目立っ た 進展 も まだ 得 ら れ て お り ま せ 
ん 。 核 に よる 破滅 の 危機 は 、 今 な お 人 類 に 暗い 陰 を 投げ 
か け て いま す 。 安全 人 休 間 は 、 軍 事 的 観点 か ら の み 語 られ 
る た め に 、 常 に つか まえ ご ころ が な く 、 ま すま す 遠 の い 
て いき ます 。 近代 的 兵器 技術 の 不 和 断 の 進歩 の 結果 、 安 全 
は 永遠 に 得 ら れ な いも の と の 空気 が 増 三 さ れ て いま す 。 
人 類 が 自己 破滅 の 恐怖 と 可能 性 か ら 解放 され な けれ ば な 
ら な いと すれ ば 、 核 兵器 廃絶 に 向け た 全面 核 実験 禁止 は 
最 優先 課題 ご あり ます 。 信頼 を つく り 出 し 、 集 団 安全 保 
障 の 制度 を 復活 する た め の 新 た な 努力 が 必要 で す 。 この 
ニニ つ な く し て は 、 平和 の 基礎 は 定まら な い の で あり ます 。 
平和 の 経済 的 、 社 会 的 側面 を 無視 する こと は 、 世 界 秩序 
の 安定 を 脅 や か すこ と に つなが り ま す 。 非常 に 多く の 人 
人 が 、 今 日 な お 絶対 的 費 困 に 苦し め ら れ て いま す 。 疾病 
や 栄養 不足 が 、 奈 り に 多く の 人 人 々 の 命 を むし ば ん で いま 
す 。 ア パル ト ヘ イト を は じ め こ と する 人 種差 別 が は び こ り 、 
苦悩 と 混乱 の 原因 と な っ て いま す 。 こ ご の よう な 大 ん 々 的 な 
人 権 侵害 を 終 癌 させ る こと な し に は 、 人 類 の 良心 が 安 ま 
り 、 そ の 関係 が 安定 する こと も な い の で す 。 
世界 は 危機 に 満ち 、 そ の 解決 へ の 行動 は 、 包 括 的 で 統合 
され た も の で な けれ ば な り ま せん 。 大 胆 で 大 げ さ な 身 ぶ 
りや 悲壮 な 訴え か け に 目 を 奪わ れ て は な ら な い の で す 。 
その 歴史 を 通じ て 国際 連合 は 持続 的 で すべ て の 人 々 の た 
め に な る 共通 の 努力 の 精神 を 養う よう 努め て きま し た 。 
し か し 今日 、 国 連 自 身 が その 存在 力 と 効力 と を 問わ れ て 
いる の で す 。 し か も 、 国 連 が 「 平 和 の 統一 者 」 と し て 行 
動 で きる 唯一 の 地球 的 機関 ある こと に 疑 問 を さ し は さ 
お む お 人 は いな い の で す 。 国連 の 力 の 源泉 は 、 究 極 的 に は 真 
OZS(He\ OAK, FAIS SiSeBllCHO, Ztus 
BPxbk 177A0—. SRECOSN CORSE 
え 、 世 界 中 の 人 々 の 統一 の 力 と な る の で す 。 
国際 平和 デー に 当たり 、 本 日 国連 本 部 の 敷地 を われ われ 
の 未来 の 希望 その も の で ある 子供 た ち に 解放 いた し まし 
た 。 今世紀 の 終わ り ま で に 、 地 球 上 の 人 口 の 半数 近く 、 
西 億 以上 が 歳 以 下 と いう こと に な り ま す が 、@5 億 こい 
いま す の は 、1950 年 の 世界 人 口 と 同じ な の で す 。 世紀 
に か れ ら の 生活 が 葛 厳 あ る も の に な る た め に は 、 適 切な 
栄養 住む 場所 、 医 療 、 教 育 を 必要 と し 、 そ し て また 何 
より も 平和 を 必要 と する も の で す 。 
今日 われ われ の 義務 は 、 忍 耐 を も っ て 努力 する こと で あ 
り 、 そ れ に よっ て 初め て 明日 の 世界 が 核 戦争 な いし は 通 
常 兵 器 に よる 戦争 の 劉 際 性 を 脱 す る こと が で き 、 か つ 今 
日 の 紛争 に 悩ま され ず に すむ の で す 。 こ ご これが われ われ が 
若い 人 た ち に 向け て し た 約束 な の で す 。 われ われ が 展開 
させ る 政策 に お いて 、 わ れ わ れ が こと る 措置 に お いて 、 ど 
ん な 事態 に 至 う うと も 、 こ れこ そ 歌 いて は な ら な い 匠 い 
な の で あり ます 。 


交 主 保障 理事 会 事務 局長 の メッ セー ジ 


本 日 ここ に 祝う こと が で きま し た 国際 平和 テー は 、 
の 40U 周 年 を 記 菅 し て 宣言 され た 国際 平和 年 に お いて 重要 
な 機会 を し る す も の で す 。 国際 平和 年 に の っ と り 行なわ 
れ た 数 々 の プロ グラ ム 及 び 活 動 は 、 世 界 平和 と 国際 間 の 
安全 保障 を 希求 する 上 で の 前 向き の 約束 の あら われ で す 。 
国 車 組織 は “これ か ら の 世代 を 戦争 の 災難 か ら 救 うた め " 
に 設立 され まし た 。 国連 副 章 は 、 安 全 保障 理事 会 に 国際 
間 の 平和 こ 安 全 を 維持 する と いつ 主要 責任 を 授け て いま 
す 。 今日 、 こ の 理事 会 の 最上 の 使命 は ます ます も っ て 急 
を 要する も の と な っ て いま す 。 

1986 年 の 国際 平和 デー の この 機会 を と ら え て 、 安全 保障 
理事 会 は 、 副 章 下 に お ける 国際 間 の 平和 こ 安 全 の 維持 と 
いう 主要 責任 の 確か な 遂行 を 再 確認 する も の で あり 、 す 
べ て の 加盟 国 に 対し て 、 理 事 会 の 運営 が 効果 的 に 進む よ 
う 一 章 に そく し た 決定 を 受入 れ 遂 行 す る よう に と いう ア 
ピー ル を 再び 起こ し まし た 。 

国際 平和 に 対す る 脅威 の 防止 と 除去 は 憲 章 に も し る され 
て いる 通り 、 共 同 の 目的 で す 。 全 世界 的 な 平和 に 向かっ 
て 前 進 す る た め に は 、 す べ て の 国家 が 憲章 の 目的 と 原則 
を 実行 し 、 平 和正 義 の た め に 国連 の すべ て の 可能 性 を 
実現 する よう 効果 的 な 方 策 を 模索 し な けれ ば な り ま せん 。 
この 国際 平和 デー に お いて 、 私 は 、 安全 保 議 理事 会 も 認 
識 し て いる よう に 、 地 球 上 に お ける 永遠 の 平和 の 往 告 が 
現在 に お いて は 文明 の 人 夫 往 と 人 類 の 生存 に と っ て 必要 不 
可 欠 の も の で あり 、 そ し て その た め に は 平和 の 原則 を つ 
ちか い 、 世 界 平和 の た め に 私 た ち す べ て の 努力 を より 新 
し いも の と する 必要 が ます ます 求め られ て いる と いう ご 
と を 確信 し て いま す 。 
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SOME CONCEPTS OF THE UNIVERSITY FOR PEACE 


The University for Peace is an international Institution devoted 
to seek peace through education with humanistic purposes and ac- 
cording to the principles of the Charter of the United Nations 
and the Universal Declaration of Human Rights. 

Approved by the XXXV General Assembly on December 5th,1980, 
its creation responds to one of the most pressing needs of modern 
times: the disarmament of the mind for the building of peace. 

The goal of the University is to contribute to the great 
universal task of educating for peace by engaging in education, 
research, and the dissemination of knowledge to the promotion 
of peace. 

Placed outside the organizational framework of the United 
Nations, but at the same time not simply a national project, the 
University For Peace is particularly suited, because of the aca- 
demic freedom it enjoys, to set out and to deal with the problems 
of human survival through justice and peace. 

Among its main subjects is the study of irenology, a new 
conceptual analysis that encompasses a philosophy of peace which 
Must be developed and strengthened through education for peace, 
complementary areas of study include the Communication Media and 
respect and implementation of Human Rights. 

Besides these elements, additional integrated 
fields of study include: the area of Natural Resources and Qua- 
11ty of life, the area of Scientific and Technological Coopera- 
tion; Conflict and Reace; Attitude, Analysis and Behavior; In- 
ternational Organizations; Mediation in International Conflicts; 
International Social Justice, and the study of two great world 
problems: External Debt and Refugees. 

Education for Peace must make humanity abandon the idea 
that its culture, ideology or way of thinking is something which 
can be imposed on others through violence or by force. Only two 
alternatives can be seen on the near horizon, tragedy or education. 

A problem of such magnitude, decisive for the human race, 
Gannot be left in the hands of politicians or diplomats, nor does 
it depend solely on the ability to negotiate. This is an interna- 
tional and personal problem, and we must’ all take part in solving 
it. We must change our personal attitudes and act to prevent 
problems rather than reacting to them «efter the fact. In truth, 
we must apply the equivalent principles of preventive, rather 
than curative medicine, in all fields that deal with the integral 
development of mankind. 


"AMONG PEOPLE AS AMONG NATIONS THE RECOGNITION OF THE RIGHTS OF 
OTHERS IS PEACE" 


Benito Juarez 


S vs acem, para hacen 


photo by Karen Moak 








平和 大 学 と は 、 人 道 的 目的 を 持っ た 教育 を 通じ 、 国 連 憲 
章 と 人 権 宣言 の 原理 に 基づき 、 平 和 を 追求 する こと に 専 
心 す る 国際 機関 で ある 。 

1980 年 1 月 己 日 の 、 第 35 回 総会 で 承認 され た よう に 、 そ 
の 活動 は 、 現 代 の 最も 緊急 の 要請 の ひと つ で ある 、 平 和 
の た め の 心 の 非武装 の 要請 に 答え る も の で ある 。 

平和 大 学 の 目的 は 、 平 和 増 進 の た め の 教 育 、 研 究 、 知 識 
の 普及 に 着手 する こと に より 、 平 和 教 育 と いう 偉大 な 世 
界 的 事業 に 貢献 する こと に ある 。 

国連 の 組織 構造 の 外 に 位置 づけ られ る が 、 同 時 に 、 単 に 
国家 事業 で は な い の で 、 学 術 的 自由 の ある 平和 大 学 は 、 
正義 と 平和 を 通し て 、 人 類 が 生存 し て いく と いう 課題 を 
提示 し 、 扱 っ て いく と いう こと に 特に ふさ わし い 。 
それ ら の 中 で 主要 な 課題 は 、 平 和 教 育 を 通じ て 発展 し 、 
強化 され る 平和 哲学 を めぐ る 概念 の 新しい 分 析 、 情 報 伝 
達 手段 を 含む 補足 的 分 野 の 研究 、 人 権 の 尊重 と 充足 の 研 
究 で ある 。 

これ ら の 要素 の ほか に 、 付 加 的 な 統合 的 研究 の 分 野 と し 
て 、 天 然 資 源 と その 埋蔵 量 の 分 野 、 科 学 的 技術 的 協力 の 
分 野 、 戦争 と 平和 の 分 野 、 行動 、 分 析 、 慣習 の 分 野 、 国際 
組織 の 分 野 、 国 際 戦 争 の 仲裁 の 分 野 、 社 会 正義 の 分 野 、 二 
大 世界 的 問題 で ある 対外 債務 、 難 民 の 研究 の 分 野 が ある 。 
平和 教育 に より 、 人 類 に 文化 、 イ デオ ロ ギ ー、 考 え 方 を 
暴力 に より 、 あ る い は 強制 に より 、 他 に 押し つけ て は い 
け な い 、 と 教え な けれ ば な ら な い 。 

人 類 に と っ て の この よう な 大 きい 、 決 定 的 問題 は 、 政 治 
家 や 外交 官 の 手 に よっ て 扱わ れ て は な ら ず 、 交 渉 能力 の 
み に 依 存 し て も いけ な い 。 こ れ は 、 国 際 的 で ある が 、 個 
人 的 問題 で あり 、 我 々 は みな 、 そ れ を 解く こと に 参加 し 
な けれ ば な ら な い 。 私 た ち は 個人 的 態度 を 変え 、 事 後に 
それ に 対応 する より 、 問 題 を 未然 に 防ぐ よう 行動 し な け 
れ ば な ら な い 。 実際 、 私 た ち は 、 人 類 の 完全 な 発展 に 関 
係 す る 全て の 分 野 で 治療 薬 より 予防 方 法 の 研究 に 専心 し 
な けれ ば な ら な い の で ある 。 
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Sic Internacional da la Pay 
OBJECTIVES OF THE MUSIC FOR PEACE PROGRAM 





To establish a global communication and computer network of the most 
original and influential international thinkers and institutions 
active in peace efforts. This is happening by bringing together the 
necessary people, resources and public attention and, more 
specifically, will seek to: 

1- Document and catalogue all the existing groups, projects and 
events that are moving us towards a peaceful world (The Peace Yellow 


Pages), including addresses, objectives, aneas of endeavor, 
achievements, etc. Provide a complete listing of all works in related 
areas, such as human rights, international economic order, 


intermediate technology and energy in the context of the environment, 
environmental management and the quality of life, etc. 

2- Develop a simple and effective communication and interactive 
link amongst these groups, and between them and the world media, or 
any others interested. 

3- Establish international advisory boards, composed of 
respected specialists in each field, to analyze and advise on the 
issues being dealt with. 

4- Establish a think-tank at the main campus of the University 


For Peace in Costa Rica, with a full time, selected group of 
distinguished men and women, who in consultation with the 
international advisory boards, will: 
* Redefine some important concepts, such as progress and 
development, and define others not so commonly utilized but 
just as important, such as cultural identity, cultural 


security, etc. 

* Analyze past wars to diagnose their causes and possible 

solutions, seeking to prevent future fecurrences, as well] as 

provide assistance for solving present ongoing conflicts, 

* Suggest ways of accelerating and implementing the world 

disarmament and demilitarization process. 

* Point out the inter-relationships existing between the 

objectives of the policies developed by some of the 

multinational corporations, as well as some of the world 

financial institutions, and their tendency to ignore social 

impact. 

* Provide a voice for those people of the world whose voices 

up to now have not been heard, basically minorities and 

indigenous groups. 

* Study ways to strenothen the United Nations in its wortd 

peace Keeping role. 
We believe that the United Nations has played a most significant role 
in the relations between the governments of the world. Now it has 
created The University For Peace to expand and strengthen a more 
direct relationship between the peoples of the world. To this end, we 
will expand the Gandhi Center, the communications division of the 
University For Peace, and convert the documents produced by this 
program into educational materials, which will then be disseminated 
throughout the world. (NOV °87) 
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影響 力 が か ある 独自 な 現代 の 思想 家 た ちと 共に 、 地 球 規模 
Os a cea eae eee) 
AfFOLIFSROCMREAR, WE. AROEBEV 
と つ に まとめ る た め 、 我 々 は 次 の よう な 活動 を 行なう 。 


1 . 平和 世界 に 向け て 活動 する 現存 の 団体 、 プ ロジ ェ ク 
ト や イベ ント 、 そ し て 人 権 、 国 際 経 済 体制 、 環 境 に 関す 
る 技術 と エネ ルギー、 環 境 管理 、 生 活 向 上 な どの 各 分 野 
で の 仕事 を カタ ログ 化し 、 住 所 、 目 的 、 分 野 、 達 成 し た 
こと な ご の 完璧 な リス ト を 作り 上 げ る こと 。 

2. これ ら グ ルー プ 、 世 界 の メデ ィ ア 、 そ し て 興味 を 持 
っ て いる ほか の グル ー プ な ど を 結ぶ 効果 的 な か コミュニケ 
ーション の 方 法 と 相互 作用 の 密接 な 関係 を 作り あげ る こ 
ee 

3. 加 分 野 で 活躍 中 の 専門 家 で 構成 され た 国際 顧問 委員 
会 を 結成 し 、 問 題 事項 に 関す る 分 析 と アド バイ ス を し て 
お お らら 8 

4. コス タリ カ の 平和 大 学 の メイ ン ・ キ ャ ン パ ス に シン 
クタ ンク を 設立 し 、 常 勤 の 男女 グル ー プ が 国際 顧問 委員 
会 と 相談 し て 、 以 下 の こ と を 行なう 。 

* 進歩 と 発展 と いっ た コン セプト を 見 直し 、 文 化 的 な ア 
イデ ンティティー や 文化 的 安全 と いっ た 、 一 般 に は 取り 
上 げ ら れ な い が 重 要 な 課題 に つい て 考え る 。 

* 週 去 の 戦争 を 分 析 し 、 原 因 と 可能 な 解決 法 を 調査 し 、 
将来 的 に 戦争 を 防ぐ 方 法 を 求め 、 現 在 進行 中 の 争い を 解 
決する た め の 提 案 を 行なう 。 

* 世界 の 軍備 搬 廃 と 非武装 化 促進 の 方 法 を 提案 する 。 

* 多国 籍 企業 や 世界 の 経済 団体 が 発展 させ た 政策 面 の 利 
益 の 相互 関係 や 、 彼 ら が 社会 に 与え る イン パク ト を 無視 
する 傾向 を 指摘 する 。 

* マ イノ リティ や 土 状 の 人 々 と いっ た これ まで 声 を 大 に 
発言 する 機会 の な か っ た 人 ん 々 の 意見 に 耳 を 傾け る こと 。 
* 世界 平和 を 守る 国連 の 役割 を さら に 強化 する た め の 方 
法 を 研究 する こと 。 





国連 は これ まで 、 世 界 中 の 政府 間 で 最も 重要 な 役割 を に 
な 5 で きた 5 

そし て 、 今 、 世 界 の 人 々 の あい だ の より 直接 的 な つなが 
り を 広め 、 強 化す る た め に 、 平 和 大 学 を 設立 し た 。 
この た め に 、 我 々 は 、 国 連 大 学 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 専 
門 機 関 の ガ ンジ ー・ セ ンタ ー を 拡大 し 、 そ の 研究 成果 を 
教育 プロ グラ ム に 組み 込み 、 そ れ を 世界 に 広め る つも り 
で いる 。 
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HURRICANE IRENE PRESS CONFERENCE 
i Message from peter Gabriel 


I have been working with the University For Peace for two years. 


It is because I believe that out of this organization a powerful 
movement is beginning to form; a movement that is based on the will 
the power of the people of this world, not dependant on the 

governments or their armies. i 5 2 


"Peace is too important to be left only in the hands of the politi- 

cians and diplomats" - so goes the philosophy of the university. 

We want participation - we want the word "peace" to become active 
not passive. 


“the military has built a formidable network of resources and talent. 


. In the same way, we wish to unite and develop those working for a 
peaceful world. We want to see a network of men and women of all 
countries, using this nucleus to give a voice and a strength to 
their work, not for death and for war but for life and for peace. 
It will include work on human rights, justice, the environment, 
poverty, starvation and most of all education. 


This event was initiated by the Music For Peace Team this summer, 
with the generous support and help of Japan-Aid. 


om these concerts, we wish to raise the funds, amongst other 
- things to provide the sophisticated computer data-base which will 
_ operationaly lie at the heart of the network. 


We need the support of all the journalists in this room to give this 
event the push that it needs. We need the musicians of Japan to show 
that they are as concerned about the world as the musicians in 
America and Europe. 3 


This event does not belong to the musicians, it does not belong to 
Japan-Aid, it does not belong to the University For Peace, it belongs 


to anyone who will work for a future, for a future for their children. — 


Hurricane Irene is on her way to sweep across Japan. a 


S os facem, fara farem 上 


ピー ター・ カ ブリ エル か ら の メッ セー ジ 





ぼく は この ら 年 間 、 平 和 大 学 の 仕事 を し て きた 。 と いう 
の も 、 こ の 組織 を 通し て 、 力 強い ムー ブ メ ント が 形 づ く 
られ は じ め た と 確信 する か ら だ 。 こ の ムー ブ メ ント は 、 
政府 や 軍隊 に 依存 する こと な く 、 世 界 中 の 人 々 の 意志 と 
に es ‘S) iGo. 

「 平 和 は 、 政治 家 や 外交 官 の 手 だ け に 委ね る に は 重 すぎ 
る 」 こ れ が 、 この 大 学 の 考え 方 だ 。 我々 は 参加 者 を 募っ て 
いる 。「 平 和 」 と いう 言葉 が 、 受 け 身 で は な く 、 積 極 的 な 
も の に な っ て ほし いと 願っ て いる 。 

軍隊 は 、 財 源 や 才能 の 膨大 な ネッ トワ ー ク を 築き 上 げ て 
きた 。 同じ よう に 、 我 々 も 平和 な 世界 に 役立つ も の を 結 
集 し た いと 思っ て いる 。 あ ら ゆ る 国 の 男女 で 作っ た ネッ 
トワ ー ク を 使っ て 、 死 と 戦争 で は な く 、 命 と 平和 に 寄与 
する 人 ん 々 の 仕事 一 人 権 、 正 義 、 環 境 、 貧 困 、 負 角 、 そ 
し て な に より も 教育 に 関す る も の 一 一 に 声援 と 力 を 与 
えた い 。 

この イベ ント は この 夏 、 ジ ャ パン ・ エ イド の 寛大 な 力 派 
え が あ っ て 、 ミ ュー ジッ ク ・ フ ォ ー・ ピ ー ス の チー ム に よ 
っ て 発案 され た 。 

これ ら の コン サー ト を 通し て 基金 を 集め 、 ネ ットワーク 
の 中 心 部 で 機能 する 高 性 能 の コン ピュ ー タ ー・ ベ ー ス な 
ご を 設置 し た いと 思っ て いる 。 

この イベ ント を 成功 させ る た め に 、 我 々 は 、 す べ て の ジ 
ャ ー ナ リス トト に 協力 を 要請 する 。 日 本 の ミュ ー ジ シャ ン 
は 、 ア メリ カ や ヨー ロッ パ の ミュ ー ジ シャ ン た ちと 同じ 
よう に 、 世 界 の 動き に つい て 関心 を 抱い て いる こと を 示 
し て ほし い 。 

この イベ ント は ミュ ー ジ シャ ン に も 、 ジ ャ パン ・ エ イド 
に も 、 平 和 大 学 に も 属さ な い 。 こ れ は 、 未来 の た め に 、 
子供 た ちの 未来 の た め に な ん ら か の 働き か け を し て いる 
人 ん 々 の も の だ 。 

ハリケーン ・ ア イリ ー ン は 、 日 本 全土 を まもなく か け め 
ぐる だ ろう 。 


ビー タク 205 ル 
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HURRICANE IRENE PRESS CONFERENCE 
A message from Little Steven 


I am very much looking: forward to my first trip to your country. 
I haven't had much chance to speak with the Japanese people and I am 
anxious to do so = to learn from you and to find the common ground 
that exists amongst all peoples from all countries. 


I beleive right now the world, and particularly Japan, has reached 
a critical point in its‘history, while we continue to surpass our own 
extraordinary technical achievements every day and with greater than 
ever economic strides being celebrated by a fortunate few, the evo- 
lution of mankind as a whole has come to an almost complete stop. 
This is an unacceptable contradiction we must take responsability 
for and begin to take action to correct. 


It is in our definition of what "progress" is that our road to 
understanding must begin. Can our success continue to be measured 
only by the failure of others? Can any amount of profit justify the 
permanent pollution of the earth? Can we continue t blindly venture 
into countries foreign to our own to extract their -esources without 
any regard or respect for the traditions and welf ce of the local 
indigenous people? 


As we look around all we see is the grey haze of fear, anger, 
oppression, manipulation; we see polarized political extrems; we see 
a nuclear arsenal ready to explode; we see nuclear waste with nowhere 
to be disposed; we have toxic chemicals in our air, land, water and 
food at levels (we are told) that are “acceptable" amounts; we see 
less and less people able to read; we see traditional spiritual values 
@f the indigenous peoples of the world being systematicaly exterminat- 
ed and we see how hunger and sicknes continue unabated. This is the 
legacy of our "progress". 


If the governments of the world are unable to show leadership in 
the redefining of what progress should be, which must happen immedi- 
ately if there is to be a future for mankind, then it is up to the 
peoples of the world to wake up, stop waiting for someone else to 
lead them, communicate with each other more directly and begin to get 
the job done. 


It is my hope that the University For Peace, with your support 
and mine, will help fulfill the promise that is within the reach of 
all of us - a realization of the potential of humanity. 

Solidarity 


Little Steven 
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初め て の 日 本 訪問 は と て も 楽し み だ 。 こ れ ま で 、 日 本 の 
人 と 話す こと は ほとん ご な か っ た の で 、 こ れ を いい 機会 
に し た いと 思っ て いる 。 あ な た 方 か ら 学ぶ べき こと も あ 
る だ ろう し 、 世 界 中 の 人 々 に 共通 する も の も 見 つけ られ 
る だ ろう 。 

今 現 在 、 世 界 、 特 に 日 本 は その 歴史 の 中 で も 大 変 重 大 な 
局面 を 迎え て いる 。 日 ご と に 達成 され る 優れ た 技術 的 偉 
業 、 幸 運 な 僅か な 人 人 々 が 満喫 する 経済 発展 。 人 類 の 進歩 
は まる で 止ま っ て し まっ た よう だ 。 こ の よう な ひど い 矛 
盾 は 我々 の 責任 で あり 、 我 々 は この 状態 を 正しい 方 向 へ 
導く た め の 行 動 を 起こ さ な け れ ば な ら な い 。 

何 を も っ て 「 進 歩 」 こ する か 。 ま すず 、 こ れ を 理解 する こと 
か ら す べ て 始ま る 。 成功 と は 、 常 に 他人 の 失敗 の 上 に 成 
り 立 つも の な の か 。 利益 か が 上 が れ ば 、 地 球 上 の 汚染 も 正 
当 化 さ れる の か 。 よ その 国 に 手当 た り 次 第 に 侵 人 し 、 そ 
こ に 住む 人 々 を 無視 し て 資源 を 取っ て し まっ て いい の だ 
ろう か 。 

まわ り を 見 まわ せ ば どこ も か し こも 、 Bi, BO, 抑圧 、 
搾取 と いっ た 灰色 の か すみ に 履 わ れ て いる 。 極端 に 偏向 
し た 政治 団体 、 い つ で も 爆発 可能 な 核兵器 、 捨 て 場所 の 
な い 核 廃棄 物 、 空 気 中 、 土 地 、 水 、 食 料 に さえ 入り 込む 
有害 な 科学 製品 、 そ し て 、 こ の 程度 の 量 な ら 「 安 全 だ 」 と 
いう 人 た ち 、 ま すま す 高 く な る 文盲 率 、 仙 佐 と 病気 の 墓 
延 。 こ れ が 、 我 々 の 「 進 歩 」 が 生み 出し た も の だ 。 

人 類 の 将来 の た め に は 、 進 歩 と いう も の を た だ ち に 見 直 
し に か か る べき な の だ 。 

し か し 、 そ れ が 政府 の 手 で は で き な い と いう な ら 、 世 界 
中 の 人 ん 々 が 目 ざ め 、 自 ら の 手 で 始め な けれ ば な ら な い 。 
人 々 が も っ と 直接 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 計り 、 や る 
べき こと を や り は じ め な けれ ば な ら な い 。 

平和 大 学 か あな た が た や ぼく の 支援 と と も に 、 約 束 を 達 
成 で きる こと を 願う 。 そ れ は 決し て 我々 の 手 の 届 か な い 
約束 で は な い 。 人 類 の 可能 性 を 認識 する こと な の だ か ら 。 


NCP ベニ ジョ ンク 
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HOWARD JONES MESSAGE FOR UPEACE 


"THE ‘THING THAT. INTERESTED ‘ME so MUCH ABOUT ‘HURRICANE 
IRENE. AND JAPAN AID Is “THAT: THIS N 
Teno aa INVOLVED IN ‘SOMETHING WHICH | 
OF ‘PEACE AND EXCITING AND PRACTICAL a 


| HOPE THAT EVERYONE. ATTENDING AND VIEW. lh 2 上 
oe FEEL THAT WE ALL ARE INVOLVED IN SOMETHING “MUCH MORE THAN 
6 as MUSICAL EVENT. “WE ARE FOCUSING ON: THE GLOBAL OBSTACLES 
WHICH STAND TN THE WAY OF PEACE, AND THE: SETTING UE OF A 


_ CAN APPLY TECHNOLOGY , OUR GREAT THINKERS AND ooR -RESOURC 
‘TOWARDS BATTLING THESE OBSTACLES . 3 


HERE'S TO THE CONCERT AND May IRENE “BRIN 
WEATHER." 8 


HOWARD 


、 八 ワー ド ・ ジ ョ ー ン ズ か ら の メッ セー ジ 



















COMPUTER BASED ‘COMMUNICATIONS NETWORK > SHOWS. US. ‘HOW WE 
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27P と 
か つ 実 践 的 な 形 で 平和 を 積極 的 に 追求 する も の だ か ら だ 。 
我々 の この 世界 が 最大 限 の 能力 を 発揮 し 、 宇 宙 を さま よ 
う 生 命 体 の いな い 岩 と 化す る の を 避け る た め に も 、 平 和 
の 追求 は 誰 も が 一 番 に 考え な けれ ば な ら な い 。 きわめ て 
稀 な 中 立 的 な 立場 を と る 平和 大 学 は 、 そ の た め の 最 高 の 
手段 と いえ る 。 

コン サー ト に 参加 する 誰 も が 、 た ん な る 音楽 イベ ント に 
参加 し て いる 以上 の も の を 感じ て くれ る よう 願う 。 我 々 
は 平和 へ の 道 に 立ち は だ か る 地球 的 規模 の 障害 物 に 焦点 
を 合わ せる と 同時 に 、 コ ンピュータ ー を ベー ス と し た コ 
ミュ ニケ ーション の ネッ トワ ー ク を 作る こと に よっ て 、 
テク ノロ ジー や 我々 の 時 代 の 偉大 な 思想 家 た ち 、 そ し て 
我々 の 持つ 資源 か が これ ら 障 害 と 戦う た め の 有 力 な 手段 に 
な る こと に も 注目 し て いる 。 

コン サー ト の 成功 と ハリ ケー ン ・ ア イリ ー ン が 素晴らし 
い 天 候 を 運ん で くれ る こと を 祈っ て や まな い 。 


ハワード ・ ジ ショ ニン ズ 








PROJECT: HURRICANE IRENE 












1986 年 10 月 13 日 、 キ ャ ピ ト ル 東急 ホテ ル に お いて 、 平和 
大 学 が 日 本 に お いて 行なう 活動 の 概要 を 発表 する 記者 会 
見 が 開か れ た 。 出席 者 は 、 以 下 の 通り 、 平 和 大 学 お よび 
ジャ パン ・ エ イド ・ コ ミッ ティ ー の メン バー が 中 心 と な っ 
GW\Oo 

バリ ー・ ロ バー ツ (平和 大 学 総長 補佐 、 ミ ュー ジッ ク ・ ラ ォ オー・ 
ピー クラ ララ js ク ド の 5 Do ds 

加藤 宏史 (平和 大 学 総長 常任 顧問 、 日 本 平和 大 学 委員 会 委員 ) 

服部 年 伸 ( ジ ャ パン ・ エ イド ・ コ ミッ ティ ー 代 表 、 日 本 平和 大 学 
委員 会 委員 ) 

原 滋 (東京 放送 事業 推進 局長 ) 















































以下 は 記者 会 見 に お ける 発表 の 概略 で ある 。 

「 平 和 大 学 は 、 "平和 を 欲す る な ら ば 、 平和 の た め の 教 育 
を し な けれ ば な ら な い 』 と いう 信条 の も と に 機能 し 、 こ 
の 教育 の 過程 が 社会 の あら ゆる レベ ル を 通じ て 行なわ れ 
る べく 、 あ ら ゆ る 創造 的 な 方 法 の 探究 に 挑戦 し て いる 。 
その 結果 、 今 回 、 地 名 度 も 高く か つ 人 気 の あ る ミュ ー ジ 
シャ ン た ちの 全面 的 な 支援 協力 を 得 て 、「『 ミ ュー ジッ ク ・ 
フォ ー・ ピ ー ス 』 と 称す る 計画 に 着手 し た 。 そ し て 、 平 和 
大 学 の 長期 的 活動 の 一 環 こ し て 、 ジ ャ バン ・ エ イド ・ コ ミ 
ッ テ ィ ー こ と 共に 、1986 年 1g 月 19、0、 @1 日 、 東京 に お い 
て 、 教 育 的 で し か も 楽し い ピ ー ス ・ フ ォ ー ラ ム と チャ リ 
ティ ー・ コ ン サ ー ト を 開催 する こと を 決定 し た 。 こ の 模 
様 は 全 世界 に テレ ビ 中 継 さ れる 予定 で ある 。 また 、 こ れ 
は 国際 平和 年 公式 記念 行事 の 一 部 で も ある 」 


ハリケーン ・ ア イリ ー ン 記者 会 見 
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_ 最高 の ゆとり DE く つろ ぎ を 


都心 と は 思え な い 緑 豊か な 閑静 な 環境 、 港 区 碧 金 訓 。 
LOWRIE LRA! 都 ホ テル 東京 」 は 、 野 生 の リス も 時 折 姿 を 見 せる 広大 な 日 本 庭園 に 囲ま れ た 、 美 し い ホ テル で す 
直線 美 を いか し た 外観 は アメ リカ の 著名 な 建築 家 ミ ノル ・ ヤ マサ キ 氏 の 設計 
内 装 と 壁 園 の 設計 は 元 芸術 院 会 員 故 村野 藤 召 氏 の 手 に より ます 
そし て 、 日 本 の 伝統 美 を 織り まぜ た 落ち 着き と 温か 味 の あ る イン テリ アーーーーー 一 。 
「 都 ホテ ル 東 京 」 は 、 み な る ま に く つろ ぎ と や すら ぎ を お 約束 いた し ます 。 





RRO Tote FLOR TV 


ANT LR 


T108 東京 都 港 区 白金 台 1 T 1-50 GE A) 


お ぉ 問合せ ご 予約 … 傘 (03)447-3111 


< 交通 の ご あん な い > 国電 田町 ・ 品 川 ・ 五 反田 ・ 目 黒 各駅 か ら 車 で 約 5 分 。 浜松 町 駅 (モノ レー ル ) か ら 車 で 約 15 分 。 東京 駅 ・ 羽 田 空港 (芝浦 ラン プ 経 由 ) か ら 車 で 約 25 分 。 田町 ・ 三 田 駅 経由 浜松 町 駅 ・ 銀 座 4 
丁目 、 目 黒 駅 へ 無料 ホテ ル バ ス 運行 。 浜松 町 バス ター ミナ ル よ り ホ テル へ 無料 ホテ ル バ ス 毎日 4 便 運 行 。 

< 館内 の ご あん な い > 便 客室 500 室 倫 9 つ の レス トラ ン ・ バ ー 旬 20 タ イプ の 宴会 場 信 結婚 式場 ・ 写 真 室 ・ 美 容 室 ・ 着 付 室 ・ 理 容 室 ・ シ ョ ッ ピ ンク アー ケー ド OT AV ay 7 介 へ ヘル スク ラブ (25m 室内 プー ル ・ ト レー ニン 
グル ー ム ・ サ ウナ ) 念 駐車 場 完備 

< 近鉄 ・ 都 ホテ ル チ ェ ー ン 案内 所 > 札幌 (011)241-363| 仙台 (022)264-354| 東京 (03)572-830| 名 古屋 (052)583-I877 京都 (075)68!-00I8 大 阪 (06)34|-3323 広島 (082)246-922| 博多 (092)715-000| 

































































The University for Peace is an International Institution 
devoted to seek peace through education with humanistic 
purposes and according to the principles of the Charter of 
the United Nations and the Universal Declaration of Human 
Rights. 

Approved by the XXXV General Assembly on December 5th, 
1980, its creation responds to one of the most pressing needs 
of modern times: the disarmament of the mind for the 
building of peace. 

The goal of the University is to contribute to the great 
universal task of educating for peace by engaging in educa- 
tion, research, and the dissemination of knowledge to the 
promotion of peace. 

Placed outside the organizational framework of the United 
Nations, but at the same time not simply a national project, 
the University for Peace is particularly suited, because of the 
academic freedom it enjoys, to set out and to deal with the 
problems of human survival through justice and peace. 

To attain its objectives, the University prepares its programs 
according to problem areas, thus ensuring a multidisciplinary 
approach. 

The epistemological axis of the University for Peace is peace, 
education for peace and human rights. Other problems which 
have a direct or indirect bearing on peace, such as environ- 
ment, natural resources, technology, transnational corpora- 
tions and others, will not be approached in a conventional or 
frontal fashion, but will be analysed in terms of their impact 
on peace. 


The University for Peace is international in character, and it 
enjoys autonomy and academic freedom as declared in the 
Charter of the University. It is constituted by the Council, the 
Rector, the Vice-Rector, the Chancellor, an international 
Foundation for financial support, the International Center for 
Documentation and Information for Peace (CEDIPAZ), and an 
International Advisory Board. 

The Council is appointed by the Secretary General of the 
United Nations in consultation with the Director-General of 
UNESCO and it is constituted by ten representatives of the 
international academic community (two for each continent), 
two representatives from Costa Rica, the Secretary-General 
of the United Nations University, and three representatives of 
the student body. 

Students from all parts of the world are admitted by the 
University, after complying with the requirements established 
by the Council. The University grants master’s degrees and 
doctorates, under terms and conditions established by the 
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Council. Seminars, meetings and international congresses 
with the participation of specialists in the specific goals and 
academic fields of the Institution, are part of the dissemina- 
tion program of the University. 

The Charter of the University considers the possibility of 
entering into association or concluding agreements with 
governments or similar organizations, and international or 
private organizations in the field of education and in particu- 
lar, with the United Nations University and UNESCO, both of 
which have been in close relation with the University since 
the preliminary stages of its creation. 


The campus is located on an area of 700 acres, belonging to 
the University for Peace, which were donated by the Costa 
Rican government for that purpose. Construction of the main 
building was finished in November, 1982, and plans for new 
constructions are already in study. 

An area of 500 acres has been set aside to be preserved as 
virgin forest, and it will be the main source for programs on 
ecology and environmental education. The rest of the Univer- 
sity buildings will be set up on the remaining 200 acres. The 
land, donated by the Costa Rican government, had been 
inherited to it by the late Costa Rican philanthropists Mr. 
Cruz Rojas Bennet, who conserved the primary forset consid- 
ered priceless and at present, unique in Central America 
The University for Peace will progress by stages, according to 
its own possibilities and as different organs which constitute 
it are incorporated to the process. It is estimated that within 
10 years, it will be able to have approximately 2000 students, 
and the corresponding administrative and academic staff, 
with the appropriate financial resources. According to article 
18 of the Charter of the University, such resources shall be 
derived from voluntary contributions made by governments, 
by intergovernmental organizations and the foundations and 
other nongovernmental sources, and from tuition and related 
charges. 

Considered as a basic investment for future generations, the 
University has received universal moral support and contribu- 
tions. Several United Nations Member States have subscribed 
to the International Agreement for the creation of the 
University for Peace, which was put in effect on April 7, 1981. 
These nations have considered the fact that, throughout 
history, the world has only seen the establishment of institu- 
tions for military training, while there is no organized 
educational system aimed at establishing the fundamental 
principles of peace. 
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平和 大 学 の 概要 


平和 大 学 は 、 国 連 副 章 お よび 国際 人 権 宣言 の 原則 に 基 づ 
き 、 人 道 的 手段 を 用 いた 教育 を 通し て 平和 を 希求 する 国 
際 的 機関 で ある 。 

1980 年 1 月 5 日 、 第 35 回 国連 総会 で 決議 され た この 機関 
は 、 平 和 の 建設 の た め の 人 々 の 心 の 軍縮 化 と いう 、 現 代 の 
最も 必要 と され る ニー ズ に 応え よう と する も の で ある 。 
大 学 の 目指 す も の は 、 平 和 を お し 進め る た め に 、 教 育 、 研 
究 、 知 識 の 普及 に 従事 する こと に よっ て 、 平 和 教 育 と いう 
大 き な 普遍 的 目的 に 貢献 する こと で ある 。 

国連 の 組織 の 枠外 に 位置 づけ られ て は いる も の の 、 同 時 
に 、 単 に ある 国家 の プロ ジェ クト と は 異な り 、 平 和 大 学 
は 、 そ の 加 受 し て いる 学問 的 自由 か ら も 、 正 義 と 平和 を 通 
じ て 人 類 の 生存 に 関す る 問題 を 提起 し 、 扱 うこ と に 適し 
て いる 。 

大 学 は 、 そ の 目的 を 達成 する た め 、 学 際 的 アブ ロー チ に よ 
り 、 そ れ ぞ れ の 問題 領域 に 従っ て プログ ラム を 準備 する 。 
大 学 の 認識 する 活動 の 中 心 は 、 平和 、 平和 の た め の 教 育 、 
お よび 人 権 で ある 。 直 接 的 、 間 接 的 に 平和 を お び や か す よ 
うな 他 の 問題 点 、 例え ば 、 Fie. 資源 、 技術 、 あ るい は 多 
国籍 企業 等 と いっ た 間 題 に は 、 通 常行 な われ て いる 方法 
で アプ ロー チ を する の で は な く 、 平 和 に 対す る 脅威 と い 
DRRD SAM ZTE S 0 
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和 大 学 一 章 に 宣言 され て いる よう に 、 自 治 と 学問 的 自由 
を 享受 し て いる 。 大 学 は 、 理事 会 総長 、 副 総長 、 FR, 
国際 的 に 金銭 的 援助 を 行なう 基金 、 平 和 の た め の 文献 お 
よび 情報 セン ター、 な ら び に 国際 審議 会 に よっ て 構成 さ 
れ て いる 。 

理事 棄 は 、 ユ ネス コ 事 務 局長 の 論 問 に 基づき 、 国 連 事 務 給 
長 に よっ て 指名 され る 。 そ の 構成 は 、 各 大 陸 お の お の ら ど 名 
すず つ 計 10 名 の 学識 代表 、 コ スタ リカ より ど 名 の 代表 、 国 連 
大 学 の 事務 局長 、 お よび 学生 団体 の 代表 名 で ある 。 
学生 は 、 理 事 会 の 定め る 基準 を 満た す 者 で あれ ば 、 世 界 中 
ご どこ か ら で も 参加 を 認め られ る 。 大 学 は 、 理 事 会 の 定め る 





基準 に 基づき 、 修 士 号 及び 博士 号 を 授与 する 。 特 定 の 目的 
や 学問 分 野 の 専門 家 が 参加 し て 開催 され る セミ ナー、 会 
合 お よび 国際 会 議 は 、 大 学 の 知識 普及 プロ グラ ム の 一 部 
で ある 。 

平和 大 学 憲章 は 、 各 国政 府 や 同様 の 組織 、 お よび 教育 分 野 
に お ける 国際 的 民間 団体 と 協力 し 、 協 定 を 結ぶ こと を 想 
定 し て いる 。 特 に 国連 大 学 な ら び に ユネ スコ と は 、 平 和 大 
学 の 設立 当初 か ら 緊 密 な 関係 を 保っ て き て いる 。 

平和 大 学 の キャ ン パ ス は 、 そ の 目的 の た め に 、 コ スタ リカ 
政府 より 寄贈 され 、700 エ ー カ ー ( 約 2.83 平 方 キロ ) OL 
さ を 持 っ て いる 。 本 部 校舎 の 建設 は 1888 年 1 月 に 終了 し 、 
現在 、 新 校舎 建設 の 計画 が 進行 中 で ある 。 

キャ ン パ ス の うち の 500 エ ー カ ー ( 約 平 方 キロ ) の 土地 
が 原生 林 の まま 保存 され 、 こ こ は 、 エ コロ ジー や 環境 教育 
の プロ グラ ム の 中 の 中 心 的 資源 と し て 利用 され る 。 そ し 
て 残さ れ た 200 エ ー カ ー の 土地 に 大 学 の 校舎 を 建設 する 。 
コス タリ カ 政 府 か ら 寄 贈 さ れ た この 土地 は 、 現 在 で は 中 
央 アメ リカ で は 唯一 と も いえ る 非常 に 貴重 な 森林 で あ 
り 、 こ の 森林 を 保護 し た コス タリ カ の 博愛 主義 者 で あっ 
た 故 ク ルー ズ ・ ベ ネッ ト 氏 か ら 受 け 継 か が れ た も の で ある 。 
平和 大 学 は 、 そ れ 自 身 の 可能 性 と 、 構 成す る 他 の 機関 この 
協調 て に よっ て 発展 し て ゆく 。 こ こ 10 年 の 間 に は 、2000 人 
の 学生 を 受け 入れ る よう に な り 、 そ れ に 見 合う だ け の 事 
務 局 員 と 教員 、 そ し て 充分 な 財源 を 持つ こと に な る 。 平 和 
大 学 憲章 第 18 条 に よれ ば 、 そ の 財政 は 、 政 府 、 政 府 間組 織 、 
基金 、 他 の 非 政府 的 財源 か ら の 自発 的 寄付 と 、 学 費 お よび 
それ に 関連 する 諸 収 入 に よっ て まかなわ れる 。 

将来 の 世代 へ の 基本 的 投資 と し て 、 平 和 大 学 は 、 普 遍 的 な 
道義 的 支持 と 助力 を 受け て いる 。 い くつ か の 国連 加盟 国 
は 、1981 年 4 月 7 日 に 発効 し た 平和 大 学 の 建設 に 関す る 
国際 協定 に 署名 し て いる 。 そ れ ら の 国々 は 、 過 去 の 歴史 に 
お いて 世界 は 軍事 訓練 の た め の 施 設 の み を 建設 し 、 一 方 
平和 に つい て の 基本 原則 の 確立 を 目的 と し た 組織 的 教育 
シス テム を 持た な か っ た と 認識 し て いる 。 

















Costa Rica is located geographically in Central America; to 
the North it has a boundary with Nicaragua, to the South it 
shares a border with Panama, to the East with the Atalntic 
Ocean and to the West with the Pacific Ocean. It has an area 
of 50.900 km?. With pleasant temperatures during most of 
the year, Costa Rica’s agricultural lands are extremely 
productive. 

Costa Rica can be presented historically as a cultural cross- 
road which has given shelter to Indian cultures of strong 
Maya, Aztec and Chibcha inspiration. The arrival of the 
Spanish during the colonial preiod, and later arrivals of 
European immigrants, Black minorities, Chinese and others, 
have contributed to shape a culture open to the outside. The 
country’s regional, climatic and ecological variety, as well as 
its two oceans and mountain ranges, allow us to suppose 
that these aspects would contribute greatly to the success of 
undertakings such as the creation of the University for Peace, 
which would generate research within ideal micro climates, 
as well as within a cultural reality open to positive and 
universal influences. The University for Peace takes advan- 
tage of the best of the country;researchers, professors and 
students from all over the world would be welcome to it, thus 
converting it into a true crucible of cultures. 

Costa Rica appeared as an independent nation in the year 
1821, after a liberation process took place in Guatemala, 
headquarters of the Captaincy-General. Later, history would 
mold a special type of human being who loves, above all, to 
live in peace with himself and with his neighbors. Costa Rica’ 
S peace has been reached thanks to the conscientious work 
of its citizens. 

One of the vital aspects in understanding the Costa Rican 
reality lies in the analysis of the efforts made since Indepen- 
dence towards bettering the educational possibilities of the 
population. The Superior Governing Board declared in 1823 
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that public instruction is the basis and the principal founda- 
tion for human happiness and common prosperity. The 
central role that this concept implies is very clear: the 
Constitution of 1869 would establish that primary education 
be free, compulsory and paid for by the State. 

Its peaceful life, its evident social, political and economic 
progress, as well as the respect for the human dignity of its 
citizens, constitute the basis for the proposal to create the 
University for Peace at an international level. An effective 
democratic system and the constitution! abolition of the army 
as an institution in 1949, contribute to the understanding of 
its historical singularity. 

Thus, after one hundred and fifty eight years of independent 
life dedicated to educational and cultural improvement, there 
came forth the great initiative of creating a new educational 
experience, this time with a global projection in the perma- 
nent search for an active peace, sole guarantee of survival 
for the human race. 


Our wish is that the University for Peace be, above all, a 
product of international participation. Costa Rica wants the 
University for Peace to be the union of the best experiences 
and criteria, and for it to be as global and universal as the 
desire for peace and the United Nations’s obligation to reach 
that peace. 

Costa Rica considers that the University for Peace would 
effectively contribute to the strengthening of world peace. 
Its research and teachings, within the concept of “EDUCATE 
FOR PEACE”, produce models for society as wel as concrete 
instruments in the reduction of tensions. Men and women, 
the principal subjects in its actions,have a propitious and 
creative environment, coupled with the direct interchange of 
different cultures, in which to produce the answers necessary 
for the attainment of that distant and ardently desired goal. 
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コス タリ カ は 地理 的 に は 中 央 アメ リカ に 位置 し 、 北 は ニ 
カラ グ ア と 、 南 は パナ マ と 国境 を 接し て いる 。 東 は 大 西 
洋 、 西 は 太平 洋 に 面 し て いる 。 面積 は 50900 平 方 キロ で あ 
る 。 ] 年 を 通じ て 気候 は 温暖 で 、 農 地 は 非常 に 肥え て い 
as 

コス タリ カ は 歴史 的 に は 、 イ ン デ イィ アン 文明 を 強力 な マ 
ヤ 、 ア ステ カ 、 チ ブチ ャ 文明 か ら 守 っ た 文化 の 交差 点 と し 
て 位置 づけ られ る 。 植 民 地 時 代 に スペ イン 人 が 来 、 そ の 後 
ヨー ロッ パ 人 が 移住 し 、 少 数 の 黒人 、 中 国人 な ど が 外国 に 
対し て オー プン な 文化 を 形成 する こと に 貢献 し た 。 こ の 
国 の 地域 特有 の 気候 や 生態 の 多彩 ぐ 、 ふ た つの 海 と 山脈 
を 持つ と いっ た 特徴 が 、 平 和 大 学 建設 の よう な 事業 の 成 
功 に 多大 に 貢献 し て いる こと は 想像 に 難く な い 。 

平和 大 学 は 、 こ の 国 の 最も よい 面 を 享受 し て いる 。 つ ま 
り 、 世界 中 か ら の 研究 者 、 教授 、 学生 は 、 そ れ を 自由 に 使 
い 、 本 来 的 な 真 の 文化 の る つぼ に 転換 し て ゆく の で ある 。 
コス タリ カ は 182] 年 、 グ アテ マラ 総督 領 の 独立 の 宣言 に 
よっ て 独立 国 と な っ た 。 そ の 後 、 歴 史 は コス タリ カ の 人 ん 々 
を 、 自 身 が 隣人 を 愛し 、 何 より も 平和 に 暮らし た いこ と 願う 
よう な 特別 な タカ イプ の 人 有 々 に つく り 上 げ て いっ た 。 コ ス 
タリ カ の 平和 は 、 市 民 の 良心 的 な 活動 の 甲斐 あっ て 達成 
され た も の で ある 。 

コス タリ カ の 現状 を 理解 する 上 で 、 重 要 な 側面 の ひと つ 
は 、 独 立 以来 な され て きた 国民 の 教育 機会 の 拡大 へ の 努 
力 に 関す る 分 析 で ある 。]1893 年 に 最高 統治 委員 会 は 、 人 民 
の 教育 は 人 間 の 幸福 と 国家 の 繁 洒 の 基本 で あり 基礎 で あ 
る と 宣言 し た 。 こ の 原則 の 持つ 中 心 的 な 役割 は 明確 で あ 
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So 1869 年 の 憲法 は 、 初 等 教育 は 「 無 償 、 義 務 、 か つ 国 家 
が 経費 を 負担 する 」 と 定め て いる 。 

この 国 の 平和 な 生活 、 め ざま し い 社 会 的 、 政 治 的 、 経 済 的 
発展 は 、 国 民 の 人 間 と し て の 尊厳 の 尊重 と と も に 、 国 際 的 
な レベ ル で の 平和 大 学 を 設立 する と いう 提案 の 根底 を な 
し て いる 。 有 効 な 民主 主義 の シス テム と 、]943 年 の 機関 と 
し て の 軍隊 の 副 法 に よる 廃止 は 、 こ の 国 の 歴史 的 特殊 性 
を 理解 する 上 で 重要 で ある 。 

この よう に 、158 年 間 の 独立 を 教育 と 文化 の 進歩 に 捧げ た 
の ち 、 こ の た び 、 人 類 生存 の 唯一 の 保障 で ある 積極 的 平和 
の 恒常 的 追求 に お ける 世界 的 な 動き と と も に 、 新 し い 教 
育 の 実践 へ の 大 いな る 率先 の 時 が 来 た の で ある 。 

我々 の 希望 は 、 何 より も 平和 大 学 が 国家 を 超え た 参加 を 
生み だ すこ と で ある 。 コ スタ リカ は 、 平 和 大 学 が 最も 有益 
な 経験 と 規 男 と を 融合 させ る も の で あり 、 そ れ が 平和 を 
希求 する 欲求 や 、 国 連 の 平和 を 達成 する 義務 と 同様 に 地 
球 的 で あり 、 普 遍 的 で あっ て ほし いと 願う 。 

コス タリ カ は 、 平 和 大 学 が 世界 平和 の 強化 に 効果 的 に 寄 
与 す る と 信じ て いる 。 

「 平 和 の た め の 教 育 」 の 理念 に 基づき 研究 及び 教育 を 行 
な うこ と は 、 社 会 へ の 基準 づく り と 共に 上 緊張 緩和 の 現実 
的 機関 を な つくり出す こと で ある 。 平和 へ の 行動 の 基本 的 
対象 で ある すべ て の 人 ん 々 が 、 理 想 的 で 創造 的 な 異 文化 同 
士 の 直接 交流 の で きる 環境 を 持つ こと に より 、 遠 く は あ 
る が 、 強 く 望 む 目標 の 達成 に 向け て 必要 な 答え を 見 つけ 
る こと が で きる で あろ う 。 








見 る も の 聴く も の 、 級 収 カ が 大 きい 少年 少女 。 
音楽 の 心 も 質 の 良い 音 で 級 収 し て ほし いも の で す 。 
ディ スク マン は CD の 素晴らし い 音 を 手軽 に 体験 で きる 
SPD OD, Vay VEE MACE 
クリ ア な 音 が 、 部 屋 の 中 や 、 外 や 、 車 の 中 で も 楽し め ま す 。 
伸び や か さ を 和 有朋 む 、 伸 びやかな 音 が ここ に あり ます 。 


(音楽 と 、 深 く 楽 し くつ き あ える 。) 

⑯ デン シン タル フィ ルター 採用 で ピュ ア な 再生 。 

@ 曲 の 好き な 部 分 を 紹 り か え し て 聴 ける AB 区 間 リ ピー ト 、 
聴き た い 曲 を 高速 で 頭 出し する AMS、 聴 きた い 部 分 を 
確認 し な が ら 探 せる ミュ ー ジ ッ ク サ ー チ 、 な ど 充実 の 多 機能 。 
(持ち 運べ ば 、 い い 音 と いつ も 一 緒 。) 

© 19.8 mm DHX U4I0G DHX AFH. 

@ 付属 の 専用 充電 池 パ ッ ク で 長 時 間 曲 を 楽し め る 。 
@SE7KH. 


Hiscma D-100 白 と 黒 で 発売 中 \49.800 
※ 付 属 /AC ア タプ ター 専用 充電 池 、 
キャ リン グ ケ ー ス 、 キ ャ リン グ ベ ルト 、 接続 コー ド 








COMPACT 


DIGITAL AUDIO 


mms PMA COYKRYeSITNYISICAA 
の 俳句 の 話 を され た こと が あっ た 。 
共 の 時 作ら れ た 句 に 

雀 等 の 人 を 恐れ ぬ 国 の 春 
と いう の が あり 、 虚 子 の 五 女 夫妻 (BAK) が キュ ー ガ 
ー デ ン に 人 旬 碑 を 建て 寄付 され た こと は 年 前 の こと で あ 
つた 。 
いつ も 此 の 旬 を 思い 出し て 何故 英国 の 雀 は 人 を 恐れ ぬか 
が 疑問 で あっ た 。 


スウ ェ ー デ ン の 公園 で も 、 シ カゴ の 公園 で も 餌 を や れ ば 
すぐ 人 の そば まで 来 、 掌 に の せ た 餌 さ えも つい ば お 様 な 
人 な つこ さ を 自 分 で も 経験 し た 。 又 、 早 稲田 大 学 の 英文 
科 の 東浦 教授 も 其 の 著書 で 同様 の こと を 指摘 され て いる 。 


其 の 後 い ろ い ろ と 調べ て みる と 、 英 国 の 雀 は 主として 、 
Placeidae、 人 ハタ オリ ドリ 科 の スズ メ 属 科 (Paasar) 
で あり 、 英 国 雀 (P.dOmesticus 又 は HOuSe spa- 
「TFOW と いう の で ある が ) は 、 1871 年 北米 に 連れ て 行か 
れ 、 種 々 の 土地 の 雀 と 混合 し 90 種 に も 及び 、 其 の 中 で も 
House sparrow. Lark sparrow.Grasshop- 
ber SDarTOW が 人 な つこ いこ と が わか っ た 。 

し か ら ば 日 本 の スズ メ は 、Pasgar montanus. = 
ュー ナイ スズ メ 、P.rutglanS が 主 で ある が 、 ど ちら も 秋 
に な る と 、 人 間 の 主食 で ある 稲 を 大 群 を な し て お そし 荒 
し まわ る こと は 有名 で ある 。 米 作 は 弥生 時 代 (8000 年 以 
Al) か ら 作 られ て お り 、 恐 らく 日 本 の 雀 は この 時 代 か ら 
いた の で 、 種 々 の 退治 法 、 音 響 に よる 方 法 、 案山子 、 カ 
スミ あみ 、 お ご し 銃 、 と り も ちな どい ろ い ろ と 使わ れ た 
の で 、 人 間 は 恐ろし いも の と いう 観念 が スズ メ に こび り 
つき 、 そ の 遺伝 子 の 中 に つた わっ て いる と いう 考え に い 
た り 様 々 な 方 と 話し 合っ た 結果 こん な 結論 と な っ た 。 し 


か し 小さ い 卵 の うち か ら 飼 っ て いる も の は ちがう と 思う 。 


動物 は 音 、 或 は 他 の 方 法 で 連絡 を と る が 人 間 の 様 に し ゃ 
べ る こと は 出来 な い 。 犬 で も 猫 で も 、 脳 細胞 は 決し て 少 
な く は な い 。 言語 中 枢 は どう な っ て る の で あろ うか ゃ 
誰 も むず か し いと 答え る ば か り で ある 。 

人 間 も 初め は 言語 か な く 、 次 第 に これ を 見 出し 使い 始め 
各地 方 が 各々 特別 な 言語 を 使う 様 に な っ た こと は よく 知 
られ て いる こと で ある 。 

言葉 の 通じ な い 鳥獣 は お 互い に 争う こと が ある の は 勿論 
で あり 、 主 と し て 食物 に 関し て で あろ う が 、 人 間 は 言葉 
が か しゃ べ れ る し 、 通 訳す れ ば お 互い に よく 話し 合い お 互 
い に 理 解 し 合え ば 争い を さけ る こと が 出来 る の で は ある 
まい か 。 こ の 小さ な 地球 上 で 少し の 利害 で 殺人 行為 まで 
行なわ れる こと は 余り に も お ろか で は ある まい か 。 理性 、 
道 衛 . あ ら ゆ る こと の 理解 で きる 知識 、 そ れ が 平和 を 保 て 
ぬ の は 不思議 で な ら な い 。 


空 を 見 れ ば いつ 大 き な 陣 石 が 落ち て 来 て 地球 を こわ すか 
も 知れ な い 。 氷河 時 代 の 様 に 寒冷 が お そい 動植物 が 皆生 
存 し な く な る 、 或 は 巨大 な 北 南極 の 水 が と け て 地球 が 水 
底 に も ぐる か も 知れ な い 。 

或 は 火山 の 多い 国 で は 噴火 の た め 国 が 消失 し た り 、 海 底 
に 沈下 し 、 地 球 が 水 の 底 に 没 す る か も 知れ な い 。 ノ ア の 
箱 船 の よう な こと が ある か も 知れ な い 。 


そん な 危険 な 地球 上 に 住ん で いて 「 争 う 」 こ と は 何と お 
ろか な こと で あろ う 。 自然 と 話し 合う こと は 出来 な い が 、 
話し 合え る 人 間 同 士 が 平和 を 愛し 平和 の 中 に この 異変 の 
少な い 世 を お く こ と は 出来 な い 筐 が な く 、 又 し な けれ ば 
な ら ぬ こと で あろ うと 思う 。 

田中 憲二 順天堂 大 学名 準 教 授 


ジャ パン ・ エ イド の 意義 


、 1985 年 月 13 日 に 行なわ れ た ライ ブ ・ エ イド は 、 アフ リ 
_ カカ の 角 佐 を 救う た め に 世界 中 か ら 7 千 万 ドル も の 義援金 
_ を 集め まし た 。 現在 まで に 、 1 億 ドル 以上 の 寄 金 が す で 
_ に よせ られ て いま す が 、 今 な お 、 ラ イブ ・ エ イド 関連 事 
_ 業 を 通じ て 追加 され る 金 は か な り の 額 に 達し て いま す 。 
_ その 上 、 政 府 筋 か ら も ら ー30 億 ドル の 寄 金 か 集まっ た と 
の こと 6G す 。 ー | 
_ 一 方 、 日 本 に お いて 集まっ た 額 は 、 わ ず か 70 万 ドル 程度 
_ に 足り ませ ん 。 こ れ は た ぶん 、 ア フリ カ 被 災 が ヨー ロッ 
_ パパ と アメ リカ 社会 に も た ら す 影響 に 比べ て 、 日 本 に 対す 
_ る で 影 審 の 程度 が 極め て 小さ か っ た と いう こと に 起因 し て 
_ いる の か も し れ ま せん 。 す な わ ち 、 大 多数 の 日 本 人 は エ 
_ チオ ピア な どの 国 の 政治 、 経 済 、 文 化 的 状況 に うと く 、 
| EOL. XTEVRMOO EURBEU の た め ラ イブ 
、 ・ エ イド の 甲斐 も むなしく 、 救 援 物資 と 医薬 品 の 多く が 
暴君 勢力 に 荷担 し て いる 地域 の み で 配ら れ て いる と いう 
こと に 気づい て いな いか ら で す 。 ひ と こと で 言え ば 、 メ 
、 ン ギ ツ 政 権 は 国民 を 支配 する 道具 と し て 食料 を 利用 し て 
_ いる の で す 。 し か し 、 そ れ で も 、 こ れ ら 食料 品 を 送り 届 
_ ける こと は 、 そ れ が 確か に 幾 名 か の 人 命 を 助け る こと に 
_ つなが る の で あれ ば 正当 化 さ れる と いう 意見 も あり ます 。 
日 本 人 は 、 た ぶん 西欧 人 より も 動機 づけ と いう こと に い 
。 く ぷ ん こだわ っ て 、 そ れ ゆ え に チ ャ リティ ー 的 な も の に 
_ 渋る の で し ょ う 。 テレ ビ を 媒介 と する チャ リティ ー 電 話 
_ に お いて も その 歴史 は 短く 、 そ の た め テ レビ に よる ライ 
_ ブ ・ エ イド の 呼び か け に も 満足 に 応じ られ な か っ た の で 
し よう 。 加え て 、 日 本 人 の 間 に は 毎年 六 善 ・ 宗 教 施設 に 
寄付 を する と いう 習慣 か あり ませ ん 。 新年 に 神社 で お さ 
_ い 銭 を 投げ る と いう こと は 、 教会 で 多額 の 寄付 を 行なう 
こと と は 同等 で は な い の で す 。 ま た 、 朝 の ラッ シュ 時 に 
駅 前 で 立っ て いる ボー イス カウ ト の 少年 た ち に 、 カ ン ボ 
アア 難民 を 救う た めい くば く か の コイ ン を 寄付 する こと 
、 定 期 的 に 慈善 団体 に 寄付 を 行なう こと と は 違っ て い 
ます 。 日 本 の 企業 も 、 チ ャ リティ ー の た め に 寄付 を 行 な 
_ っ た り 、 公 的 な 文化 事業 を 無料 で 支援 し た り と いう 習慣 






















は 持ち あわ せ て いま せん 。 メ トロ ポリ タン 歌劇 場 で の 無 
料 公演 や サイ モン ガ ー フ ァ ン クル の コン サー ト に 匹 英 
する も の は な く 、 そ の 代わ り に 日 本 の 企業 は 、 聴 家 に " 企 


業 助成 " の コン サー ト に 法 外 な 値 の チケ ッ ト を 買わ せ て 、 


企業 の 高 品質 の " イメ ー ジ を 持ち あわ せ て いる アー テ 
ィ ス ト を 呼び ます 。 米国 と は 違い 、 日 本 に は 視聴 者 の 援 
助 を 受け て は いる が 、 そ の 支援 は 義務 で は な い ラ ジオ や 
テレ ビ 局 な ど は あり ませ ん 。 

世界 で は 、 音 楽 家 や 歌手 が 、 政 治 候補 者 の た め や そ の 他 
さま ざま の 理由 で 並み は ずれ た 額 の 資金 を 集め る 力 を 持 
っ て いる こと が 繰り 返し 証明 され て きま し た 。 し か し な 
が ら 、 球 場 や ネール で 聴い て いる 、 あ る い は テレ ビ で 見 
て いる 聴 家 が 、 な ん と すばらし い シ ョ ー を 見 た か て 感激 
し 、 そ の うち 幾 名 か で も 何ら か の 意義 ある 目的 の た め に 
お 金 と 時 間 を 喜ん で 寄付 し よう と する か と いう と 、 こ れ 


は 疑問 で す 。 ラ イブ ・ エ イド の 呼び か け に 対す る 日 本 人 | 


の 冷め た 反応 を みて 、 私 は 、 ジ ャ パン ・ エ イド ・ コ ン サ 
ー ト か ら あ が る 基金 に つい て は あま り 期 待 を し な いで お 


く 方 が 無難 だ と 思い ます 。 し か し な が ら 、 ラ イブ ・ エ イ 


ド は 明らか に 、 負 人 角 に 苦し む ア フリ カ の 窮状 に つい て 人 
人 の 意識 を 高め る と いう こと に つい て は プラ ス と な り ま 
し た 。 その た の 6、 こ の ソ ャ バン ・ エ イド コン リー ト に 
つい て も 、 私 た ちの する べき こと は 、 平和 活動 に 対す る 
音楽 の 役割 の 重要 さ を 人 ん 々 に 理解 し て も らい 、 人 ん 々 の 関 
心 を (特に 日 本 に お いて ) より 平和 な 世界 を 将来 創り あ 
げ る た め に 必要 と され る 幅広 い 活動 に 注力 させ る こと だ 
と 考え て いま す 。 
今日 お よび 将来 に わた り 、 多 く の 日 本 人 音楽 家 た ち が 立 
ちあ が り 、 平 和 な 世界 を 築く た め に 努力 し て いる 人 々 に 
対し て 尽力 を 惜しま な いこ と を 期待 し ます 。 そ し て 、 平 
和 大 学 の 活動 、 お よび 同じ 目標 に 向かっ て いる 無類 の グ 
ルー プ の より 密接 な 結び つき に より 、 こ の 世界 か ら 人 類 
の 不幸 が 消え 去る こと を 。 

人 ハワード. コー ルド バー グ 
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Charitylé. 4. MUSBBSCCRENS. BAT 
は 、 あ ら ゆ る 種類 の チャ リティ ー が 、 さ ま ざ ま な 機会 に 
行なわ れ 続け て いる 。 し か し 、 な せ ぜ か 私 た ち 日 本 人 に は 、 
いま ひと つ ピ ン と こない 部 分 が ある 。 歴史 的 な 影響 、 日 
本 が 島国 で ある 、 他 さま ざま な 理由 が 考え られ る が 、 最 
も 大 き な 原 因 は 、Dharity と は 、 聖 書 に 説 か れ た 愛 "Oh - 
ristian Love” で ある こと か ら も 明らか な よう に 、 キ 
リス ト 教 の 布教 が 行き 渡ら な か っ た せい で は な いか 。 慈 
善 と いう 訳語 も 固着 し く て よく な い 。 

も っ と カン タン に 考え て みよ う 。 考 人 に 席 を ゆす る 。 F 
供 た ち を 交通 事故 か ら 守 る 。 身障 者 に 手 を 差し 伸 べ る 。 
これ ら ご く 当 た り 前 の 行為 、 日 常 の 生活 に ある 思い や り 、 


小さ な 親切 、 こ れこ そ が チャ リティ ー で は な い だ ろ うか 。 


冨 め る も の が 貧し い 者 に 与え る と いう 公式 に と ら わ れる 
べき で は な い 。 

ロッ ク と チャ リティ ー の 間 に あ る ちょ っ と し た 違和感 も 
素直 に と ら え れ ば 、 た ち ま ち に し て 氷解 する の で は な い 
か 。 こ うし た 催し に 参加 し た 皆さん それ ぞ れ が 、 た と え 数 
時 間 で あっ て も 、 こ の 問題 を も っ こと 素 直 に 考え る こと が で 
きれ ば 、 そ こ に 新しい 価値 観 か 芽生 える こと だ ろう 。 


ロッ クン ・ ロ ー ル の 草創 期 (1950 年 代 半 ば ) に お いて は 、 
RSH と チャ リティ ー ほ ど そ ぐ わ な いも の は な か っ た 。 
HSH は 、 社 会 へ の 反抗 、 大 人 へ の 抵抗 か ら 生 まれ た 音楽 
で あっ た か ら だ 。 

チャ リティ ー な ん て 、 ピ ング ・ ク ロス ピー か ポ ブ プ ブ ・ ホ ー 
プ に まかせ と け ば いい 一 一 俺 た ちはや り た いこ と を や る 
ん だ 、 そ の 姿勢 が 若者 の 共感 を 呼ん だ 。1960 年 代 に 入っ 
て も それ は 変わ ら ず 、 俺 は アン ディ ・ ウ イリ アム ス じ ゃ 
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し か し 、1980 年 代 に 入り 、 ロ ッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン の 意 
識 も 大 きく 変わ っ て いっ た 。 バ ンド ・ エ イド に 始ま り 、 
USA フ ォ ー・ ア フリ カ 、 サ ン ・ シ ティ な ご の 活動 は 、 
めざまし いも の が ある 。』 こ の チャ リティ イー・ バー ワ メン 
ト は 、 ロ ッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン の 提唱 で あり 、 表 現 で あ 
っ た か ら こ そ 世 界 中 の 若者 の 共感 を 呼ん だ の で ある 。 意 
識 の 変 時 に まで 迫る の は 、 若 者 と 一 体感 を も つ 彼 ら に こ 
そ 果 た せ た こ と な の だ 。 

治 家 や 俳優 な どの 呼び か け で は 、 と て も こう し た 大 き 
な 波 を 生み 出す こと は で き な か っ た 。 HOCK こ そ が 、 ス ト 
レー ト に 訴え る 最大 の 武器 に な っ た の で ある 。 
反逆 の 音楽 で あっ た HH が 、 世 界 を 救 お うと 立ち 上 が 
る HOCK に 変貌 する その 過程 に は 、 さ ま ざ ま か 出来事 が 
あっ た 。 こ こ で は 、 ロ ッ ク と チャ リティ ー の 歴史 に つい 
CROEUGCHO.> 


1960 年 代 の ロッ ク は 、 ビ ー ト ルズ を 抜き に し て は 語れ な 
い が 、 チ ャ リティ ー・ コ ン サ ー ト の 口 火 を 切っ た の も 、 
や は り ビ ー ト ルズ だ っ た 。 ビ ー ト ルズ は 、1970 年 に 解散 
し た が 、 そ れ 以 降 メ ン バ ー は 、 独 自 に チャ リティ ー・ コ 
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_HOCk に よる チャ リティ ー の 歴史 ・ 概 説 


ン サ ー ト を 行なう こと に な る 。 

ロッ ク の チャ リティ ー・ コ ン サ ー ト の 歴史 に 第 1 ペー ジ 
を 記し た の が 、1971 年 日 月 に 催さ れ た "バン グラ デシ ュ 
救済 コン サー ト " CHS. MRICHLENYISTVA 
の 人 ん 々 を 救 お うと 立ち 上 が っ た の が 、 元 ビー トル ズ の ジ 
ョ ー ジ ・ 八 リス ン 。 こ の コン サー ト は 、 正 に 画 期 的 な も 
の だ っ た 。 当時 、 ロ ッ ク ・ フ ェ ス ティ バル は 、 ウ ッ ド ス 
トッ ク に 始ま り 大 き な 盛 り 上 が り を 見 せ て は いた が 、 ス 
ー パ ー ス ター の 参加 は な か っ た 。 チャ リティ ー に よっ て 
初め て スー パー スタ ー の ジョ イン ト が 見 られ た の が 、 こ 
の コン サー ト で あっ た 。 

ジョ ー ジ ・ 人 ハリ ソン の 提唱 に 賛同 し た の は 、 ア メリ カ 最 
大 の スー パー スタ ー、 ボ ブ ・ デ ィ ラ ン で ある 。 彼 は 1960 
年 代 初期 か ら プ ロ テ ス ト ・ ソ ング を 歌い 社会 性 を も つ シ 
ン ガ ー で あっ た が 、 当 時 は 人 の 前 に 姿 を 見 せる こと も 稀 
だ っ た 。 元 ビ ー ト ルズ の リン ゴ ・ ス ター、 そ し て ジョ ー 
ジ の 親友 エリ ッ ク ・ ク ラプ トン (ジョ ー ジ の 前 妻 と 結婚 
する ほど ご ど 仲 が 良い )、 当 時 大 き な 人 気 を 誇っ て いた レオ ン 
・ ラ ッ セ ル も 参加 。 ジョ ー ジ は 、 こ の 催し の た め に 「 バ 
ング ラ デ シ ュ 」 と いう 曲 を 作る ほ ご どの 入れ こみ よう だ っ 
た 。 こ の コン サー ト は 映画 と し て も 上 映 さ れ 、 大 き な 収 
益 と 、 大 き な 実 り を も た らし た 。 バ ング ラ デ シ ュ な し に 
は 、 現在 の チャ リティ ー・ コ ン サ ー ト も な か っ た か も し 
れ な い 。 

続い て 、 197? 年 日 月 に は 、 ジ ョ ン ・ レ ノン が 、 ア メリ 
力 の マウ ソン ルド クエ アド に カニ テン で の 2 ドゥ に 0 ウ 
ン ・ ベ ネフ ィ ッ ト ・ コ ン サ ー ト "を 行なっ た 。 こ れ は 心 
理 的 な ハン ディ キャ ッ プ を 背負 っ た 子供 た ちの た め の チ 
ャ リティ ー・ コ ン サ ー ト で 、 彼 は 1980 年 に 射殺 され る ま 
で 、 さ ま ざ ま な 形 で チャ リティ ー に か か わり あっ て いる 。 
ジョ ン ・ レ ノン の チャ リティ ーー 精神 は 、 ミ ュー ジ シ ャ ン 
の みな ら す ず 、 大 きた な 影響 を 与え 続け た こと は 特筆 され ね 
ば な ら な い 。 

ポー ル ・ マ ッ カ ー ト ニー の プロ ジェ クト は 、 さ ら に 大 か が 
か りな も の だ っ た 。 国連 の ワル ト ハ イム 事務 局長 と 手 を 
と りあ い 、 1979 年 1 月 、 ロ ンド ン の 八 マ ー ス ミス ・ オ デ 
オン に お いて 2 日 間 に わ た り “カン ボ ジ ア 難民 救済 コン 
サー ト " を 行なっ た 。 

出演 し た 顔ぶれ が 凄い 。 ポ ー ル ・ マ ッ カ ー ト ニー 避 ウ イ 
ング ス な メイ ン に RE に ウー 二ノ イニ ョ ンジ 還 由 八 二 2 
SPAS, DIVE VSR &, Sieh sh. aaa) 25 a 
ステ ロ 、 ス ペ シ ャ ル ズ 、 そ し て 全員 に よる ロッ ケス トラ 
と いう バン ド を 一 時 的 に 結成 、 大 き な 収 穫 を あげ た 。 こ ご 
れ ら の コン サー ト は 、 そ れ ぞ れ レ コー ド こ と し て も 発売 さ 
れ 、 そ れ が 恒例 と な っ て ゆく 。 

一 方 、 ア メリ カ 人 に よる 1] 970 年 代 最 大 の チャ リティ ー・ 
コン サー ト が 、" 原 子 力 発 電 反 対 コ ン サ ー ト ノノ ー・ ニ ュ 
=—JABCOOs 9/9 Oke at IJ OV, 
・ ス クエ アレ ・ ガ ー ニ デン で 付 な ね われ 年 ド ウニ ビー ウラ ぴ び 
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et ee NT lA aAT 4 ルズ 品 友 
ッシュ な ご が 出演 。 SAMTIAAOBBZHSL, 75 
万 ドル の 収益 を 上 げた 。 

これ に 先立ち 、1978 年 引 に は 、 マ サチ ュー セッ ツ の テ 
ル マ ー ク で 原子 力 反対 、 及 び 自 然 の た め の ベ ネフ ィ ッ 
ト ・ コ ン サ ー ト "が 行なわ れ て いる 。 出演 者 は 、 カ ー リ 
eS vue, Se Onno. BAL Iee ek, 

当時 、 大 き な 人 気 を 集め て いた レゲエ ・ ミ ュー ジ シ ャ 
ン た ち は 、 特 に 強い 政治 意識 を 持っ て いた 。 政情 不安 の 
ジャ マイ カ を 本 拠 地 と し た た めで 、 政 治 的 理由 で 最大 の 
スタ ー で あっ た ボブ ・ マ ー リ ー は 狙撃 され た こと も ある 
ぽ ほ だ 5 

こう し た ジャ マイ カ の ミュ ー ジ シャ ン た ちか が 平和 運動 
の た め に 集結 し た の が 、1978 年 月 の "ワン ・ ラ ブ ・ ピ 
ei COON Ave OO 
Ae oe Oe at AD OS TI 
ルチャ ー、 イ ン ナ ー・ サ ー ク ル な ご ど レ ゲ エ の スー パー ス 
鐘 記 だ ち が 才 キシ クス ドン の カン ショ ナル ナル ドス ベタ ジア だが 局 
万 人 の 欠 衆 を 集め た 。 狙 撃 以 来 ジ ピ ャ マ イカ を 離れ て い 
た ボブ ・ マ ー リ ー が 、] 年 半 ぷ ぶり に 故郷 に 帰っ た こと も コ 
ン サ ニー ド を 盛り 上 げた 。 

民族 運動 で は 、1978 年 月 に 、 ブ ロッ クウ ェ ル ・ パ ー 
ク で " 反 民 族 運動 デモ ンス トレ ーション "が 行なわ れ 、 
エル ヴィ ス ・ コ ステ ロ な ご が 出演 。10 万 人 を 集め た 。 
ちょ っ と 風変わり な チャ リティ ー に 、 キ ー ス ・ リ チャ 
言 ド の 前 直人 人 のだめ の チャ り リティー ニコ ョ コンサー ド が あ 
る 。1979 年 月 に カナ ダ の オタ ワ で 行なわ れ た この コン 
サー ト は 、 い か に も キー ス ら し い 。 当時 、 彼 は ドラ ッ グ 
中 毒 の まっ た だ 中 で 、 と て も 他人 の た め に 立ち 上 が る よ 
うな 状況 で は な か っ た 。 で は 、 な ぜ こ の コン サー ト を 行 
な っ た か と いう こと 、 麻 薬 不法 所 持 で 裁判 所 か ら 義 務 づ け 
られ た も の で あっ た 。 ア ナタ に は 、 ロ ッ ク こ と いう 社会 的 
な 仕事 が ある 。 そ の 音楽 で 人 々 を 楽し ませ 、 収 益 を 寄付 
し 99 トーー バ DUY っ XeRKGS の 選ん ree に っ 
リン グ ・ ス トー ンズ の 仲間 た ち も 出 演 し た 。 


SA lsetOEAl. Oy? チャ テイ ー に 李 
ち 上 が る 風潮 は 、 ほ と ん ご な か っ た 。1972@ 年 に 、 ジ ョ ー 
ジ cN0U ツ クジ の 自作 クノ ク ララ ヌシ ジョ 教 済 ヨ コン サー ニ ド 和 の 目 
中 版 が 信 な お れ た が ウタ 2 ツウ ャ クジ リンテック スス 

リッ ター な どの カン トリ ー 尽 ウエ スタ ン (C&W) の 大 物 
が 来 日 出演 し た 。 

1970 年 代 で 最も 大 き な 話 題 と 議論 を 呼ん だ の が 、197/ 年 
2 月 、 東 京 ・ 晴 海 質 易 セン ター で 行なわ れ た “ロー リン 
の 回避 ウツ ロレ ビュ ョ ーー ジャ バシ ンコ コン サー ニード だ 
eb Vee 0 の ラル fu) sD ikon ghrp eal at 
ッ ド ・ リ ンド レー、 オ デ ッ タ 、 ジ ョ ン ・ セ バス チャ ン 、 

カジ UK 2 ョ 二 マク ドナ ルド 23 そ れ ほ ざ ど 大勢 の 
有名 アー ティ スト が 一 挙 に 来 日 し た の は 初め て で あっ た 。 
日 本 側 か ら も 岡林 信康 、 泉 谷 し げ る 、 細 野 晴臣 、 久 保田 


真琴 と 夕焼け 楽団 な ど が 参加 。 

これ だ け 大 が か りな イヴ ェ ン ト で あっ た に も か か わら すず 
盛り 上 が り に 欠け た の は 、 こ の コン サー ト の 主旨 が “i 
を 救 お う " と いう も の で あっ た か ら た だ 。 日 本 人 に と っ て 
(それ は 現在 も 同じ だ が ) ABs, FFRICMM CA 
で ある 。 海外 の 人 た ちの いい 分 と 日 本 人 の 意見 と で は 、 
大 幅 な 相違 が 認め られ る 。 日 本 人 に と っ て 鯨 は 実に 身近 
な も の で あり 、 獲 っ た 鯨 は 捨て る 部 分 が ない ほ ど 大 切 に 
利用 する 。 に も か か わら ず ア メリ カ な どの 諸 外 国 は 、 油 
を と る た め に だ け 大 量 に 捕獲 し 、 あ と は 捨て て し まう 。 
いや 、 そ ん な こと は な い 、 鯨 は 知能 の 高い 動物 で ある 
カン カン ガク ガク の 意見 が 続出 し た 。 そ の 後 も 、 イ ルカ 
間 題 と か ら め 、 意 見 の 対立 は 続い て いる 。 





その 他 の 有名 な チャ リティ ー・ コ ン サ ー ト を いく つか が 紹 
HUARD. 

" ザ ・ シ ー ク レッ ト ・ ポ リス マン ズ ・ コ ン サ ー ト " は 、 
アム ネス ティ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル (国際 政治 犯 救済 の 
会 ) を 援助 する た め の も の で 、 主 に イギリス で 活動 する 
ミュ ー ジ シャ ン 、 俳 優 、 コ メデ ィ ア ン が 出演 し て いる 。 
アム ネス ティ は 、 市 民 の ボラ ンティア に よる 国際 的 な 人 
権 擁護 運動 で 、1977 年 に は ノー ベル 平和 賞 も 受け て いる 。 
1975 年 に 、 モ ン テ ィ ・ パ イソ ン で 有名 な ジョ ン ・ ク リー 
ズ に よっ て 初め て チャ リティ ー・ シ ョ ー が 行なわ れ た が 、 
1979 年 、 が ・ フ ー の ピー ト ・ タ ウン ゼン ト が 出演 し た 時 
か ら "ザッ シー クレ ッ ト ・ ポ リス マン ズ ・ コ ヨン サ ー ト “ 
と 名 乗る よう に な り 、 ど 年 に ] 回 す つ 開催 され て いる 。 
1981] 年 の コン サー ト は 、 ア ル バ ム も リリ ー ス され て いる 
の 0 二 以 チク 二 ジ モジ ペ ツク 語り リウ クロ クラブ トド ト 
VY SAWS NDEI, ISON, SEGUE SO AE イ 
ド で 名 を 上 げた ボブ ・ ゲ ルド フ も 参加 し て いる 。 
今年 は 、 ア ムネ ステ ィ の 創立 P5 周 年 と いう こと も あり 、 
日 月 15 目 米 王 コジ ャ ニー ジー 州 ツ ャ イア シン ツ ド スタ ジア 
ム 他 、 都 市 で 行なわ れ た 。 出演 者 は 、 コ ン サ ー ト の 名 
前 に ピッ タ シ (だ か ら と いう わけ で も な い が ) ポリ ス が 、 
久 び さ に 登場 し て 大 き な 話 題 と な っ た 。 他 に も ピー ター 
iy Ue Oi nee oS Ae 
ャ クソ ン ・ ブ ラウ ン 、 ジ ョ ー ン ・ バ エズ 、。 マイ ルス ・ 
イビス な ど が 出演 、 総 計 1 万 選 千 人 の ファ ン を 集め 、 
終 的 な 収益 は 、300 万 ドル 近い と いわ れる 。 

多発 性 脳 脊 髄 硬 化 症 と いう 病気 の 研究 機関 (ARM5) 
の た め の チ ャ リティ ー・ コ ン サ ー ト も 有名 で ある 。 “PF 
ー ム ズ ・ コ ン サ ー ト "は 、1983 年 月 、 ロ ンド ン の ロイ 
pie DIN Siti ane) EN] ee) = 
・ ペ イジ 、 エ リッ ク ・ ク ラプ トン の 大 ギタ リス ト か が 顔 
を 合わ せ て いる 。 

また 却 ス モー ル ・ フ ェ イ セス の 口 三 ーッ レー ン が この 病 
気 に か か つた こと も ロッ ク ・ チ ャ リティ ー に 結び つい 
た 大 き な 要 因 と な っ て いる 。 ロ ニー・ レ ー ン の ラ 基金 の た 
め に 結成 され た の が 、 ウ イリ ー& ザ ・ プ ア ・ ボ ー イ ズ と 
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いう グル ー プ 。 ロー リン グ ・ ス トー ンズ の ビル ・ ワ イマ 
ン 、 チャ ー ニ リー・ ワ ウツ を 中 必 避 ベテラン に ミニ ョ ニシ ジ シシ 
ャ ン の グル ー プ で 、 チ ャ リティ ー・ ア ル バ ム も 発売 され 
Cig 

プリ ンス ・ オ ブ ・ ウ ェ ー ル ズ こ と 英国 の チャ ー ル ズ 皇 太 
子 が 、 福 祉 や 失業 者 対策 の た め の 基 金 を 集め る た め に 作 
っ た の が “プリ ンス ・ ト ラス ト ( 皇 太子 信託 )" で ある 。 

チャ ー ル ズ 皇 太子 は 、 ロ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク に 理解 の あ 
る ここ と で も 知ら れ 、 昨 年 の ライ ブ ・ エ イド に も 列席 し て 
Woe 

"プリ ンス ・ ギ ャ ラ "” と 呼ば れる コン サー ト に 参加 し た 
の は ヲイ ルト ヨリ ンス 和 旧作 生 2 ク ラン ド 二 の イド 
:J ブ フッ ショ ョ イル アシ ン ・ ア ンタ ニン な ご だ か 音 飼 年 の 委 
シ サ デー ド は プリ ンス ドラ ス ド の 10 周 年 人 の うこ で 6 

信じ られ な い ほ ご 豪華 な 顔合わせ と な っ た 。 

今年 は 特に "ダイ アナ ・ エ イド "と 呼ば れ た の だ が 、 英 
国 の ロン ドレ ジョウ エン シク リー ァ リ ま の チャ リティ イー 
・ シ ョ ー に 出演 し た の は 、 ポ ー ル ・ マ ッ カ ー ト ニー、 ミ 
ッ ク ・ ツ ジャ カー デビ ウド 2 ボウ イ 電 の 50 ル C ョ リ シ ジグ 
Ble (Fi) 2 TEM. 2 ヨ に ニン 6 
マイ ケル 者 回 ウド スチ コア ョ ド 滞 ステ ィング 中 に 
タメ 候 の 出 そ う な 顔ぶれ で ある 。 チャ リティ ー で な けれ 
ば 、 と う て い 実現 し な か っ た だ ろう 一 夜 で あっ た 。 収益 
は 5 万 ポン ド と いわ れ て いる 。 

プリ ンス ・ ト ラス ト は 、 チ ャ リティ ー・ ア ル バ ム も 発売 
rele, Sh yO 24 ba Balbo aU en. 

ジン og ジジ Leo NS ae ee 
Av ポー ル ・ ヤ ング 、 ジ ミー・ ペ イジ 、 ス ティ ー ブ ヲ ・ ウ 
ィ ン ウ ッ ド 、 ロバ ー ト ・ プ ラン トブ ロ ヨ ル "* 八 ルム 、 

シャ ー デ ィ な どの 曲 が 収 録 さ れ て いる 。 絶対 に お 買得 の 
アル バム (『 ト ラス ト ・ コ レク ショ ン 」)。 

"グリ ー ン ピー ス "” も 。 さ まぐ ざ まな 活動 で 有名 で ある 。 

日 本 人 の 感覚 だ こと 、 す ぐに 「 あ の 、 ク ジラ の 」 グ リー ン 
ピー ス と いう こと に な る が 、 活動 は それ に と ど ま ら な い 。 
1979 年 に 、 ア メリ カ の 核 実験 に 反対 し た グル ー プ ブ が 中 心 
と な っ て 作ら れ た 国際 団体 で あり 、 環 境 保全 、 自 然 運 動 、 
動物 実験 や 原子 力 反対 、 そ し て 捕鯨 反対 の グル ー プ で あ 
る 。『 わ れ ら グリ ー ン ピー ス , と いう チャ リティ ー・ ア ル 
人 ルム し は 二 シ ョ ニン ハリ スン Wa こり ミッ クス ee 
リ テ ン ダ ー ズ 、 テ ィ ア ー ズ ・ フ ォ ー・ フ ィ ア ー ズ 、 ピ ー 
ター ガラ リモ エル 二 クイ ー ン 人 バル ワー ドウ ョ ニン 

トー マス ・ ド ルビ ピー な ご が 曲 を 提供 し て いる 。 


子供 た ちの た め の チ ャ リティ ー 組 織 こ とし て 最も 伝統 が あ 
る の が ユニ セ フ (UNICEF, 国連 国際 児童 緊急 基金 ) 
で ある 。 1979 年 は 、 国 際 児 童 権利 宣言 が 宣言 され て か ら 
周年 、 国 際 児 童年 で あっ た が 、 こ の 時 の チャ リティ ー 
< ノリ ーー ド 和 所 — s)he eel = eet, 
サー ト "も 思い 出 深 い 。 出演 し た アー ティ スト は 、 ビ ー 
1-7 /\e ay Rena pene ye 


HOCkK に よる チャ リティ ー の 歴史 ・ 概 説 





コー ドン ジョ ンド ナ ・ サ マニ 、 ア ー ス ウイ ンド 
ファ イヤ ー、 ジ ョ ン ・ デ ン バ ー な ご で この ヨン サー ド 
は 日 本 で も 衛星 中 継 さ れ 、 ア ル バ ム と し て も 発売 され た 。 
コン ピ レ ー シ ョ ン の チャ リティ ー・ レ コー ド も 数 多い が 、 
核 軍備 縮 少 キャ ン ペ ー ン ・ レ コー ド ERO / 俺 達 は 
生き 残る 」 は 、 ニ ュー・ ウ ェ イ ヴ の アー ティ スト が 中 心 
Ca Dito vA JAAR Aas 
KAM PS a eel ee Nae 

ス ド ラ ンク ラー スズ な ど でる ここ に も ビラ クタ 52 の 2 
ル が 協力 し て いる 。 

その 他 、 簡 単に チャ リティ ー・ コ ン サ ー ト を 列挙 し て み 
る と 
"グラ ス ド ン バリ ーOCND フ ェ ス ティ バル 5 ON 回 さば 
核 廃 絶 運動 の 団体 で 、 毎 年 行なわ れる ヨー ロッ パ 最 大 の 
ピー ス フ ェ ス ティ バル 。 人 種差 別に 反対 する "ロッ ク ・ 
アゲ ンス ト ・ レ イシ ズム "、" 若 者 を 奴隷 扱い する 職業 訓 
練 反 対 ア ビー ル の ツア ー"、" 炭 鉱 労働 者 の スト を 支援 す 
る チャ リティ ー"、 反 ファ シズ ム 同 盟 に よる ! ア ンチ ・ ナ 
チ ・ リ ー グ "、 エ チオ ピア 救済 の た め の ア ル バ ム 『 ス タ ヴ 
ェ ー シ ョ ン ま アフ リカ の た だ た め の レ ウツ k メイ ク に アア 
リカ ・ グ リー ン ・ ア ゲイ ン " …… o と 実に 枚挙 に いと ま 
が な い 。 日 本 で は 想像 で を な い ほ ご どの 種類 の チャ リティ 
ー が 、 数 え 切 れ な い ほ ご 催さ れ て いる と いう こと だ 。 な 
ん ら か の チャ リティー 関わ りな かづ た 思 ツ ク < 記 昌 王 
JU Tk CeCUGUAUNEWaGtalieooue 
れ は ミュ ー ジ シャ ン の 意識 だ け で な く 、 そ れ に 参加 する 
聴 家 、 つ まり 私 で あり あな た で ある 人 間 の 意識 と 相関 関 
係 を も っ て いる 。 

チャ リティ ー と は 、 空 気 を 呼吸 する の と 同じ よう に 海外 
で は 、 当 然 の こと と し て 受け と め ら れ て いる こと の 証明 
で ある 。 





何事 も 発端 は 、 ち ょ っ と し た キッ カケ で ある 。 ひと り の 
人 間 が ふと 感じ た こと が 、 世 界 を 変え る 場合 だ っ て ある 。 
ひと つの 出来 事 に 、 感 じ る か 感じ な いか 、 ち ょ っ と し た 
こと が 大 き な 成 果 を 産み 出す 。 

世界 中 の 話題 と 期待 を さら っ た エイ ド ・ ブ ー ム も 、 発 端 
は ささ いな 出来 事 だ っ た 。 ひと り の 男 が TV を 見 て いた 。 
画面 は エチ オ ピ ア の 大 仙 伴 の ニュ ー ス を 伝え て いた 。 
「…… 俺 に で きる こと は な い だ ろ うか ?」 

ひと つの 素朴 な 疑問 が 、 世 界 を 変え た た 。 男 の 名 は 、 ボ ブ 
・ ゲ ルド フ 。 ブーム タウ ン ・ ラ ッ ツ の ヴォ ー カ リズ ド で 
ある 。 彼 は 、 た だ ち に 行動 に 移っ た 。 ほ ん の ] カ月 の 間 
に 、 ひ と つの 曲 が レ コー ディ ング され 、 ] カ月 の 内 に 発 
売 さ れ た 。198 年 11 月 。 

「 ド ゥ ウー・ ゼ イ ・ ノ ウ ・ イ ッ ツ ・ ク リス マス 」 イ ギリ ス 
の スー バー スタ ー た ち に よっ て レ ヨ ー デ イング され た 
の 曲 は 、 た ち ま ち の 内 に 大 き な 共 感 を 呼び 、500 万 枚 以上 
を 売り 上 げ 800U 万 ポン ド ( 約 7 億 円 ) の 収益 か 、 ア フリ カ 
に 送ら れる こと に な っ た 。 


た 
き Ne me . 
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この ニュ ー ス は 、 世 界 に 大 き な 刺 激 を 与え た 。「 や れ ば 
で きる 」。 ち ょ っ と し た キッ カケ で 、 み ん な が 力 を 合わ せ 
れ ば 、 世 界 を 救う こと だ っ て で きる …… と 。 

この 運動 を さら に 拡大 し よう と 、 ゲ ルド フ は 、 世 紀 の チ 
ャ リティ ー・ コ ン サ ー ト “ライブ ・ エ イド " の 構想 を 得 
た 。 イ ギリ ス と アメ リカ で 同時 に コン サー ト を 行ない 、 

それ を 衛星 中 継 し (VT 日 放映 を 含め ) 世 界 ]40 カ 国 、ph 
億 人 の 人 ん 々 に 届け よう と いう の で ある 。 

この 実現 か " ザ ・ 地 球 コ ン サ ー ト "19B5 年 7 月 13 日 に 行 
な われ た ライ ブ ・ エ イド で ある 。 ア フリ カ の 錠 鐘 を 救う 
た め に 、 コ ン サ ー ト に 登場 し た 顔ぶれ は 、 正 に 驚く べき 
も の で あっ た 。 

AWE) 0 ラ (ンク 0 に IN MA 
2 タニ ナー 小三 ル 民 オー ツボ ポー ル マッ カー 
eames oY a ee Ve I Ae /N 
IRO Wis PAS, So Keio SED Rho wisi ais 
VeVi. hoe eet AY See 
I= AT 4 Va Lise 5 ee a 
マイ ケ クル プライ アン "フェ リー、』 フ レデ ィ イ ・ マ ー キ ュ 
りり 二 の 210 ア ニー バス ド レ イツ クイ ニン ブリ テン ダー ズ 、 
ッッ ラー Se. [eS tal Za Bere 0 シク 

2 っ bc 2 人 ee fe っ a INA wey Ane 
SA) ae ey AU ee 

M5< CHezABZSIVI—-Kist, TE CRonAe 
ろう 。 日 本 側 か ら も 、 ラ ウド ネス 、 オ フ コ ー ス 、 矢沢 永 
吉 、 佐 野 元春 が 通信 衛星 で 参加 、 フ ジ TV か ら 15 時 間 に 
わた り 、 リ アル ・ タ イム で 放映 され た こと は 、 記憶 に 新 
MM 


KS ド の 有 M ド の 0 ピ イ 0E あ 4 の 70251 ウッ ョ クリ リス 
マス 」 が リリ ー ス され 、 ア メリ カ で も 同じ 動き が 始ま っ 
ems の 2 人 E5 記 の は 二 ペ テ ラシャ ョ ン シ ン ガー の 八 り リ 
S01 RU D7 LTE DIES 

ゲル ド フ は TV に 触発 され た が 、 ベ ラフ ォ ン テ は アフ リ 
カ の 現状 を 伝え る 映画 に 心 を 動か され 、 眠 れ ぬ 夜 が 続い 
ee いつ 

「 イ ギリ ス の バン ド ・ エ イド は 、 人 間 と し て の 同志 愛 で 
アレ を 行なっ た 。 な ぜ ア メリ カ で で き な い こと が ある だ 
ZS) I 

ベラ フォ ン テ の 発案 か ら 実現 まで は 、 電 光石 火 の 早 業 だ 
of. 1985 ] 月 88 日 、 ア メリ カ 中 の スー パー スタ ー た 
ち が 集 まっ た 。 空 前 と いう べき 豪華 な 顔合わせ に 、 世 界 
中 が 興奮 し た 。 

PAs WAGhe -t4o7. JIA AI 
ング ステ ィ ー ン 、 マ イケ ル ・ ジ ャ クソ ン 、 ラ イオ ネル ・ 
リッ チー、 ビ リー・ ジ ョ エル 、 シ ン デ ィ ・ ロ ー バ ー、 ヒ 
名 ss イス 記 ツ イル リョ ロス 年 ホ ー ル サイ モン 、 
Ae a > ん 
ルド フ ……51] 人 の アー ティ スト が 一 堂 に 結集 し て レコ ー 
ディ ング を 行なっ た 。 こ の 様子 は 、 ビ デオ で 世界 中 の 人 


た ち が 見 、 身 体 中 を 熱く し て 声援 を 送っ た (私 た ち も 何 
か を や る べき だ ・…)。 

詞 ・ 曲 を 担当 し た の が 、 マ イケ ル ・ ジ ャ クソ ン と ライ オ 
IM の と 

U り SA フォー・ ア フリ カ に よる 「 ウ イ ・ ア ー・ ザ ・ ワ ー 
ルド 」 で ある 。 や が て アル バム も 発売 され 、 ア フリ カ 救 
済 基金 (USA for AFRICA) に 送ら れ た 。 

こう し た キッ カケ で 、 現 在 の 世界 の 問題 点 が 次 々 と 浮き 
彫り に され て いっ た 。 

南ア フリ カ の 人 種差 別 政 策 = ア パル ト ヘ イト に 反対 する 
Ole Se SieONmy a4 COS> 
ブル ー ス ・ ス プリ ング ステ ィ ー ン の EE・ ス トリ ー ト ・ バ 
FON \— jee At ao OP Aa Nlodk 
る 提案 で 作ら れ た この レコ ー ド に は 、 ブ ルー ス ・ ス プリ 
ング ステ ィ ー ン 、 ボ ブ ・ デ ィ ラ ン 、 ホ ー ル 避 オ ー ツ 、 八 
ー ビ ー・ 人 ハン コッ ク 、 キ ー ス ・ リ チャ ー ド 、 ピ ー タ ー・ 
ガブ リエ ル 、 ピ ー ト ・ タ ウン ゼン ト 、 ル ー・ リ ー ド 、 マ 
イル ス ・ デ イビス 、 リ ン ゴ ・ ス ター、 パ ッ ト ・ ベ ネタ ー、 
ジャ クソ ン ・ ブ ラウ ン な ど 50 名 以上 の アー ティ スト が 名 
を つら ね た 。 

(サン ・ シ ティ と は 、 南 アフ リカ の 高級 リゾ ー ト 地 で 、 
常に 世界 的 イベ ント が 行なわ れ て いる 。 こ の 曲 の 歌詞 は 
(アバ ルト ヘイ ト が 続く 限り ) "サン ・ シ ティ な ん か で 
演奏 する も の か "こと 歌わ れ て いる ) 


他 に も さま ざま な チャ リティ ー が 催さ れ 、 と て も 紹介 し 
きれ な い ほ ご ど で あ る 。 

アメ リカ の 農民 に 手 を 差し 伸 べ る "ファ ー ム ・ エ イド "、 
自由 の 女神 の 改修 資金 を 集め る た め の "ロッ ク ・ フ ォ ー 
・ リ バテ ィ ・ コ ン サ ー ト "、 ア メリ カ を 手 と 手 で つなご う 
と する "ハン ズ ・ ア クロ ス ・ ア メリ カ "、 ガ ン の 研究 資金 
を 集め る た め の ア ル バ ム 『 ラ イブ ・ フ ォ ー・ ラ イフ 」、 反 
ヘロイン 運動 の 資金 を 調達 する た め の "ライブ ・ イ ン ・ 
ワー ルド "、 英 バー ミン ガム の 小児 病院 の 運営 補助 を 目的 
cc "20 人 IN ee SI ST ee 
ィ ス ト に よる 食糧 銀行 へ の チャ リティ ー・ レ コー ド 『 ラ 
イブ ・ ゴ ッ ト ・ ザ ・ ラ ブ 』 (by JAM). 

10 月 日 に カリ フォ ルニア で 行なわ れ た 視聴 障害 を も つ 
子供 た ちの た め の ベ ネフ ィ ッ ト ・ コ ン サ ー ト は 、 ア ンプ 
を 一 切 使用 し な い ア コー ステ ィ ッ ク ・ コ ン サ ー ト で あっ 
た 。 登場 し た の は 、 ブ ルー ス ・ ス プリ ング ステ ィ ー ン 、 
トム ・ ペ ティ 、 ド ン ・ ヘ へ ヘンリー、 そ し て 、 ク ロス ビー・ 
ナッ シュ 避 ヤ ング の 再 結成 、 主 催 は 、 ニ ー ル ・ ヤ ング 。 


以上 は 、 数 ある チャ リティ ー・ コ ン サ ー ト の 一 部 で ある 。 
経済 大 国 日 本 そろそろ 本 物 の チャ リティ ー 精 神 が 芽 生 
えて よい ころ で ある 。 な に も 大 げ さ な こと で は な い 。 政 
治 と は 関わ り の な い チ ャ リティ ー、 老 人 を 助け 、 子 供 の 
手 を 引く 、 そ ん な ちょ っ と し た 行為 こそ が 、 真 実 の 行動 
へ と 向かわ せる こと だ ろう 。 Wel 








GE 





イギリス で 行なわ れ た の 効率 の よい チャ リティ ー・ シ 
ョ ー で は ] ポン ド の 献金 に 対し て 9.5 ペン ス 以 下 し か 事 
務 費 用 と し て 使わ れ て いな い 。 

1984 年 か ら 85 年 に か け て 、@ 億 千 万 ポン ド が この 中 の 
チャ リティ ー・ シ ョ ー に 献金 され 、 全 体 と し て の 収益 は 
B 億 ポン ド 近 くに な っ た 

その な か で 最も 評判 の 高かっ た も の は 、"Band Aid” 
“Oxfam""Save the Children”“National Tru- 
st” "the Royal National Lifeboat Institution!’ 
と 、 非 常に 効率 よく 活動 を し て いる "Cancer Rese- 
arch Campaign" C&S. 




































































チャ リティ ー・ コ ン サ ー ト 収益 リス ト 寄付 総 収入 事務 経費 | 基金 募集 事務 等 に | チャ リティ ー 額 | チャ ヤリ ティ ー に 
使用 し た 額 の 使用 し た 額 の 
パー セン ト パー セン ト 

1984 一 85 年 に 行なわ れ た チャ リティ ー £000 £000 £000 £000 % £000 % 
BAND AID 56,500 69,000 39 = 0.056 23,000 33.33 
OXFAM 49,533 57,430 1,060 3,936 8.70 42,177 73.44 
SAVE THE CHILDREN 35,469 42,673 719 2,448 7.42 22,974 53.84 
NATIONAL TRUST 27,701 70,219 4,783 2,932 10.99 48,649 69.28 
RNLI 23,548 25,823 1,105 1,175 8.83 17,283 66.93 
CANCER RESEARCH CAMPAIGN 20,051 22,321 318 1,436 7.86 21,359 95.69 
SALVATION ARMY 19,743 43,264 2,589 581 1.33 26,725 61.77 
DR BARNADO'S 19.473 42,153 992 4,328 12.44 26,143 61.15 
IMPERIAL CANCER RESEARCH FUND 18,169 32,433 341 1,371 5.28 21,837 67.33 
NSPCC 17,564 21,182 984 1,301 8.90 10,135 47.85 
CHRISTIAN AID 17,374 20,357 967 1,505 10.18 17,394 85.44 
SPASTICS SOCIETY 12,463 32,645 744 3,380 12.63 24,738 75.78 
RNIB 11,304 23,125 278 1,799 8.98 15,947 68.96 
TEAR FUND 11,019 11,790 977 = 8.29 8,175 69.34 
ACTION AID 10,500 11,317 1,012 1,248 19.99 7,665 67.73 
CATHOLIC FUND FOR OVERSEAS DEVELOPMENT 10,115 11,882 132 307 3.69 11,298 95.08 
BRITISH HEART FOUNDATION 9,595 12,316 391 1,253 12.73 6,997 96.81 
GUIDE DOGS FOR THE BLIND 9,533 14,943 439 1,579 13.50 5,796 38.79 
RSPCA 9,301 12,347 1,070 454 12.34 8,157 66.06 
MARIE CURIE(CANCER RESEARCH) 9,164 9,656 176 674 8.80 8,337 86.34 
WAR ON WANT 9,133 9,231 70 89 1.72 6,620 71.71 




















(オブ ザー バー 紙 よ り ・ 単 位 千 ポン ド ) 


PARTICIPATING ARTISTS 
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Peter Gabriel (Vo) 
David Rhodes [回 
Manu Katche (Dr) 
Tony Levin(B) 
David Sancious (Key) § 
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ー タ ー・ ガ ブリ エル は 、 さ ま ざ ま な 意 
- 味 で 今 の ポッ プ ・ ミ ュー ジッ ク 界 の 最も 
重要 な アー ティ スト と 言え ます 。 SH 

| 1986 年 に は 「 ス レッ ジ ハ ン マー」 が 世界 
| 的 ヒッ ト に な り 、 広 く 名 を 知ら れる よう 






な ファ ン を 生み 続け て 貞 5 420 
て 、1980 年 代 に 入っ 6 
第 三世 界 の 音楽 の 融 
通じ て 提示 し て いく 
音楽 や アー ト の 出 会 
WOMAD ワール 
eee bee ii 



















Wilco ピー タ 






ー・ バ ンク ス と 
と も に その ジェ ネ シ ス 者 信 始 し た ひと り 
NCH. SECA VAPARRLEE 






ょ ソロ ・ ア ー テ ィ ス 
iGU\eadie 


生ま れ は 1950 年 の ど 月 13 


ョ し て 活動 を 続 












詩 朝 の 流れ を 
ROP 、 Be ies 
上 Tos、 まっ た く の 偶 釣 か ら 彼 
IRSWREBELEM, LACKS 
py 99782080 es CBS 
































つた な い 英 語 に 熱心 に 耳 を 傾け て くれ た 
誠実 さ 、 そ し て 優し さと 同時 に 、 ど こ か 
悲し げ な も の を 感じ て し まっ た 彼 の 目 の 
奥 の 表 情 を 僕 は すっ と 忘れ られ ず に いま 
す 。 
英国 サリ ー 州 の 名 門 校 、 チ ャ ルター ハウ 
ス ・ パ ブリック: スズ クー ル で ピー ター 
ガブ リエ ル と トニ ー・ バ ンク スガ 出会っ 
た の は 1]964 年 の こと 。 ジ ェ ー ム ズ ・ ブ ラ 
ウシ や オニ ティ イン レデ テイ ンク か 7 さく 
意気 投合 し た ふた り は 、 い くつ か の バン 
ド を 経て 、1967 年 に ヴ ジェネシス を 結成 。 
Seek INS Tt wee) 
VIA NAD SU oA hae 
s ス 人 チョ ワ ド か ら な きだ この ソン エネ 5/ 
ス は 、 そ の 後 、 幾 多 の メン バー・ チ ェ ン 
ジ を 経験 し て 、 現 在 は トニ ー、 マ イク 、 
そし て フィ ル ・ コ リン ズ か ら な る 人 組 
と な っ て いる の は 、 多 く の 人 が ご 人 存 知 で 
じ よ う 。 ピー ター は 1966 年 の アビ ョ 三 
・ ア ル バ ム "創成 期 」 か ら 1974 年 の アル 
NISMO TOS 9 24 Coe, 
枚 の アル バム に 参加 。 ヴォー カル と ソン 
グ ・ ラ イ テ ィ ング を 手がけ 、 グ ルー プ の 
最も 重要 な メン バー で し た 。 
=ー タ ー 在 籍 時 の ジェ ネ シ ス は 、 ク ラ シ 








カル な メロ ディ ー と 幻想 的 な サウ ント 3 
持つ 独自 の ロッ ク を 展開 し 、 聖 書 や 謗 
ー・ グ ー ス な どの 調 話 に 影響 を 受け 引 ピ 
ー タ ー の 計 作 、 休 抜 な コス チュ ー 









To 
バン ド に 選ば れ た 直後 6 
脱退 。 ピ ー タ ー は ツア ー の 多い 調 ・ 


か な ソロ 活動 に 入り ます 。 
0EMelaEO 

、] 980 年 に 発表 され た 
ター は ジェネシス 0 上 Aca 


DIOAT 4 — Ja 


新 な ドラ ム ・ HOY KTOY RICE 
を 与え まし た が 、 そ れ 以 上 に 重要 だ っ た 
の が 、 ラ スト に 収め られ た 「 ビ コ 」 こ と い 
う ] 曲 で す 。 惨殺 され た 南ア フリ カ 共 和 
国 の 民族 運動 の 指導 者 、 ス ティ ー ブ ・ ビ 
コ の ここ と を 歌っ た この 曲 は 、 同 時 に ピー 
ター の アフ リカ 音楽 へ の アプ ロー チ の 最 
初 の 成果 で し た 。 そ し て 、1988 年 に は 前 
出 の WOMAD を 発案 。「 ビ コ 」 で の 試み 
を 大 きく 発展 させ た 枚 目 の ソロ ・ ア ル 
バム を 発表 し て 、 ト ー キ ング ・ ヘ ッ ズ と 


て いま すか 、 






" ル な 表現 を の めざし た と いう この アル / 





も に 、 ロ ッ ク と 第 三世 界 の 音楽 の 融合 | 
計っ た アー ティ スト の 先鋭 に 数 えら れ | 
よら に りり まゆ 8 
983 年 に は 、 ト ニー・ レ ヴィ ン 以 下 の 強 | 
な メン バー を 揃え 、 ジ 
越え る 素晴らし い パ フ 」 

よう に な っ た ピー タゴ 































アフ リカ の プリ ミ テ ィ ブ ・ | 
P-KICRBANE CWS X14 DEBS | 
LEE-9-ONDA-VYA, AVYEF 
ュー ター 操作 に よる ライ ティ ング を 駆 全 
し た 夢 紀 的 な ステ ー ジ 半 

的 な グル ー プ の 演奏 
過去 の コン サー ト 
の で し た 。 | 
その 後 、 映 画 






















な ソリ ジグ ラッ 


は 、 彼 の 音楽 に 今 ま で に な い 親しみ や す 


さ を 与 えま し た 。 
新しい バッ ク ・ グ ルー プ を 率い て 来 日 す 』 
る と いう ピー ター・ ガ ブリ エル が 、 ど ん ll 


な コン サー ト を 観 せ て くれ る の か 。 こ こ 
で あま り 言 葉 を 重ね る より は 、 た だ 全幅 
の 信頼 を 置い てこ 、 ス テー ジ を 見 守り た い 
と いう 気分 で 、 僕 は 彼 と の 再会 を 待っ て 
いま す 。 今回 の ハリ ケー ン ・ ア イリ ー ン 
・ コ ン サ ー ト の 発案 者 で も ある 彼 の こと 
ヒュ ー マ ニ ステ ィ ッ ク な 感動 を 与え て く 
れる の は 間違い な いで し ょ う 。 










根強い 人 気 と 、 高 い 評 『 価 を 受け る 
超 ロ ング セラ ー ツ ツレ ルレ バム. ん 


至高 の 音楽 性 、 稀 代 の カリ スマ 性 。 個 性 : クレ リウ ロッ 
「 ス レッ ジ ・ ハ ンマ ー」 に 続く < シン クル ・ カ ッ ト 「 君 の 瞳 に 」 収 録 ., グ 


Peter CE]e】a【 コ 


ケイ ト ・ ノー 。 シン プル ・ マ イン ズ ) 
スチ ュ ワ ー ト ・ コ ー プ ラン ド ( ポ リス ) 他 豪華 メン バー 参加 / 


ピー ター・ ガ ブリ エル 
発売 中 @28VB-1088 回 28VC-1088 各 Y2.800 
DD で も 発売 中 画 32VD-1021 \3.200 
レッ ド ・ レ イン スレ ッ ジ ハン マー ドン ト ・ ギ ウツ アッ プ ザー 
ッ ト ・ ヴ ォ イ ス ・ ア ゲイ ン BAO Kyo oth 他 全曲 
* カセ ッ ト 、 CD の み 「 ザ ・ ビ ピク チャ ー 収録 全 9 曲 ク 



























ヒッ ト ・ シ ング レ 


( 君 の 瞳 に ) *07W_i054 ¥700 の 


全 世 界 に 大 反 替 を 巻き 起こ し た 傑作 アル バム . グ 


リト ル ・ ス ティ ー ヴ ン の 呼び か け で 、「 サ ン ・ シ ティ な ん か で 、 プ レイ する も の か 用 と アパ ルト ヘイ ト 
に 反対 し て 、 ブ ルレ ルース ・ ス プリ ング ステ ィ ー ン プ ボ プ ・ テ ディ ラン ホー ルオ ー ツ マイ ルス ・ デ イビス 
全米 の 総勢 50 名 を 越え る ミュ ー ジ シャ ン が 集まっ た . 


& &> aay 
ォ サ ナン ・< ノーー イ SUN CITY 
アバ ルト ヘイ ト に 反対 する 
アー ティ スト た ち 


発売 中 @MHS-91149 ZR28-1345 各 \2.800 

Wp POL Tr ー イ ノー・ モ ア ・ ア パル ト ヘ イト レヴ ォ リ ョ ュ 
ー シ ョ ナ リー・ シ チュ エー ショ ン サン ・ シ ティ (ヴァ ー 
B=) AI) AIS) ニ ンク sm722<D Aiea) 


ITTI [= STEVEN リト ル - ス ティ ー ヴ ン 
ニュ ー・ ア ル バ ム 来春 発売 予定 


、 ノ ナ ・ ヘ ンド リッ クス ニュ ー ア ル バ ム 来春 発売 予定 


TOSHIBA EME 。 | WI | ! 
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STEVE YAN LAN 4 


Little Steven(G& Vo) | 
Steven Jordan(Dr & Vo) 
Thomas Stevens(B & Vo) 
Thomas Mandel(Key & Vo) | 
Patrick Thrarl(G & Vo) | 
Zoe Yanakis(Oboe & Per) 





| sy っ ceoye し fes 
= 8 if 


eee カッ ン ザン ト が 参 


、 加 し て 以降 の ステ ー ジ か ら 収 録 され て い 
る し 、 ス ティ ー ブ が E・ ス トリ ー ト ・ バ バー 


ンド を 受 し た 後に は 、 体 格 と いい ギタ 
_ 一 ・ ス タイ ル と いい 、 ど こ か ステ ィ ー ブ 


19H1 年 月 14 日 、 ア メリ カ は : : 
F4OUN—-JOVK: AOYPATO 


コン サー ト を 終え 、 広 い コ ロシア ム に 背 


| COSRE Re 
日 独立" し た 。 | [ 
rs 4 ステ 
フッ 0 0 0 TI | 
いろ いろ と 呼び 名 は 変わ っ た が 、 こ の 小 。 
柄 な ギタ リス ト は 、1975 年 7 月 50 日 に ギ 


右腕 を つと め て きた 。 
"ボス "こと ブル ー ス ・ ラフ リ ンク ステ レー 
ソン と ステ (ノイ リル iR 
係 は 、 あ る 意味 で は ロー リ ・ 


BERLDE, SoERUMATO 


 «RWEBERAHOKIVA-ODIL 
YRDZAANETETH. “KZA"HAT 
イー ブ に 特別 な 想い を 持っ て いる こと を 、 
_ うかがい 知 る こと が で きる の だ 。 


特に 、 ス タ ジ オ で の レコ ー デ ィング より 


B17 ar ee eee 


ー ト する ステ ィ イー ブ の バリー が 、 ボ ポス" 


を ロッ クン ・ ロー ル へ と か り た て て いっ 


た こと は 、 間 違い な い だ ろう 。 
ニュ ー ジ ャ ー ジ ー の フリ ー ホ ー ル ド で 生 
まれ 、 アズ ベリ ー・ バ パー ク で 音楽 活動 を 


(AP eek AC. Ata 
、 の 出会い は 、 EEN と も 学校 に 通っ 
て いた ティ ー ン ・ エイ ジ の ころ だ という 。 


サン ダン ス ・ ブ ルー ス ・ バ ンド 、 PIE 
ザル イア ー ド ハル ソス ズ 、 ド クタ ー 
・ ズ ー ム 品 ザ ・ ソ ニッ ク ・ ブ ー ム と いっ 


し ・ - た ンド 名 で 、 る た り は 地元 の クラ ブ な 
ド の 関係 に も 羽 て いる よう に 感じ られ る 。 - 
| それ は 、 ク ラ レ ンス ・ お : . 
: _ へ 向かい 、'Greetings From As- 
_bury Park, New Jersey (72% 
リー・ パ ー ク か ら の 挨拶 )。 で 、 ソ ロ ・ シ 


ど に 出演 し て いた と いう 。 
し か し 、 ブ ルー ス は 1973 年 に ニュ ー ヨ ー 
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し 月 | イト コー 


、1974 年 に パン ド ・ サ ウン ド を 求め た ブル 
mA が 。、 ス テイ リト 日 スト リー ト ・ 


NYKAOSMAERT SE COWLES 
Al. SEVIS UNY fo! 
つこ と は な か っ た 。 
1975 年 、 あ の 歴史 的 な アル バム 『Born 
To Run (明日 な き 暴走 )」。 を レコ ー デ 
ィング し た ステ ィ ー ブ は 、 ア 月 0 日 に 行 
な われ た 前 記 の コン サー ト で 、 初 め て E 
スト ドリ ー ト ・ バ ンド の メン バー と し て 、 
ブル ー ス の 横 に 立っ た の だ 。 
それ 以来 ステ ィ ー ブ は ‘Darkness 
On The Edge Of Town ( 間 に 喘 
24), (1978). ‘The River ( ザ 
*UN—); (802). “Born In The 
Sh 8 WM 7 USA), 
(8 年) €, SRCSROFIVNLATIL 
ー ス と 共に 作り 、 世 界 中 を ツア ー し て ま 
Dok. た だ し 、198] 年 月 14 日 の コン 
サー ト を 最後 に 、E・ ス トリ ー ト ・ バ ン 
ド を 去っ た ステ ィ ー ブ は 、 『Born In 
The U.S.A.」 で は 、 プロ デュ ー ス 品 ゲ 
スト ・ ギ タリ スト と いう 形 で 、 レ コー テ デ 
ィング に 参加 し た の だ が 
ステ ィ ー ブ が ブル ー ス の 元 を 離れ る きっ 
か け と な っ た の は 、 ブ ルー ス の 容 分 と し 
て 彼 の 音楽 性 を サポ ー ト する の に 飽き 足 
ら な く な っ た 彼 が 、 自 分 自身 の 音 を 追求 
し よう と 考え た か ら に ほか な ら な い 。 
選 枚 組 の 大 作 、『The River。 を 発表 し 





§ 
$ 








to by Donna 


46 


STEVE VAN ZANDT 








A 
N 
D 
T 
H 
E 
D 
I 
S 
C 
i 
P 
L 
E 
S 
0 
F 
S 
0 
U 
I 


sts 


Ald. Sa—YY p> 


es コッ ク 、 | ー ド 、 
ny a Se Oy 
- ボノ (U VH, スタ ー 


js 


Aaa 自分 か ミ 
7/ シ ャ ン で ある こと を 考え 、 音楽 で 
* き る か と いう こと で 悩み 、 そ し て 
| この 日 本 に や っ て きた の だ 。 で きる こと 
| 
_ 演奏 の すべ て に 、 大 き な 声 援 を 送り 、 そ 
て 1 の 訴え た いこ と を 、 bo<den 
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ハワード ・ ジ ョ ー ン ズ 
ワン oO) ウン クノ 


「『 か くれ ん ぼ 』『 ド リー ム ・ イ ント ゥ ・ ア クシ ョ ン 』 に 続く 待望 の サー 
ド ・ ア ル バ ム が 遂に 完成 . ア プロ デュ ー ス に マリ フ ・ マ ー テ ディン 、 
そし て エン ジニ ア に は ケヴィン ・ キ ルン を 迎え 、 ハ ワー ド の 独創 
的 な ポッ プ 感 性 は 、 さ ら に 磨き が か か っ た 。 
OF Ab sae. クロ ディ スシ カク ョ ニカ スミ ラー アーク ・ 
| ステ ィ ー ヴ ンス 他 <BACKING VOCALS>/ ト レヴ ァ ー・ モ レイ ス 、 ス ティ 
2 ュ ク 回 = に ジジ <DRUIMS2/ の 05 回 ジャ ョ スシ レベ 二 層 主 
他 <GUITAR>/ マ ー テ ィ ン ・ ジ ョ ー ン ズ 、 モ ー・ フ ォ ス ター<BASS GUITAR> 
ボブ プ ・ ゲ イ <ALTO SAX>/ ゲイ リー・ バ パー トン <VIBRAPHONE> 
@CD :32XD-528 \3.200〈CD の み ` 悲 し き 願 い '1 曲 多く 収録 〉 
@⑯LP:P-13401/ カ セッ ト : G2 PKG-3207 各 \2.800 < 全 10 曲 収録 > 


LP・CT・CD 好評 発売 中 . ノ 


mets OUI AIL Pah, 
@ 全 3 曲 @P-3605 \| 200 ぁ 発売 中 
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BVIDEO & レー ザー・ ビ ジョ ン ・ デ イィ スク 
ラス ト ・ ワ ー ル ド ・ ド リー ム TEESE 


@VIDEO : 09JV(X)-42005 VHS / 各 \8.800/ ス テレ オ Hi-Fi/ デ ジタル ・ マ 
スタ リン グ /59 分 / カ ラー/13 曲 収録 @LVD : 08JL-42005 \7.800 ステ レオ 


CLV/ デ ジタル ・ サ ウン ド /59 分 / カ ラー/ 3 曲 収録 の HOWARD TELEPHONE……… 03-475-2192( 番 号 間違い に ご 注意 下さ い ) 
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HE RSE Selo, すべ て が パリ カ 合 衆 国 。 


大 いな る 祖国 に ジャ クソ ン ・ プ ラウ ン が 贈る 380 年代 の 熱き メッ セー ジグ 


ヒッ ト - シ ング ル 「 フ ォ ー・ プ メリ カ 」 収 録 / 

& | 

ジン ジャクソン. ブラ ワン 
= is} @⑯ 3 9 1) Sa 
プロ デュ ー ス : ジャ クソ ン ・ ブ ラウ ン 錯 ゲス ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン : デイ 
ウネ シッ ドッ リン ドレ ーー ョ ステ ィ ー ウ ドル カサ ー、 タ 三 ー・ ョ ヨーマ チ (g)/ ラ ヌス ・ 
カン ケル 、 ジム ・ ケ ルト ナー(ds) / ピル ・ ペ イン (key)/ ボ ブ ・ グ ロー ブ 、 
フィ ル ・ チ ェ ン (b) Hh 

収録 曲 じ フォ ー・ ア メリ カ / ソル ジャ ー・ オ ブ ・ プ レン ティ / シェ イプ ・ 
オプ ・ ア ・ ハ ー ド / キ ャ ン デ ィ / ロ ウレ ス ・ ア ヴェ ニュ ー/ ラ イヴ ズ ・ イ ン ・ 
ザ ・ バ ラン ス / テ ィ ル ・ ア イ ・ ゴ ー・ ダ ウン / ブ ラッ ク ・ ア ンド ・ ホ ワイ ト 全 


8 曲 @LP:P-13246/ カ セッ ト : ED) PKG-3I159 各 \2.800@CD:32 
XD- 393 ¥3,200 > 発売 中 




























ウエ スト ・ コ ー ス ト ・ ミ ュー ジッ ク を ひたすら 支え て きた 偉大 な キタ リス ト 、 デ イヴ ィ ッ ドリ ンド レー の 第 4 弾 / 


sa い い =a 1 

デイ ヴィ ッ ド リン ドレ ー Mr デイ ヴ 
「」 

収録 曲 じ プリ ティ ・ ガ ー ル ・ ワ ー ル ド / ト ゥ ルリ ー・ ド ゥ / ル ッ ク ・ バ ッ ド ・ フ ィ ー ル ・ ベ ター/ 必 は 燃え て / ウ ォ ー ク ・ 


トゥ ・ ザ ・ サ ン / ハ ンズ ・ ラ イク ・ ア ・ マ ン / フ ォ ロ ウ ・ ユ ア ・ ハ バー ト / ハ ー ツ ・ ソ ー・ バ パッ ト / エ イリ アン の 侵入 / ス ター テ 
A ィング ・ オ ー ル ・ オ ー ウ ァ ー・ ア ゲン 全 10 曲 @P-13160 \2.800 発売 中 wea 
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Howard Jones (Vo & Key) 
Trevor Morais (Dr) | 
Roy Jones (Key) | 
Claudia Fontaine | 
Karen Wheeler | 

Naomi Osborne 





photo by Seiji Matsumoto 





八 ワ ー ド ・ ジ ョ ー ン ズ は 、1955 年 月 g3 
に IE コリ ルレ く の ジョ ジル 4 ジス < に キマ (に 3 
し た 。 サザ ンプ トン と いえ ば 、 イ ギリ ス 
南部 の 港町 で 、 沖 合 に は ワイ ト 島 の ある 
と ころ で す 。 : 
両親 の 仕事 の 都合 で 、 子 供 の ころ は 引越 
し 続き の 生活 で し た 。 そ ん な 生活 の 中 で . 
BB 歳 か ら ピ アノ を 習い は じ め 、15 歳 の と 
き に は バン ド て 演奏 する よう に な っ て い 
まし だ 。 その ころ ば エマ ニ ソ ン ッ レイ ク 
パー マー や ジェ ネ シ ス が 好き だ っ た そ 


. う で す 。 キー ス ・ エ マー ソン の 影響 を 受 


け て 、19 歳 の と き に は 、 ク ラシック の 勉 
強 の た め マ ンチ ェ ス ター の ノー ザン ・ ス 
クー ル ・ オ ブ ・ ミ ュー ジッ ク に 入学 し ま 
し た が 、 そ り が あわ ず に 、 中 退 し て いま 


Fo その後 ロン ドン の 北西 に ある ハイ ・ 


ウェ イカ ム に 移り 、 そ の ころ か ら シ ン セ 
サイ ザー に 興味 を 持ち 、 徐 々 に 現在 の よ 
うな 音楽 を や り は じ め ま し た 。 そ し て 地 
元 の クラ ブ で 、 ダ ン サ ー の ジェ ド ・ ホイ 
ル と 共に ステ ー ジ に 立つ うち に 音楽 関係 
者 の 注目 を 集め 、1983 年 夏 に は 大 手 レコ 
ー ド 会 社 の WEA と 契約 。 秋 に は デビ ュ 
ー 曲 「 ニ ュー・ ソ ング 」 が 、 続 いて 冬 に 」 
は 「 ホ ワッ ト … イ ズ ・ ラ ブ 」 が ヒッ ト し 
CT. —BABMRASSECREANSESIC 
な り ま し た 。 

E08. 1¥UAZlEPO CH<,. A-O 

ッ パ 、 ア メリ カ 、 日 本 で も 大 成功 を 収め 、 
1980 年 代 の イギリス を 代表 する ソロ ・ ア 
ー テ ィ ス ト の ひと りこ と し て 華々 し く 活 動 
と そ る 2 の と pkdAE さ る: の 

CHE TICBAHKBENTWSLIA—K 

は LP が "か くれ ん ぼ 」(1984 年 )、『 ド リ 

ー ム ・ イ ント ウゥ ・ ア クシ ョ ン ,。(1985 年 )、 

『 ワ ン T0 ワ ン ,」 (1986 年 ) の d 枚 、18 イ 

ンチ ・ シ ング ル で 出 た も の を 集め た ミニ 
・ ア ル バ ム が 「『 君 を 知り た く て 」 (1984 

Spe AYU Fak パタ 19 
85 年 ) の ら 枚 、 シ ング ル が 最新 の 「 オ ー 
Ib: P4-9AYK ZEBOTIRSO 

ます 。 代 表 的 な ヒッ ト 曲 と し て は 、 先 に 
OIFEMHO CHO. —-BO#MG 
し き 願 い 」 な ご が あげ られ る で し ょ う 。 

デビ ュー 当時 か ら 現 在 ま で 、 人 ハワード ・ 

ジョ ー ン ズ は 、 シ ン セ サイ ザー を メイ ン 
に し た 音楽 を も や っ て いま す 。 し か し シン 
セ サ イ ザー や コン ピュ ー タ ー を 多用 し た 
音楽 に つき も の の 機械 的 な イメ ー ジ て と 彼 
の 音楽 は 無縁 で す 。 む し ろ 暖 か み の あ る 


_ ダ イナ ミッ ク な 音楽 が 多い の が 特徴 で 、 


彼 に と っ て シン セ サ イ ザー と は 、 単に 自 
ROBRERRT SEODVCIOES 
で ある こと が よく わか り ま す 。 彼 の 音楽 
が 非常 に 幅広 い 層 の ファ ン か ら 支 持 さ れ 
る 理由 も 、 ひ と つ に は そこ に ある の で し 
& Do 

FeI—AR. RlteE—O-—Ccuc, 
ジョ ン ・ レ ノン の 名 前 を あげ 「 も の ご と 
を 歌 に し て ダイ レク ト に うた う や り 方 が 
好き だ っ た 」 と 述べ て いま し た が 、 そ れ -. 
は 彼 の 音楽 に も その まま あて は まる よう 
で す 。 

ロッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン に は 、 奇 行 や 派手 
BIPYYayCHBeEHSAPRUIE | 








ーー ューーーーーーー…ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 








49- ogg 


=QuINOF eINe 






S(t Ae 





す が 、 素 顔 の ハワード ・ ジ ョ ー ン 
く は 、 物 静か な 紳士 で 、 い い 意味 で の 常 
EODBSEDS ICRAF ONELES 
嫌い な 言葉 は 不可 能 と lm う 言葉 だ そう で 、 | 
1 の が 彼 の 信条 。 
の べ ネ フィ ッ ト | 
加 も 多く 、198 年 18 
の ロイ ヤル ・ ア ル バ ー ト ・ | 
羽 一 形容 行なわ れ た エチ オ ピ ア 救援 コン 
サー ト 、85 年 ノア 月 の ライ ブ ・ エ イド ・ コ 
ン サ ー ト 、65 年 1 月 の クリ スマ ス ・ チ ャ 
リティ ー、B8B 年 月 の アム ネス ティ ・ イ | 
ンタ ー ナ ショ ナル 支援 コン サー ト な ど に 
参加 し て いま す 。 

(の レル 2 才 さる た さら Tp る く 
も 関心 を 持っ て いる 。 で も 、 運 動 し て い 
る と き は カッ コ い いこ と いっ て る の に 、 
家 に 帰る と 奥さん を 殴っ た りす る よう な 
人 が いる の は どう か と 思う ね 。 だ か ら ぼ 
く は いつ も 、 人 の 内 面 に 訴え る よう な 歌 
を 作る よう に し て いる 。 ひと り ひ と り の 
人 間 が 変わ ら な いと 、 何 も は じ ま ら な い 
12D | 
以前 イン タビ ュー し た と き に 、 彼 は こん 
な こと を いっ て いま し た が 、 音 楽 と 社会 
の 関係 を みつ め な が ら 生 き て いる 人 な ら 
で は の 発言 だ と 思い ます 。 

現在 は カイル ラ ンド の ダブ リン に 住み 、 
奥さん の ジャ ン と 、 今 年 生ま れ た ば か り 
の ショ ジ メ コ ゴリ) こち き 3210 た AP 
ド も ジャ ン も 菜食 主義 者 と し て 知ら れ て 
いま す 。 
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(ED) fo DHSS 
1965 年 、 友 だ ちの 紹介 で ジョ ン ・ ケ ー ル 
に 会 っ た ルー・ リ ー ド は 、 意気 投合 し プ 
リ ミ テ ィ ブス と いう バン ド を 結成 し 、 ピ 
ッ ク ウ ィ ッ ク ・ レ コー ド に 数 枚 の シン グ 
ル を 吹き 込む が 、 ほ と ん ど 話 題 に な ら な 
か っ た 。 565 年 1]] 月 、 メ ン バ ー が た め を し 
た ルー と ジョ ン は 、SM の 本 の タイ トル 
か ら 名 づけ た ヴェ ル ヴ ェ ッ ト ・ ア ンダ ー 
グラ ウン ド と いう バン ド を 結成 し 、 二 頂 
ー ヨ ー ク の ブリ ー カ ー・ ス トリ ー ト ([ 
る 「 カ フェ ・ ビ ザー ル 」 で 演奏 を 開 
So 彼ら は 当時 の ロッ ク ・ バ ンド 
は 珍し い ジ ョ ン ・ ケ ー ル の 弾く 
を フィ ー チ ャ ー し 、 何 も の に 載 
い 自 由 な スタ イル と 、 ル ー 
詞 作り で 徐々 に 話題 を 集 克 
ら に 大 きか な 関心 を 抱 し 
プ ・ ア ー ト の 創始 者 、 
ホル だ っ た 。 彼 は 
DOEEL TM 


aS ee il 7 
鎮 ' と し て 、 今 も な お 大 き な 影 響 力 を 誇る 。 ョ ウ に 出 : 
ルー・ リ ー ド は 、 1944 年 ヨ 月 5 日 ブリッ は 、 当 
クリ ン に 生ま れ 、 今 年 49 歳 に な る 。 sm 
ルー・ リ ー ド が 我々 の 前 に 登場 し た の は 、 TE 
1967 年 の こと だ っ た 。 大 学 で 詩 と ジャ ー 196 
ナリ ズム を 専攻 し て いた ルー は 、 6 年 ご 
ろか ら ニ ュー ヨー ク の スモ ー ル ・ レ ー ベ 
ル 、 ピ ッ ク ウ ィ ッ ク ・ レ コー ド の 人 ウス , 
・ ソ ング ・ ラ イタ ー と し て 、 ス ー パ ー・ マ 信 
ー ケ ッ ト に 売り に 出さ れる 三流 ポッ 
バン ド に 曲 を 書く と いう 仕事 を や 
た 。 だ が その 一 方 で 、 ル ー は 自分 
た め の 歌 を 書き 続け て いた 。 そ 
アル ・ ラ イフ ”…… そ う 、 二 居 
と いう 巨大 都市 の 裏通り に 振 
ン キ ー や 妨 婦 、 オ カマ や 2 
ャ ング と いっ た “iy Rtg 









SPOR 


1970 年 日 月 5 日 、 ヴ ェ ル ヴェ ッ ト と 4 枚 
の スタ ジオ ・ ア ル バ ム を 作っ た 後 、 ル ー 
・ リ ー ド は グル ー プ を 去り 、 ソ ロ ・ シ ン 
ガー と し て の キャ リア を 歩き 始め る こと 
に な る 。 7 年 19 月 に 発売 され た ルー の ソ 
口 第 ら 弾 『 ト ラン ス フ ォ ー マ ー」 の プロ デ 
ュー ス は 、 な ん と あの デビ ッ ド ・ ボ ウイ 
が 手がけ 、 こ の 中 の ] 曲 「 ワ イル ド ・ サ イ 
ド を 歩け 、 は チャ ー ト の 上 位 ま で 昇る 大 , 
ヒッ ト と な っ た 。 そ の 後 も マイ ・ ペ ー ス 
で アル バム 作り を 続け 、75 年 7 月 に 上 
"メタ ル ・ マ シー ン ・ ミ ュー ジッ ク 
う 全 編 ノ イズ の 実験 アル バム を 発 : 
が 75 年 ]6 月 に 発表 され た 枚 目 @ 
A Joe DN =— 
‘N14 E—iDOit, ENE GOs 
イメ ー ジ を 捨て 去り 、 都会 
ちや 自分 の 生活 を シン ズ 
せ て 心 の まま に 歌い あ 借 
ー マ ン な 作風 を 展開 
た 。 そ れ は か つて の 紅 
CUS Bet afi 


b VIVA NIN 
\, si olpjser (Dap) 


VI-F1YIL, RERE 
イス ト は 枚挙 に いと ま が な い 。 
・ ピ スト ルズ や ジー ザ ス 避 メリ 
圭 エ イン の ]0 年 以上 も 前 に パン ク で 
うた 男 ル ー・ リ ー ド 、 誰 より も 深い 夜 
痢 を くぐり 抜け て きた 彼 だ けが 辿り つ 
いた 本 当 の 愛 と 優し さ …… 僕 は それ を 今 


回 の 来 日 公演 で は っ きり て 確認 する つも 
り だ 。 
































































も 10 枚 以上 は 出し て いた 。( な ん と 、 エ ル 
トン ・ ジ ョ ン の カヴァ ー ま で ある / ) その 
ゴ ッ タ 煮 的 な 音楽 性 は 、 伝 統 的 な も の と 
モダ ン な も の 、 ア フリ カ 的 な も の と カリ 
ブ 海 的 な も の 、 さ ま ざ ま な 材料 を ぶち 込 
ん だ 銅 の 中 で 、 ユ ー ス ーー も 自分 の 個性 を 
磨い た に 違い な い 。 











出場 し て 、 そ の ソウ ルフ ル 
ル に よっ て 注目 を 集め た の が 
彼 の ミュ ー ジ シャ ン と し て の 始ま り だ 。 
そし て ]7 歳 の 時 に 、 あ る プロ デュ ー サ ー 
の 誘い で 、 ス ター・ バ ンド ・ ド ・ ダ カー 
ル の リー ド ・ シ ン ガ ー と し て 、 ダ カー ル 
の ナイ トク ラブ に 出演 する よう に な っ た 
の が 、 彼 が 人 気 を 得る キッ カケ で あり 、 
その 人 後 年 間 ス ター・ バ ンド と 共演 し た 。 
実は この 時 期 の 活動 が 彼 に 大 き な 影 響 を 
与え た の で は な いか 、 と いう の が 僕 の 持 
論 な の だ 。 こ の スタ ー・ バ ンド ・ ド ・ ダ 
カー ル は 意外 と 歴史 が 古く 、1970 年 代 に 、 
セネガル の 民謡 の アレ ンジ と 、 ラ テン の 
コピ ー を 中 心 と し た アル バム を 少な く と 
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そし て ]1979 年 に 自分 の グル ー プ 、 エ トワ 
ー ル ・ ド ・ ダ カー ル を 編成 、 し か し 1988 
年 に は グル ー プ が 彼 の 率い る スー パー・ 
エト ワー ル ・ ド ・ ダ カー ル と エト ワー ル 
PU0U に 大 分 裂 。 いろ いろ な 変化 の 中 で 、 

ユー スー は 確実 に 大 きく 、 そ し て た くま 
し く な っ て いっ た 。 そ れ を 証明 し た も の 
の ひと つが 、84 年 に セル ロイ ド 経 由 で リ 
リー ス さ れ た アル バム 『 イ ミグ レ 」 だ (Oe. 
lluloid DELB709)。 そ の 後 の 彼 の 活躍 は 、 
アフ リカ だ け に と ご ど ま ら ず 、84 年 に は 計 
アフ リカ 人 に よる アフ リカ 救済 レコ ー ド 
『 タ ム ・ タ ム ・ プ ー ル ・ エ チオ ピア , (東芝 
EMI14VA-9022) に 参加 し て 素晴らし 
い ヴ ォ ー カ ル を 聞か せ て くれ た 。 

1985 年 に 入る と 自ら の レー ベル 、「 マ グ ネ 
ティ ッ ク ・ レ コー ド 」 を 設立 する 一 方 で 、 

バン ド を 離れ た ソロ 活動 も 多く な っ て く | 
る 。 そ ん な 中 で リリ ー ス され た の が 、『 ネ | 
ルソン ・ マ ン デ ラ ,(Magnetic 240 448)| 
で 、 フ ィ ラ デル フィ ア ・ ソ ウル の 名 曲 、 
「 ザ ・ ラ バー バン ド ・ マ ン 」 か ら 、 南 アフ リ 
カカ の 人 種差 別 批判 を 歌っ た 「 ネ ルソン ・ マ 
ン デ ラ 」 ま で 多彩 な 内 容 に な っ て いて 、 特 
に 後者 の 歌 が 、 ピ ー タ ー・ ガ ブリ エル と 
の 出会い を 生 お キッ カケ に な っ た こと 陣 
想像 に 難く な い 。 ア フリ カ の ミュ ー ジ シ | 
ャ ン と し て の 自覚 が 強く な っ て くる 中 で 、 
ピー ター・ ガ ブリ エル の 新作 『Sn 』( 東 』 
ZEMI 28V 日 -1088) へ の 参加 や 、 世 界 | 
の 民俗 芸能 の 祭典 WOMAD (World | 
of Music Art & Dance) へ の 出演 | 
も 自然 の 成り 行き と 言え るる 。 WOMAD | 
で の ステ ー ジ が 素晴らし か っ た こと や 、| 
ピー ター が 今 度 は ユー スー の アル バム に | 
参加 する と いう ニュ ー ス も 伝わっ て き て 
いる 。 そ し て 最新 ニュ ー ス と し て は ロ 月 | 



















photo by Karen Moak 
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1 日 (平和 の 日 ) に 国連 前 で 行なわ れ た コ 
ン サ ー ト に ピー ター ら と 共演 し て いる 。 
彼 の ここ 数 年 の イン ター ナシ ョ ナル な 活 
動 の 裏 に は 、 彼 の ヴォ ー カ ル が 西欧 の 人 
人 の 心 を も 揺り 動か し て し まっ た 、 と い 
う 紛 れ も な い 事 実 が ある の は 確か だ 。 彼 
は 自分 た ちの 音楽 を * ン バラ (mbalax)" | 
と 呼ん で いて 、 ド ラム ス 、 エ レキ ギタ ー、 
ベー ス 、 キ ー ボ ー ド 、 サ ックス 、 タ ムタ 
ム 、 そ れ に "タマ "と 呼ば れる トー キン グ 
・ ド ラム (ナイ ジェ リア の サニー・ ア デ で 
有名 に な っ た 。 日 本 の 鼓 に 似 て 、 ピ ッ チ 
を 変え る こと が で さる) な 加 ね る < と のり ee 1 
OYRIGXU/NU ORI 「 
ター の 低い ドゥ ー ン ご いう 音 が 腰 に 響く 、 
そし て それ ら の すべ て を 包み 込む か の よ 
| うな ユー スー の 圧倒 的 な ヴォ ー カ ル 。 伝 
| 統 的 な グリ オ の 唱 法 の 上 に イス ラミ ッ ク 
な メリ スマ の 効い た 絶妙 の 節 ま わし は 一 
| 度 聞 いた ら 忘 れ ら れ な い ほ どの 強烈 な 個 















Youssou NHOur[V0] Ousseynou Ndiaye (Vo) 
Seydou Nkoite (Sax) Habib Faye(B & Piano) 


性 を 持っ て いる 。 本 当 に 彼 の 高音 の 伸び Papa Qumar NgomI(Hhythm G) Mamadou Mbaye(G & B) 
— OSS, ENTUTEZDRRABVE Babacar Faye(Per) Assane Thiam(Talking dr) 
ヴォ ー カ ル は 素晴らし い 。 Fallou Niang(Dr) Ibrahim Konate (Tr) 
| エル トン ・ ジ ョ ン の よう に ポピュラー に Ahlaye Seck (Dancer) Marietou Kote (Dancer) 


な り た いと 言う 一 方 で 、" ン バラ "が すべ 
詞 で と 語る 彼 の 語 より イン ター ナシ ョ ナル 
、 な 活動 の 成果 と し て の 来 日 ステ ー ジ 、 大 
い に 期 待 し た い 。 


INO Cre や 
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_ な ご で 歌い だ し た の は 、17 歳 の こき 。 





英 ・ 米 な ん か で は 認め られ て いる が 、 我 
が 国 に お いて は 今ひとつ 知名 度 の 高く な 
い ミ ュー ジ シ ャ ン と いう の が いる 。 本 格 
HEY Ko の hy 2 ル 21 ヒ 2 先生 ヒコ 
ン ・ ア ー マ ト レイ ディ ング も その ひと り 。 
英 黒人 女性 の AH ミュ ー ジ シャ ン と い 


- う 珍し さも ある が 、 な ん と いっ て も 天才 
MOAI. <SSCSTOYVYA-VyY 


グラ イタ ー 忌 ギタ リス ト と し て な い が し 
ろ (?) に され て いる 。 し か し 、 た し か に 


ちょ っ ぴり と っ つき に くい か も し れ な い 


が 、 ホ ント に シブ イ " 音 "を 聴か せ て くれ 


る 、 ま れ な アー ティ スト と いえ る だ ろう 。 | 


1950 年 1 月 日 、 西 イン ド 諸島 内 の セン 
ト ・ キ ッ ツ 生ま れ 。 フ 7 歳 の と き 、 イ ギリ 
ス の バー ミン ガム に 移る 。 

つま り 幼 いこ ろ 、 カ リビア ン ・ ミ ュー ジッ 
ク こ と 欧米 の ポピュラー・ ミ ュー ジッ ク と 
US dL DOSRHHLASIED SS 
っ た と いう わけ 。 そ の ころ か ら 耳 の 方 は 
肥え て いた よう で 、 マ リア ン ヌ ・ フ ェ イ 
ATIVIAMANHREBZSDRDS, 
ナッ ト ・ キ ング ・ コ ー ル 、 ジ ム ・ リ ー ヴ 
ズ 、 ト ミー・ ス ティ ー ル ら に の め り こ ん 
で だ V ラ 

そん な 女の子 が 、 ギ ター や ピア ノ を 覚え 、 
ミュ ー ジ シャ ン に な り た いと ね が う の は 、 
ご く あ た り ま え の な り ゆ きだ っ た 。 プ ラ 
イベ ー ト な バジ ラド ご で ベー ス を 弾い て いた 
と いう 父 の 姿 を 見 て 育っ て いり ゃ 、 な お 
さら で ある 。 た だ し 、 We Susp 
か 娘 が 音楽 界 に 入る の を 好ま し く 思 っ て 
いな か っ た らし く 、 ギ ター を 隠し た こと 
も あっ た そう だ か が ……。 
FEED < oTN-ZYHLOISI 
や . 
が て ロン ドン に 移り 、 ラ イブ を くり ひろ 
げ る うち に 、 だ ん だ ん と その 名 を 知ら れ 
る よう に な る 。 1978 年 か ら は 、 曲 づ くり 
に お いて 、 ガ イア ナ の 作詞 家 パ ム ・ ネ ス 
ター と 組む 。 

そし て 1973 年 、 ア ル バ ム 「『 ホ ワッ ト エ ヴ 
ァ ー ズ ・ フ ォ ー・ ア ス 』(DUBE レ コー 
ド ) を リリ ー ス し 、 デ ビュ ー。 つ いで 1975 
年 に A&M と サイ ン し 、 実質 的 な デビ ュ 
ー・ ア ル バ ム の 『「 バ ッ ク ・ ト ゥ ・ ザ ・ ナ イ 
ト 』 を リリ ー ス 。 翌 76 年 の 「 ジ ョ ー ン ・ ア 
ー マ ト レイ ディ ング 』 が ヒッ ト し ( 英 18 位 
・ 米 67 位 )、 ブ レイ クア ウト を 果たし て い 
る 。 

1976 年 以降 も 、『 シ ョ ウ ・ サ ム ・ エ モー 
ショ ン 」(77 年 英 B 位 ・ 米 56 位 )、『 ト ゥ 
・ ザ ・ リ ミッ ト ,」(78 年 英 13 位 ・ 米 185 位 ) 、 
人 ハウ ・ ク ル エ ル ,(79 年 ・ ミ ニア ル バ ム 
米 196 位 )、『 ス テッ ピン ・ ア ウト 。(79 年 )、 
『 ミ ー・ マ イセ ルフ ・ ア イ 」(8B0U 年 RS 
位 ・ 米 98 位 )、『「 ウ ォ ー ク ・ ア ンダ ー・ ラ 
ダー ズ ,(81 年 英 B 位 ・ 米 68 位 )、『 ザ ・ 
キー,(83 年 英 10 位 ・ 米 38 位 )、『 ト ラッ 







































ク ・ レ コー ド 』(863 年 ・ ベ スト 英 18 位 ・ 
Ald I — 7 Oe Is 
(85 年 英 14 位 ・ 米 115 位 )、 そし て ヒッ 
ト 中 の 初 の プロ デュ ー ス 作 『 ス ライ ト ・ オ 
ブ ・ ハ ンド 」 こ 、]0 年 以上 コン スタ ント に 
ヒッ ト 。 

シシ クル も ウン クン ド 5 あの 0 の ンク 
ョ ン 」(76 年 第 10 位 )、「 ロ ー ジ ー」(BOU 年 
英 49 位 )、「 ミー・ マ イセ ルフ ・ ア イ 」(80 
ad ENO, Mayfly) oleae eo 2 
OL-PXUA (G0 第 54 位 )、 ア イム 
ッ ラ ッ キ ーij(8] 年 生身 6 ウー ドラ 
ブ 」(88 年 英 50 位 )、「 ド ロッ プ ・ ザ ・ パ 
イロ ッ ト 」(83 年 英 ]1 位 ) の 日 曲 が 英 ヒ 
ッ ト チ ャ ー ト に 入り 、 ジ ミ メ な が ら 理 相 
的 な ヒッ ト を と げ て いる 。 そ れ も 、 会 社 
側 の 「 も っ と ヒッ ト す る よう な 曲 を か け 」 
と いう 商業 的 要求 を 、「 私 の や り た いよ う 
居る 3 ご 還 選 つば 補 q の うえ だか らき 
いし た も の で ある 。 

ジョ ー ン ・ ア ー マ ト レイ ディ ング の 音楽 
性 を 述べ る に あたっ て 、" 黒 い ジ ョ ニ ・ ミ 
ッ チ ェ ル "と いう 人 が いる 。 そ れ は それ で 、 


た ん て き に いい あて て いる と も いえ る 。 





| 
| 


た し か に その 切り 口 の 鋭さ 、 関 き 、 イ ン | 
シス ト 、 テ クニ ッ ク の た し か さ 、" 深 み " の | 
ある 音楽 的 セン ス な ど に お いて 、 似 て い | 
る 点 は 多い 。 し か し あの ミッ チェ ル さ え | 
も 、 キ ャ ラク ター の 強 さ 、 い いか えれ ば | 
あく の 強 さ に お いて 、 ア ー マ ト レイ ディ | 
ング に は か な わな い 。 アー マト レイ ディ 司 
ング の "あく の 強 さ "は 、 か つて 自ら 憧れ | 
て いた と いう 、 ジ ミ ・ ヘ ンド リッ クス や 工 
ヴァ ン ・ モ リス ン ゆ ずり の も の 。 いわ ば 、、 


~ 女 ' の た お や か さ を と っ ぱら っ た と ころ 
に ある 。 そ し て 、 そ れ が !『 つ いて これ な 


| 


も の は 、 こ な く て も か まわ な い 」 と いわ ん | 


ば か り の 雰囲気 を か も し だ し て いる 。 た | 


と え ( む ろ ん )、 ア ー マ ト レイ ディ ング に 


そん な つも り は な か っ た と し て も …… 
た だ し それ だ け に 、 切 れ 味 は ほん も の 。 
口 あ た り は わる く と も 、 こ く の あ る 100 


%" モ ルト "ロッ ク が 楽し め る 。 ら ~- 回 
も 聴い た ら 忘 れ ら れ な い 、 そ し て ひい き | 
に し て も 裏切ら れる こと の な い 、 ミ ュー 


シシ ヤン こり える だ の 38 


大 変 残念 な こと に 、 ジ ョ ー ン ・ ア ー マ ト レ photo by Se が Matsumoto 
イデ ィング は 病気 の た め 今回 の イベ ント 
に 欠席 する と の 連絡 が ラン ニン グ ・ ド ッ 
グ ・ マ ネー ジメント より 入り まし た 。 ジ ョ 
2 ラジ ン ョ ョ シク < ドッ リグ の 5 ソネ デジ メシ 
ト よ り 、 コ ン サ ー ト の 成功 を 祈る と の 旨 
が 伝え られ て いま す 。 以下 は 、 ジ ョ ー ン 
・ ア ー マ ト レイ ディ ング の コメ ント で す 。 


“| KNOW IT S BEEN SAID BEFORE, BUT GIVE 


PEACE A CHANCE. SORRY | CAN'T BE THERE 
WITH YOU.” 


(2 


JOAN ARMATRADING 
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Photo by Randee St. Nicholas 
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Photo by Ron Delany 
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Photo by Seiji Matsumoto 
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“Photo by Randee St. Nicholas 
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黒人 な が ら ロ ッ ク 、 ジ ャ ズ な ど 幅 広い 音 
楽 性 を 持っ て いる イン テリ 女性 シン ガー、 
ノ ナ ・ ヘ ンド リッ クス 。 日 本 に も 1984 年 
に 来 日 し て 一 部 の ファ ン の あい だ で 注目 
され た 。 ゴ スペ ル を バッ ク に し た 迫力 あ 
る 歌唱 と 現代 的 な サウ ンド は 、 彼 女 を 単 
な る ブラ ッ ク ・ シ ン ガ ー の 域 だ と ど め て 
お か な い 。 

ノ ナ ・ ヘ ンド リッ クス は 1945 年 日 月 18 日 
ニュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 ドレ ンド シン こい りう 街 
に 生ま れ た 。 子供 の ころ か ら 近 く の 友 だ 
ちと グル ー プ を 結成 し た り し て 音楽 活動 
を スタ ー ト 。 1960 年 代 に 入っ て すぐ に 友 
人 の サラ に クツ ウツ ンコ こも や に 025 ル ルミ 
カプ リス 」 と いう バン ド を 結成 。 そ の 後 、 
この ふた り は 、 パ ティ ・ ラ ベル が 結成 し た 
「 パ ティ ・ ラ ベル & ブ ルー ベル ズ 」 に 参加 。 
ロー カル ・ レ ー ベ ル か らい くつ か の ヒッ 
ト 曲 を 出す よう に な る 。 し か し 、 こ の グ 
ルー プ は 黒人 の し か も 女の子 だ け の グル 
ー プ と し て も う ひ と つ パ ッ と し な か っ た 。 
そこ で ]970 年 代 に 入っ て 「 ラ ベル 」 と し て 
派手 な 衣装 を 着 た り し て 大 きく イメ ー ジ 
“FEY, cham ys 
ィ ・ マ ー マ レ ー ド 」 の 全米 ナン バー・ ワ ン 
・ ソ ング を 携 得する 。 こ の 曲 は 、 ニ ュー 
オー ニ リ ジ シズ の ペ ベテラン ョ アレ ラン: に ドウ 
サン の プロ デュ ー ス 作品 で 、 曲 の 中 に フ 
ラン ス 語 が SC る こい う 所 三 三 用 な 
曲 だ っ た 。 

この ヒッ ト に よっ て ラベ ル は あちこち へ 
コン サー ト ・ ツ アー な ご に 出かけ る よう 
に な る が 、 そ の ライ ブ ・ ス テー ジ は 宇宙 
服 の よう な 衣装 と ロッ ク 的 な サウ ンド で 
注目 を 集め る 。 と ころ が 、 役 ら の や っ た 
ロッ ク と ブラ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 融合 
し た 音楽 は 、 当 時 と し て は 黒人 か ら は 口 
ッ ク す ぎる こぐ と 敬遠 され 、 一 方 ロッ ク ・ フ 
ァ ン か ら は 、 黒 すぎ る と いう こと で な か 
な が 正当 な 評価 を 得る こと が でき な か っ 
た 。 別 の 言葉 で いえ ば 、 人 彼女 た ち が 時 代 
の 先 を 行き すぎ て いた 、 と も いえ る 。 
従っ て 、 残 念 な か ら こ の 「 レ ディ ・ マ ー マ 
レー ド 」 の ヒッ ト の あこ と が 続か ず 、「 ラ ベ 
ル 」 は 1976 年 自然 解散 。d 人 の メン バー は 
それ ぞ れ ソロン シンガ 二 に 転 り た の 
は エピ ッ ク か ら ソ ロ 自 "/ ソ ペン ドリ 
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クス ,」 を 出す が ヒッ ト せ すず 、 そ の 後 第 一 線 
か らし り ぞ き 、 他 の アー ティ スト の バッ 
ク を 務め た りす る よう に な っ た 。 ま た 、 
サラ も パテ ィ も ソロ に な る 。 そ の うち 。 
パテ ィ ・ ラ ベル が 1986 年 アル バム 「『 ウ イ 
ナー・ イ ン ・ ユ ー』 か ら マ イケ ル ・ マ ク ド 
ナル ド と の デュ エッ ト 曲 「 オ ン ・ マ イ ・ 洲 
ウン 」 を 大 ヒッ ト さ せ た の は ご 人 存 知 の と 
お り 。 

ノ ナ の 方 は そう し た 中 で 、 ロッ ク の ド 詩 
キン グ ・ ヘ ッ ズ が 彼女 の 才能 を 説 め 彼女 
を ゲス ト ・ ヴ ォ ー カ ル と し て 起用 し た り し 
て 、 ロ ッ ク ・ ア ー テ ィ ス ト と の 交流 を 深 
め 、1983 年 HCA か ら 年 ぶり に ソロ ・ 
アル バム 『 ス テディ ・ ア クシ ョ ン 」 を 出す 
この アル 八 パ で 彼女 は 証人 ハニ ビニ Ni 
コッ ク に 「 ロ ッ ク イ ッ ト 」 の 大 ヒッ ト を 提 
供し た ビル ・ ラ ズ ウ ェ ル 率 いる ユニ ー ク 
な 音楽 集団 マテ リア ル 、 あ る い は 、 ナ イ 
ル ・ ロ ジャ ー ス 、 ス ライ ・ ダ ン バ ー ( ジ 
ャ マイ カ の リズ ム ・ セ クシ ョ ン ) な ご と 
の コラ ボ レ イ ショ ン を みせ 、 こ うし た 交 
流 に よっ て 、 ブ ラッ ク 系 より も むし ろ ロ 
ッ ク 系 の ファ ン か ら 注 目 さ れ た 。 

その 後 1984 年 LDPD『 ア ー ト ・ オ ブ ・ デ ィ フ 
ェ ン ス 」 を 出し て いる 。 こ こ で も 再び マ 志 
リア ル が プロ デュ ー ス し レ で W る 8 
さら に 、 彼 女 は 昨年 南ア フリ カ の 人 種 隔 
離 政 策 と し て 悪名 高い 「 ア パル ト ヘ イト ,」 
に 反対 する 「 サ ン ・ シ ティ 」 の プロ ジェ 
ト に 参加 、 レ コー ド 、 ビ デオ に も 姿 を 出 
UCWS, EFA Ciieerle OSes 
ー ク の 黒人 プロ デュ ー サ ー、 カ シー ラ 商 
な らん で 歌っ て いた 。 

さら に 、 彼 女 は 1986 年 LDP" ヒ ー ト 。」 を 出 
し た が 、 残 念 な が ら 大 ヒッ ト に は 至っ て 
いな い 。 最新 情報 で は 、 今 は HOA か ら 
は な れ マ ン ハ ッ タ ン ・ レ コー ド と 契約 し 
eo UUs 

ノ ナ は イン タビ ュー で 、 彼 女 は ラベ ル 時 
代 に は 曲 を 書く と き に 常に パテ ィ の こと 
を 思い 浮か べ て 書い て いた が 、 ソ ロ に な 
っ て か ら は 常に 自分 自身 の こと を 考え て 
曲 づ くり を すれ ば よく な っ た 、 と いっ て 
いる 。 

彼女 は 自分 の 好き な アル バム 1]0 枚 の トッ 
プ に 、 カ ラ ヤ ン 指 揮 の ベル リン ・ フ ィ ル 
の 「 惑 星 」 を 選ん で いる 。 以下 、 ビ ー ト ル 
ズ の 「 ホ ワイ ト ・ ア ル バ ム 」、 ア レ サ ・ フ 
ラン クリ ン の 『 ヤ ング ・ ギ フト ・ ア ンド ・ 
ブラ ッ ク 』、 さ ら に ザ ・ フ ー の 『 ト ミー」、 
ジミ ・ ヘ ンド リッ クス ドニ キン シク ci 人 0 
ッ ズ 等 を 選ん で お り 、 彼 女 の ク ラシック 
か ら ロ ッ ク へ の 趣味 と いう も の が よく 出 
て いる 。 | 
彼女 は 会 っ て 話す と と て も 静か に し ゃ べ 
る 知性 派 だ が 、 ひ と た び ス テー ジ に あ が 
る と 別人 の よう に 変身 し て ダイ ナミ ッ ク 
な 歌 を 堂々 と 披露 する 。 

B0 年 代 は 、 音 楽 が ブラ ッ ク も ロッ ク も ひび 
と つ に な りつ つ あ る 時 代 で も ある 。 時代 
は 彼女 の ブラ ッ ク ノ ロック の ユニ ー ク な 
音楽 を 求め 始め て いる と いっ て も いい だ 
Dos 

ノ ナ ・ ヘ ンド リッ クス 、 音 楽 性 の 広い イ 
ン テ リ レニ スイ RG ある 8 
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CEDORVNEY <7 77—ofed 
も 、 間 違い な く と びき り の や つ だ 。 そ の 
大 いな る 旅立ち を 、 今 まさ に 、 ぼ く た ち 
は 目撃 し よう と し て いる 。 OK. SHU 
て は 絶好 だ 。 


18 年 間 。 そん な 長い 歳 月 、 彼 は 屈強 の 品 
ッ ク ・ バ ンド を 率い て シャ ウト し 続け て 
きた 。 や すら ぎ 、 昔 立ち 、 不 安 、 自 由 、 
限界 、 罪 、 神 聖 さ 、 
B Bia. GR. BRM Ba. Rh 
バン ド の メン バー た ち が 人 容赦 な く 繰り 出 
す 強 観 な ロッ ク ・ サ ウン ド て と 格闘 し な が 
ら 、 彼 は 、 街 に 渦巻 くそ うし た さま ざま 
な 感情 を まる ご と の みこ み 、 そ し て 吐き 
出し 続け こみ せ た 。 

お そる べき テン ショ ン に 満ち た 闘い の 1 
年 間 。 そ の 歴史 が クラ イマ ックス の 第 一 
ペー ジ を 迎え た の は 、1981 年 の こと だ っ 
た 。 彼ら は ニュ ー ヨ ー ク に 向かっ た 。 当 


伝統 、 先 鋭 、 セ ックス 、 


時 は また だ 無名 に 近い 存在 だ っ た ボブ ・ ク 
DR Io eNO Se) FO 
ジニ ア と 新た な 創造 的 ディ ー ル を 交わ す 
た め だ っ た 。 こ の 和 魅惑 的 な コン ピ ネ ー シ 
ョ ン は その 年 、 虜 TOUHIKU』」 と いう 
] 枚 の アル バム を 産み お と し た 。 


は る け き 50 年 代 、 ア メリ カ の ティ ー ン エ 
イジ ャ ー た ちの あい だ で 、 や り 場 の な い 
フラ スト レー ショ ン の 発 喉 と し て ロッ ク 
Y-O-)DPBARENICHRLE ON 
POT CTI. COR. OYIY-O 
ー ル は 、 ロ ッ ク は 、 人 徐々 に 膨張 を 続け な 
が か ら 、 無 数 の 抗 し か が たい 魅力 を 培い 続け 


て きた 。" 虜 」 と いう 1 枚 の アル バム に は 、 


そう し た 魅力 の ーー すべ て と は 言わ な い 
けれ ご どー 一 多く が 確実 に 詰まっ て いた 。 
正真正銘 "ロッ ク 的 な "魅力 が 、 だ 。 

その アル バム で は 彼 は 、 あ まり に も 赤 裸 
保 だ らら だ 請 真 祭 だ ら だ 8 水 選 的 だ だら た 。 
時 に は と て つも な く ハ ー ド な ドラ ム ・ サ 
ウン ド の 彼方 で 、 ひ た すら 心 の 平静 を 願 
いな が ら シ ャ ウト し て みせ た 。 ま た 、 時 


に は 暴力 と 安 酒 に 彩 ら れ た 人 生 の 一 断面 
を 、 シ ャ ー プ に 、 荒 々 し く 歌 い 綴り な が 
ら 、 奇 妙 に 敬 虚 な 一 瞬 を 演出 し て みせ た 。 
いま いま し くも 素敵 な パラ ドッ クス 。 
何もかも が スリ リン グ だ っ た 。 ボ ブ と の 
コラ ボレー ショ ン が 作り 出し た 完成 度 の 
高い サウ ンド が 、 す べ て を 裏打ち し て い 
た 。 彼 は 、 彼 ら 5 は 、 ボ ブ と いう か けが え 
の な い パ ー ト ナー を 得 て 、 つ い に ま ぎれ 
も な い “ロック” を 盤 上 へ と 定着 させ る 
こと に 成功 し た 。 


ボブ ・ ク リア マウ ン テ ン と 彼ら と の 無敵 
の コン ビ ネ ー シ ョ ン は 、 そ の 後 、 あ し か 
け 2 年 間 続 いた 。 そ し て 、 さ ら に どど 枚 の 
傑作 アル バム を 生ん だ 。 1983 年 の 'G0- 
LD」 と 85 年 の "LOUVE MINUS ZE- 
HOj』。 

「 虜 」 を 含め た この 三 部 作 は 、 数 多く の 
トッ プ 10 ヒ ッ ト に 彩 られ た 彼ら の 華々 し 
い 経 歴 さ えも すべ て 途中 経過 に し て し ま 
っ た 。 彼ら は 自ら の バン ド と し て の 歴史 
に 、 こ の 上 な く 力 強い 形 で 堂々 た る 決着 
を つけ た の だ 。 


1986 年 ヨ 月 日 深夜 。 

東京 青山 の と ある クラ ブ で の スペ シャ ル 
・ ギ グ を 前 に 、 彼 は 席 上 に 集まっ た マス 
コミ に 対し 、 こ ん な 発言 を し た 。 

「 音 楽 的 に も 、 も ちろ ん エモ ー シ ョ ナ ル 
な 部 分 で も 、 充 分 や る べき こと は や れ た 、 
E Sime CWag 4 


彼ら は 解散 し た 。 

18 年 間 の 歴史 に ピリ オド を 打っ た 。 そ の 
最終 ペー ジ を 飾っ た の は 、 日 本 の ミュ ー 
ジッ ク ・ シ ー ン 史上 初 の 日 本 武道 館 日 
間 連 続 公演 と 、 そ の ステ ー ジ の 模様 を 1 
枚 に 凝縮 し た 素晴らし い ラ イブ ・ ア ル バ 
ム だ っ た 。 彼ら は その アル バム に 、 は じ 
め て 自分 た ちの バン ド の 名 前 を 冠 し た 。 
"THE 甲斐 バン ド 』。 
Meee AT ウラ イン バン ドド の 
異名 を 欲し いま ま に し 、 数 々 の 伝説 的 な 
コン サー ト を こなし て きた 彼ら に ふさ わ 
し い 幕 の 引き 方 。 堂々 た る 結末 だ っ た 。 
そし て 、 彼 一 一 甲斐 よし ひろ は ソロ ・ ア 
ー テ ィ ス ト と し て の 道 を 歩み な はじめ た 。 
1986 年 月 の こと だ っ た 。 


今 、 甲 斐 よ し ひろ は 、 甲 斐 バ ンド を 解散 
後 、 は じ め て ステ ー ジ に 立 と うと し て い 
る 。 誰 も が 待ち 望ん で いる ソロ ・ ア ル バ 
ム の 完成 も 間もなく だ 。 

何 が 起こ ろう と し て いる の か 。 そ れ は ま 
だ わか ら な い 。 け れ ご ども 、 ひ と つ だ け 人 確 
実 な こと 。 そ れ は 、 甲 斐 バ ンド が 作り 上 
げた ロッ ク 的 快感 を 継承 し 、 か つ そ れ を 
軽く 上 回 る こと が で きる 男 は 、 も は や 甲 
斐 よ し ひろ ひと り し か いな いと いう こ 

だ 。『 虜 」 と いう ] 枚 の アル バム が ほぼ ほ く た 
ち に プレ ゼン ト し て くれ た 以上 の 衝撃 に 
向け て 、 甲 斐 よ し ひろ は 着 々 と 爪 を こぎ 
つつ ある の だ ろう 。 そ の 最初 の 一 撃 を 、 
今 、 全 身 で 受け 止め て や る 。 

上 臨戦 態勢 は 万 全 。 いつ で も こい 、 だ 
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例え ば ヒュ ー イ ・ ル イス & 三 ュー ス の ア 
ル バ ム な ん か が イイ 例 だ ろう 。 か の ロン 
グ ・ セ ラー! ス ポー ツ 」 は 一 聴 し て スッ こと 
耳 に な じ む が 、 い わ ゆ る 大 作 的 な 仰 々 し 
さか が な い 分 、 名 盤 の あり が た み に 欠 けた 
りす る も の だ 。 と ころ が 、 ラ ジオ で 頻繁 
eee Alen eS ee ee 
上 昇 す る に し た が か っ て 、 改 め て 楽曲 の 良 
さ に 気がつき 、 つ い に は 実質 的 愛 聴 盤 に 
成り 上 か る の GCC ee 

LAYAODHEE(D—-ON WK?) RE- 
BECCA IV Maybe Tomorrow 
が 飛躍 的 セー ルス を 記録 し た の は 、 そ う 
いう 実質 面 が 充実 し て いた か ら こ その 結 
果 だ と 思う 。 弾け る ポッ プス 、 ダ ン サ ブ 
ル な ビー ト 感 、 ツ ブフ 揃い の 楽曲 、 な ん て 
書く に ゃ 簡単 で も 、 能 書き た れる に ゃ ラ 
ク で も 、 実現 する の は エラ ク 難 し い に 決 
まっ て る 。 し か も 、 こ こ で 重要 な の は 、 
レベ ッ カ が 単体 で は な く て バン ド だ と い 
oR は 松田 聖子 級 に な 





っ た と し て も だ 。 リ ー ド ボー カル の NO0- 
KKO が バン ド ・ カ ラー を 印象 づけ て い 
る の は 人 確か だ けれ ご ど 、 そ れ は あく まで も 
イメ ー ジ 。 レ ベッ カ の バン ド と し て の 存 
企 証 明 は ライ ブ で 発揮 され る だ ろう か ら 、 
誤 般 され て いる ムキ に は その 眼 こ と 耳 で 確 
め て も ら う の が 一 番 だ ろう 。 

それ に し て も 、 同 性 の 眼 か ら 見 て も N0- 
KKO は 魅力 的 だ 。B0 年 代 は 女性 ロッ カ 
ー の 進出 が 洋 の 東西 を 問わ ず 目 立っ た 動 
きき を 見 せ た が 、 同 性 が 受け 入れ る よう な 
タイ プ と な る と また 話 は 別に な っ て くる 。 
歌 が 上 手 い 、 ル ックス が カワ イイ だ け で 
は 共感 より むし うろ 反発 を 抱く 可能 性 だ っ 
て ある 。 マ ドン ナ が フェ ミニ ズム 派 の 女 
性 か ら 「 女 の 価値 観 を 10 年 逆行 させ た 」 

と 攻撃 され 、 シ ン デ ィ ・ ロ ー パ ー を 称賛 
する よう に 、 女 性 の 女性 観 は 微妙 な の だ 。 
EOI. NOK KO が 同性 か ら も 熱烈 に 
支持 され て いる の は ナゼ か ? 雑誌 の バ 
ンド ・ メ ン バ ー 募 集 欄 に 「 当 方 明る く チ 
Win) a Sit 2 人 guo 1, 


プ の バン ド や り た し 」 な る 個人 広告 も よ 
く 目 に つく くら いた だ 。 150em の 小さ な カ 
ラダ か ら ほ と ば し る 歌 へ の 熱い 想い を 、 
NOKKO0 は 全身 で 体現 で きる 歌い 手 だ 。 
レコ ー ド を 聞い て も 、 ラ イブ を 観 て も 彼 
女 の 存在 は エキ サイ ティ ング この 上 な い 。 
「 世 界 中 の 誰 よ り も 輝い て みせ る 」 と いう 
女性 特有 の 上 昇 指向 も 彼女 な ら イ ヤミ に 
な ら な い 、。 徹底 し て 個人 の 感情 を 歌っ て 
いる の も 、 焦 点 が ハッ キリ し て いて 小 気 
味 イ イ 。 メッセー ジ や コン セプト て で 言い 
訳 を 探す よう な コス イ 真 似 を し な く て も 、 
「 ア タ シ は こう よ 」 と 彼女 は 言っ て いる よ 
うな 気 が す る 。 そこ が NOUKKO、 す な 
わ ち し レベッカ の 音楽 の 意志 を 表明 し て い 
る の た だ 。 

デビ ュー 時 は パッ ト ・ ベ ネタ ー、 メ ン バ 
ー・ チ ェ ン ジ 後 は マドン ナ と 何かと 比較 
され も し た 。 し か し 、 そ ん な 無 意 味 な 思 
惑 を よそ に 、 精 力 的 な ツア ー を 行ない 、 
バン ド と し て の 成長 著しい 最近 の レベ ッ 
力 。 つ い 先 日 観 た コン サー ト は 、1 年 前 と 
は 比べ も の に な ら な い ほ ご ど 充実 し て いた 。 
アッ プ 避 ダウ ン が 激しかっ た NOKKO 
の ボー カル も 一 定 ひ ハイ ・ テ ンション を 
保ち 続け 、 一 種 の 気迫 を 感じ させ た ほど 
だ | グループ うつ て いう ん だ ろう か や 
バン ド が 浸 人 然 一 体 と な っ た と き の 高み" 
が 備わっ て 、「 も う 誰 に も 文句 は 言わ せな 
い ぞ 」 的 な 自信 が 確実 な も の に な っ た 。 
と 、 ま あこ こま で カタ イ こ と 書い て みた 
も の の 、 イ マイ チレ ベッ カ の 魅力 な ん て 
も の が 説明 し に くい こと に 八 夕 と 気 が つ 
く 。 彼ら に イン タビ ュー し て も 、「 そ うさ 
な あ 。 時 代 に 合っ た ん じゃ な いで すか の 」 
な ご と 涼し いつ 顔 し て 答え る に 決ま っ て る 。 


語 ポ ウジ 貼 な ら だ 人 こと を 古 足 的 に 記 ら 
8492 も BOOe つ つり 店 二 よ く G 諸 
ッ プ ス ほ ご ど 難し いも の は な いと 思う 」。 レ 
ベッ カ の 曲 の 大 半 を 書い て いる キー ボー 
ド の 土橋 安 騎 夫 が 言っ て いた の を 思い 出 
し た 。 ビ ー ト ルズ の 『 ア ビー・ ロ ー ド 」 が 
生涯 の ベス ト ・ ア ル バ ム と いう 彼 に と っ 
て 、 ポ ッ プ ス と は あら ゆる 可能 性 を 秘め 
た 音楽 に 他 な ら な い 。 そ う 、 レ ベッ カ は 、 
今時 の ポッ プ ・ ミ ュー ジッ ク の 和 台 軟 性 を 
バン ド の 核 に し て いる の だ 。 ハ ー ド コア 
・ パ ンク も 好き だ し 、 レ ベッ カ も イイ ね 。 
そん な ノン ・ ジ ャ ン ル の 賭 好 性 が 彼ら の 
強 味 な の か も し れ な い 。 ち な み に 新 加入 
の ギタ リス ト 、 友 森 昭一 は 元 オ ー ト ・ モ 
NG ある つくら だから 二 き 
か ら の レベ ッ カ が ます ます 楽し みな の だ 、 
ワタ シ は | 

ゆえ に ピー ター・ ガ ブリ エル と ジャ クソ 
ン ・ ブ ラウ ン を 同時 に 享受 で きる 身 も 心 
も 柔らか い 音楽 ファ ン こ そ レ ベッ カ を 楽 
し め る と 、 断 言 し て お こう 。 彼ら の ライ 
ブ は 、 カ ラダ 半径 3m 以 内 に 迫っ て くる 
か ら 、 く れ ぐ れ も 動 き や す さ を 計算 し た 
RACHENEL), 
RARETASBAEDS, KRYKRZ 
バイ シー な 音楽 が 必要 な ん で し ょ ー が 。 
レベ ッ カ の 香辛料 は ちょ っ と キツ イ よ 。 
ウン と 暖 っ た まる けど ……。 
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BT tte mICKAS. E—KIVDA+L 
イジ に し て は 若 す ぎる し 、 パ ンク ・ エ イ 
ジ と し て は 少し だ け 年 齢 を 取っ て いる 。 
いわ ゆる 、 音 楽 的 に は 中 途 半端 な 世代 に 
属す る 白井 貴子 だ が 、 現 在 の 彼女 の 音楽 
性 は 、 こ うし た と ころ に 起因 する こと が 
多い 。 彼女 の 作り 出す 無臭 な 、 固 定 観念 
に と ら わ れ な い 身 の 軽い ロッ ク は 、 彼 女 
自身 の 感性 も さる こと な が ら 、 ヒ ー ロ ー 
が 不在 で 、 さ ま ざ ま な ポッ プス の 表層 だ 
け を 愛す れ ば すん だ 時 代 に 育っ た と いう 
育 景 が あっ た か ら こ そ 作 り 得 る も の だ と 
思え る 。 

と りあ えす ず 、 彼 女 の バ イオ を 簡単 に 紹介 


し て み よ う 。 


ポッ プス の 世界 に 足 を 踏み 入れ た の は 品 
ー テ ィ ー ン の ころ 。 多分 に アイ ドル 的 な 
感覚 で ビー トル ズ の ファ ン に な っ た の か 


_ きっ か け だ 。 高校 の ころ は ソウ ル か ら 八 
ー ド ・ ロ ッ ク 、 は た また プロ グレ ッ シ プ ・ 


ロッ ク ま で を 聴 寺 まく る ほど の ポッ プス 
愛好 家 を 自称 。 そ し て 、 大 学 で は 何と ク 
ラシック を 専攻 する こと に な る 。 こ の あ 


た り ま で は 音楽 を "広く 、 浅 く " 聴く 典 
型 で あっ た よう だ 。 

卒業 後 、 イ ン テ リ ア 関 係 の 企業 に 就職 す 
る が この あたり か ら ミ ュー ジ シ ャ ン ベ ペ 
の 野望 か 生ま れ は じ め 、" ビ ピッ プ ”" と いう 
ポッ プス 系 の バン ド を 結成 する 。198] 年 
に 自ら の 曲 「 夢 中 だ いす き 」 で CBS ソ 
S=2EO0SDA 7 4 Jae ase 
台 格 。 同年 11 月 ] 日 、 シ ング ル 「 内 気 な 
Y G4 Cel = eee teens 
白井 貴子 PP 歳 の 時 だ 。 

当時 は まだ 、 彼 女 の 中 に は 確固 た る 方 向 
性 が 存在 せ す 、 回 り の スタ ッ フ の 意向 で 
(世界 ニキ ョ ニー ド な が シン ガニ 、 ソ シク ライ 


ター"” な る キャ ッ チ ・ コ ピー が つけ られ 、 


ワ ファー エス ト ・ ア ル バ ム "DO FOR LO- 
VING』 な ど は 、 か な り 都 会 的 な 、 洗 練 さ 
れ た も の に され て いた 。 現在 の 彼女 が 持 
つ ロ ッ ク 的 な 要素 な ど 、 微 塵 も 感じ られ 
な い 仕上 が り だ 。 

枚 目 の アル バム | Love LUVE,、 
枚 目 の アル バム 「 バ パス カル 』」 あ た りか 
ら は 、 よ う や く 作 品 の 中 に ロッ ク 的 な 自 
我 が 芽生 える よう に な っ て くる 。 WEA 





| と ら わ れ て いな いこ と が 、 非 常に いい 形 | 
で 表れ て いる 。 


| 彼女 ぐら い の も の だ ろう 。 彼女 の 自然 な | 


美子 に 次 ぐ 、" 第 二 の 総 立ち の 女王 "な ど | 
と 呼ば れ 始 め た の も この ころ の こと 。 音 」 
楽 ジ ャ ー ナ リズ ム の 煽り も あり 、 彼 女 自 
身 も "男性 に は 負け た く な い "" 自 分 だ け | 
の ロッ ク を 作り た い " と 虫 起 に な っ て い 
た 時 期 で は あっ た が 、 残念 な か ら この 時 | 
期 の 作品 は 、 白 井 買 子 と いう アー ティ ス | 


i 


ト と の バラ ンス お が 十分 に 取り きれ て いな | 
いも の が 目立っ た 。 | 
し か し 、1984 年 己 月 に 発表 され た 、 西 本 明 
の プロ デュ ー ス に よる 4 枚 目 の "HEA- | 
RT ATTAOKEH,、 翌 年 4 月 の 、 彼 女 | 
の ツア ー・ バ ンド で ある クレ イジ ー・ ボ | 
ー イ ズ と の 協同 作業 に よる 巳 枚 目 の FI- | 
ower POwer」 あ た りか ら 、 彼 女 自 身 | 
の 中 に ある 変 な 気負い を 取り 除く こと に | 
成功 し 始め 、 そ の 人 間 性 と 、 音 楽 的 ルー 
ツ を 素直 に 表現 し た ロッ ク を 作れ る よう | 
に な っ て いる 。 今年 に 入っ て か ら も 、 6! 
月 に "HaSpDerry KiCcKk』 と いう アル バ | 
ム を 発表 し て いる が 、 こ の あたり で は ほ | 
ぼ 完 璧 に 近い 形 で 自分 自身 の ロッ ク を 演 | 
じ る こと が で きる よう に な っ て いる ……。| 
この よう に 、 か な り の 試行 錯誤 を 繰り 返 | 
し な が ら 、 デ ビュ ー ら 年 に し て や っ と 自 | 
分 の 世界 を 築き あげ た 遅咲き の 白井 貴子 | 
で は ある が 、 彼 女 の 存 在 は 今 、 い ろ い ろ | 
な 意味 で 非常 に 興味 深い 。 例え ば コン サ | 
ー ト の や り 方 な ど を と っ て みて も そう だ 』 
10 日 間 連 続 で ライ ブ ・ ハ ウス 公演 を 行 な | 
うと いう 試み を し た り 、 日 本 武道 館 や 西 | 
武 球場 な ど で ビ ッ グ ・ イ ベン ト を 行なう | 
DDS, RRORBPOYRYOLY | 
バシ ー・ ク ラブ な ど ご て で 無 告知 の ギグ を 開 | 
いた り と 、 常 に 上 に も 下 に も 行け る 身 の | 
軽 さ を 保持 し て いる 。 こ うし た 活動 方 針 | 
は 、 あ る 意味 で は お ざ な り に な りつ つ あ | 
る 日 本 の 音楽 産業 自体 に 新しい 息 を 吹き | 
込む 結果 に も な る で あろ う 。 固定 観念 に | 








また 、 こ の ] 1 月 18 日 に 発売 され た 最新 シ | 
ング ル 「COLOH FIELD」 に も 代表 | 
され る よう に 、 最 近 は "ラブ & ピ ー ス "と | 
いう も の を 主張 する 内 容 の 曲 が 彼女 の レ | 
パー トリ ー の 中 に 増え て いる 。 い わ ゆ る | 
メッ セー ジ ・ ソ ング の 一 種 だ が 、 ブ ラッ 
ク な 印象 を 与え ず に 、 ア ンチ で な いし 発想 
で も っ て こう いう 曲 を 唄 え る シン ガー は 』 





発 語 に よる も の だ が 、 テ ィ ー ン の ころ に | 
抱い て いた ビー トル ズ に 対す る 信仰 心 が | 
ここ へ 来 て 、 一 気 に 出 て いる よう で 面白 い | 
この よう に 簡単 に 目 に つく 事実 だ け を 挙 
げ て みて も 、 彼 女 が 今 い る 位置 か ユニ ー | 
ク な の は よく わか る 。 この ]1 月 ] 日 3 
の 夏 に 行なわ れ た 西武 球場 の コン サー ト | 
が 収録 され た 枚 組 の ライ ブ ・ ア ル バ ム | 
"NEXT GATE LIVE」 が 発表 され た 
が 、 こ れ に 関し て 白井 貴子 本 人 は 、「 硬 年 | 
間 の 活動 の 総決算 だ 」 と コメ ント し て い | 
た 。「 そ れ ま で の 白井 貴子 は これ で 完結 し 」 
新しい 時 代 に 入っ た 」 と 。 この 先 、 サ ウ | 
ンド 面 の みな ら ず 、 そ の 活動 方 法 、 メ ッ 
セン ジャ ー と し て の 姿勢 等 々 、 白 井 貴 子 | 
に 対す る 興味 は これ か ら も まだ まだ 、 尽 
きそう に な い 。 
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スト イッ ク な も の や 快楽 的 な も の も いい が 、 
リラ ックス し た 姿勢 で 作ら れ た 音楽 に は 、 
他 に 替え が た い 上 魅力 が ある 。 何 年 た っ て 
も 色あせ な い 、 そ ん な 強 さ を 持っ て いる 。 
サン ディ ー 忌 ザ ・ サ ン セ ッ ツ の 音楽 は 、 
まさ に それ で 、T0 を 選ば な いし 、 聴 
き 手 を こ ば ま な い 。 生活 の 中 に スー ッ こ と 
入り 込ん で くる 柔らか さ を 持 っ て いて 、 
と 同時 に 、 ラ イブ の 場 で も オー ディ エン 
ス の エネ ルギー を 内 側 か ら 引 き 出す よう 
な 盛り 上 げ 方 が で きる バン ド だ 。 

こつ いう タ イ ピ の 回 ウ ク は 二 や ろう と じ 
GuBidiKiliGe の つも の で ほな 5 
音楽 的 な 才能 も も ちろ ん 必要 だ が 、 キ ャ 
リア が な けれ ば 生ま れ な いも の な の だ 。 
サン ディ ー 器 ザ ・ サ ン セ ッ ツ が スタ ー ト 
し た の は 、1980 年 。 その 前 身 で ある “A 
保田 麻琴 品 夕焼け 楽団 キサ サン ディ ー" が 
発展 し た バン ド だ が か 、 コ ン セ ブ ト の 変化 
に と も な い メ ン バ ー・ チ ェ ン ジ も 行なわ 
れ た 訓 ま ず 、1980 年 に サン ディ ー の ソロ ・ 
アル バム が 制作 され 、 翌 年 に は 、 ザ ・ サ 
ン セ ッ ツ の 名 で "HEAT SCALE: を 
リリ ー ス 、 以 前 の トロ ピカ ル ・ サ ウン ド 
を エキ ゾ テ ィ シ ズム の 方 向 に 伸ばし 、 オ 
リエ ンタ ル な ニュ ー・ ウ ェ イ ヴ ・ バ ンド こと 
し て の アイ デン テイ ィ ティー を 固め た 。 
198P 年 に は 、 デ ビッ ド ・ シ ルビ アン に 誘わ 
れ 、 ジ ャ パン の イギリス ・ ツ アー に 同行 。 
前 述 し た 『HEAT SCALE: と 新作 の 
『 イ ミグ ラン ツ 」 の ら ど 枚 の アル バム は 1]17 ヵ 
国 で 発売 され 、 "ニッ ポニ ー ズ ・ ウ ェ イ 
Oo" の 代表 的 な バン ド と な っ た 。 こ れ 以 





に Rap apg tees 「 oan ea | a 


ルド ワイ ド な バン ド と し て の 性 格 を 強め 、 


世界 各国 で ライ ブ を 行なう よう に な る 。 
I983 年 に は イジ シェ エク セス の ラブ フッ コ ー 
小 居 より オス ド ラリ アル で 條 ら こ と ツ アニ 
を 行ない 、 そ の 人 後 、B4 年 の 月 まで 単独 
の オー スト ラリ ア ・ ツ アー を 敢行 、 こ れ 
が 見 事 に 成功 し 、 シ ング ル 「 ス ティ ッ キ 
tesa) id oS ナ ヤ ーー ド 
の ]1 位 まで 上 昇 す る ヒッ ト に な っ た 。 
その 年 の 夏 に は オラ ンダ ・ ィ ツアー。 そし 
て 、 月 に アメ リカ の シア トル で 行なわ 
Ate A Se A al ies Ce 
万 人 の オー ディ エン ス の 前 で 演奏 、 翌 
年 に は 、 ジ ャ マイ カ 政 府 の 招 嶋 に より キ 
シン グドン の スタ ジル RG で 亡 人 の 三 
ディ エン ス の 前 で 演奏 する と いう 幸運 を 
つか ん で いる 。 

1985 年 、 日 本 で の レコ ー ド 会 社 を 、 ア ル 
ファ ・ レ コー ド か ら 東 受 上 M | に 移し 、 
国内 向け の シン グル 「 だ っ て 夏 よ 」 を リ 
リー ヌ 生 16 ド ラッ ク の ヲ プライベー ドス 
タ ジ オ が 完成 する と 、 ア ル バ ム の 制作 に 
CIOS hee 

今年 の 5 月 に リリ ー ス され た 「 ラ ラ 
zl we) BIZ, MM クル 
ム と し て は 年 日 ヵ月 ぶり 、 新 録音 曲 も 
含む 前 作 『 ビ 人 バ ・ ラ バ ・ リ バ 』 か らち ょ 
うど ら 年 ぶり の アル バム に 当たる 。 レコ 
ー デ ィング は 、 今 年 の ら 月 か ら ロ ンド ン 
で 行なわ れ 、 ミッ クス ・ ダ ウン に は 、。 ボ 
ー ル ・ ハ ー ド ・ キ ャ ッ ス ル の 「19」 を 担 
YURPFIVEY-75—-Jtem, vy 


F4—-cARHRS, #HLB-OIVE 
に よる 曲 の ほか 、 デ ビッ ド ・ シ ルビ アン 、 
ピー ター・ ブ ラウ ン (マドン ナ の 「 マ テ 
Who satay (Delo alka の) 
HREOREMDASNTS. 
現在 の ライ ン ア ッ プ は 、 サ ン デ ィ ー ( ヴ 
ォ ー カ ル )、 久 保田 真 委 (ギタ ー、 キ ー 
ボー ド )、 井 上 憲一 (ギタ ー)、 恩 蔵 降 
(N= 2) (Cao i — ho 4 NOR 
山 純一 (キー ボー ド )、 湯 浅 ジ ョ ー ジ ( ド 
SLA) の 名 。 こ の メン バー で 、 タ イ 
の タマ サー ト 大 学 で の 日 間 に わ た る コ 
ン サ ー ト 、 オ ー ス トラ リア で の 1 ヵ月 に 
わた る ツア ー か ら 帰 国 後 、"JAPAN 
AlDmOAg 2 (silo. 

サン ディ ー 避 ザ ・ サ ン セ ッ ツ は 、 音 楽 的 
に も 活動 の 上 で も 、 脂 が の っ て いる 美味 
し い 時 期 で ある 。 沖縄 民謡 な ど ア ジア 的 
な も の を 消化 し 、 テ クノ の 風味 も 残し た 
ポッ プ な サウ ンド は 、 単 に エキ ゾ テ ィ シ 
ズム で は 語れ な い 人 日 的 な 匂い を 発散 し 
qN る 記 ま る !@G 同 じ ズ タン スス で や っ で WW 
る の に 、 こ れ ほ ど 日 本 と 海外 で の 評価 や 
支持 の され 方 が 異な る グル ー プ も 珍し い 。 
ワー ルド ワイ ド な も の を 吸収 し た 日 本 が 
ほこ れる ポッ プ ・ セ ンス の 持ち 主 、 本 物 
の ポッ プ ・ IMMA Nie 

AES Va—7 4 JO 2A — he 
せ 、 春 に は 、 次 の アル バム を リリ ー ス す 
る 予定 と の こと 。 こ の 機会 に 、 こ サンディ 
ー& ザ ・ サ ン セ ッ ツ を 見 直す の も よし 。 
こう いう バン ド を 海外 の も の に し て お く 
の は 、 や は り 惜 し い 。 
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人 ハツラツ と し た 探求 心 で 見 まわ せ ば 、 可 能 性 
は 無限 に ある と 思う の で す 。 も ちろ ん アプ ロ 
ー チ する 方 法 も 無限 。 あ な た は どん な 角度 か 
by BA ORES vw Cadi 

an SSKRAIC 
学 工業 の パイ オニ ア 。 無機 か ら 有 機 に わた る 
cents 7 Se=Zes 
新 素 材 、 バ イオ ケミ カル な ど ご 、 多 様 な ハイ テ 
分野 に も 果敢 な チャ レン ジ を つづ け て いま 
す 。 あ ら ゆ る 角度 か ら 今日 の 、 明 日 の 可能 性 
を 見 つめ 化学 する ーー デン カ の あふ れる チャ 
レン ジャ ー ス ピリ ッ ト に ご 期待 くだ さい 。 


化学 工業 は 進歩 めざす 
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ーー ご 家庭 の パソ コン で 株 式 投資 


ニュ ー サ ービス が 放り 、 ま すま す 力 / 
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CAD Doc eke Alene A as 
BC WAZA aA RO Ba 
トレ ー ド 」。11 月 か ら は 数 々 の 証券 情報 を 株 価 ・ 指 標 デ ー タ 推移 、 株 価 一 覧 、 株式 市 況 ニュ ー ス 、 
は じ め 、 ニ ュー サー ビス が 加わ り 、 き さらに 機 株 式 売買 代金 ・ 損 益金 計算 ほか 

2 株 式 売 買 注文 、 名 種 残高 照会 、 中 期 国債 ファ ンド な どの 買 

も ちろ ん 、 情 報 入手 一 株 式 注文 一 代金 付 ・ 解 約 、 リア ル 株 価 照会 ほか 

精算 まで の トー タル ・ サ ービス は その まま ご 

用 OK。 こ れ ぞ を 本 格 的 ホー ム ト レ ー テ パ 
aa oe See alae eae a パソ コン ・ ホ ー ム トレ ー ド 」 の お 問合せ : 
ンク 千代 の 財 ラ ク カ ャ ネル Foe US 証券 情報 部 低 0U12U-030303( フ リー ダイ ヤル ・ 受 信人 払い ) 
HEH eee Ure 全国 どちら か ら で も どう ぞ 





MS パソ コン (各社 ) PC-9801(NEC) 












































〒100 東京 都 千代 田 区 大 手 町 2-6-4 





Fils Py) > pea Sr ait pp. 低速 か 6 中 ・ 高 速 域 まで 、 優 れ た レス ポン ス を 誇る サイ クロ ン ・ エ 
ンジ ン る その 頂点 と も いう さき サイ クロ ン V6 エ ンジ ン を 搭載 し た 


V6 シ グマ の 登場 で す 。 男 た ちの 自信 と 誇り を を の スタ イル 全体 に みな ぎら 6 せ て 、 新 し い ス テー ジ に 、 い ま 悠々 と を し て 堂々 と デビ ュー 
し まし た 。 時 代 が 迎え だ 新しき ハイ グレ ー ド ・ カ ー、 そ れ が V6 シ グマ で す 。 V6 シ グマ の エン ジン は 軽量 ・ 小 型 、 高 性 能 、 を し て な に 
より 8 静粛 性 に 優れ て いま V6 シ グマ の 心臓 、 ナ サイ クロ ン V6 エ ンジ ン は 技術 の 粋 を 集め た 結果 で す 。 高級 乗用 車 に は 不可 欠 な 静 
粛 性 を 特に 重視 し 、 徹 底 し た 防音 ・ 防 振 化 を 計り 、 ハ イグ レー ド ・ カ ー の な か で も クオ リティ の 高い 静粛 性 を 獲得 し まほ し た 。 ま た 思い 


切っ た 軽量 ・ ン 





三菱 自動 車 


ee ¢ 





0 の 中 味 如 新しい 


photo : ギ ャ ラン > ハー ド ト ッ プ V6 2000 CS エク スト ドラ 


方 式 の た め に も 、 大 き な 成 果 を も た らし まし だ 。 エ ンジ ン の 高 性 能 化 に も 目 を みはる 進歩 が あり ます 。 全域 で 乗る 人 の 感性 を 敏感 に 
じ と る 優れ た レス ポン ス 。 あり あま る パワ ー を 秘め な が ら も 、 ゆとり ある 大 人 の 走り で す MG あり な が ら 、 Mey qi ewe 
力も 怠っ て いま せん 。 高い 信頼 性 を 得る だ ため の 、 エン ジン の 厳し い テ スト な は gees i ー の 名 に ふる わし い V6 エ ンジ ン で まれ 


と = ss 


ハー ド ト ッ プ V6 2000CS エ クス トラ 主要 諸 元 全長 4660mm@ 全 幅 1695mm@ 375mm@ 総 排気 量 1998cc@ 古 


力 105ps※( ネ ッ ト )/5000rpme 最 大 トル ク 16.1kg_m/ 400 OM 費 率 11.0km/6 (SMT) (運輸 省 審 査 ーー ラーン 
値 ) 60km/h 時 燃料 消費 率 20.3km/? (5MT)( 運 輸 省 届出 値 ) 〇 % ハ ー ド トッ プ 'V6 シ リー ズ に は CS エク スト ラ 、CS、VS の 『 JIL - チ 
3 類別 が あり いずれ 685MT・4AT が 選べ ます ⑨⑰ 燃 費 は 定め られ た 試験 方 法 で の 値 で す 従っ て 運転 条件 に より 異な り ま あ SD 


MOP DA SLISLI TY MRT AVE LOOT H. CRY NELLY MERRIE CME LID TT.  E PILE IEC IFWAL EN -7 FFG CORIO AL 
ー ト ベル ト を し め て 安全 運転 
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CHRIS EVANS 
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LEGAL 
LUBELL & LUBELL 
KIMURA LAW OFFICE 





THE UNIVERSITY FOR PEACE AND THE 
ORGANISERS WOULD LIKE TO THANK 
THE FOLLOWING CONTRIBUTORS TO 
THIS EVENT, FOR THEIR IMMENSE 
ASSISTANCE, MOTIVATION, ENTHU- 
SIASM AND BELIEF. WITHOUT THEM, IT 
WOULD NOT BE POSSIBLE. 
AKI INAGAKI 
KAIJI UCHIDA 
HIROYUKI UMEHARA 
TAMIO WATANABE 
YOSHIAKI NAKANISHI 
TSUTOM TOMIZUKA 
SHIGERU FUJITA 
TOHRU OHNISHI 
YOSHIO NIWANO 
TAKEO NAKANISHI 
TAKAO TAMURA 
TAKASHI MOURI 
KEI NISHIMURA 
SHIGENORI TANAKA 
MASATO NARITA 
PETER BARAKAN 
KEIICHI ISHIOKA 
NAOKI TACHIKAWA 
AKIKO SHIMOZATO 
MASAHARU TAMAKI 
HART PERRY 
TOM NAGASHIMA 
YOSHIO ICHIKAWA 
ARMANDO GALLO 
DONALD MILLER 
KAREN MOAK 
STEPHEN KAUFMAN 
KEN WARNER 
ERIC KRONFELD 
DANNY SCHECTER 
STEVE LAWRENCE 
VINNIE LONGABARDO 
MIKE UDAGAWA 


NILES SIEGEL 
DENNIS BENATAR 
BARRY REBO 
BARRY MINERALY 
YASUO KUROKI 
KIYOSHI KIKUCHI 
SHOHACHI SAKAI 
TAKURO UNO 
ANDREW KAUFMAN 
DOUGLAS KAUFMAN 
LISA ASTON 
VERNA GILLIS 
JOHN PEARSON 
PETE SMITH 
KENNETH B. ANDERSON 
CYNTHIA ROBERTS 
CHRISTIAN ROBERTS 
ENRIQUE ROBERTS 
DEBORA ROBERTS 
MARIA SARA ROBERTS 
DAIM SARA ROBERTS 
PAT COSTELLO 
ANDREA SANDERS-REECE 
KUMA HARADA 
KRZYSZTOF OSTROWSKY 
KAIJI UCHIDA 
PAUL PENROSE 
TOM WHITSON 
SATOSHI YURA 
RONALD PERFIT 
JUDY PEARCE 
CAROL WILLIAMS 
KAZUMA NISHIWAKI 
TOHRU MACHIDA 
TOKUHACHI TAKAHASHI 
MASAYOSHI KUSUDA 
YASUO TSUIHIGI 
KIMINORI SATOH 
KUMI KOTAKEMORI 
TETSURO HAMADA 


NAN K. SUZUKI 
BOB GELDOF 
MICHEAL APPLETON 
KENSHO OHNUKI 
RIKA IKARI 
TOMOHIKO MIYABE 
KIYOSHI ICHIKAWA 
MASANORI YAMADA 
SHUNICHIRO MORI 
GEORGE KAGE 
KYOKO SANO 
YOU ITAMI 
RYUICHI TAKAHASHI 
SATOSHI KOJIMA 
KENTA HAGIWARA 
HIROYUKI AIDA 
KENTAROH TAKAHASHI 
MASAHARU YOSHIOKA 
HIROMI AZUMA 
MASAHIKO EBIHARA 
MASAKAZU KITANAKA 
GAKU TORII 
YOSHIYUKI OHNO 
YUKIO KOBAYASHI 
SEISHI OHKUBO 
MASAHIRO HIDAKA 
SHIGERU YOSHIDA 
ICHIROH YOKOTA 
SHINJI MAENO 
MITSUHIKO HACHISUKA 
ICHIROH OHTA 
SHINSUKE OHMING 
GOH SATOH 


SOMETHING 

DENTSU INC. 

ASATSU INC. 
WARNER PIONEER CORP. 


HOCHI SHINBUN 
YAMAHA MUSIC FOUNDATION 
AIU INSURANCE COMPANY 
RVC CORPORATION 
THOSHIBA EMI LTD. 
CBS/SONY INC. 

SONY PCL 
STUDIO DADA 
WITH 
GAILFORCE MANAGEMENT LTD. 
FRIARS MANAGEMENT LTD. 
RUNNING DOG MANAGEMENT LTD. 
THE HOLOGRAPHIC FILM 
COMPANY INC. 

THE NILES SIEGEL ORGANIZATION INC. 
MTV 
LITTLE STEVEN PRODUCTIONS 
ABC TV BROADCASTING 
L.O.E. ENTERTAINMENT LTD. 


THE ALLIED ENTERTAINMENTS GROUP PL.C. 


NEC CORPORATION 
SONY VIDEO SOFTWARE 
INTERNATIONAL CORPORATION 
NIPPON GAKKI CO., LTD. 
YAMAHA SHIBUYA SHOP 
MIZUNO 
MIYAKO HOTEL TOKYO 
MITSUBISHI MOTORS 
NP CANON 
SISTER RAY ENTERTAINMENT LTD. 
ROCK-IT CARGO 
JAPAN AIR LINES 
TAKE-OUT PRODUCTIONS 
FRIENDS OF THE UNIVERSITY 
FOR PEACE 
ORION PRESS 
IMPERIAL PRESS 
KYODO STAGE FAMILY 
PEAT MARWICK MITCHELL AND CO. 
KIKKO INC. 


KEISHICHO YOTSUYA KEISATSU 
STUDIO DADA 
STUDIO JO 
KEIKYUKO BUS 
PACIFIC HOTEL 
POP GEAR 
KAI OFFICE 
SHOCHIKUEN 
SHUKUICHI 
BUNSHODO 
EURO CREATIVE TOURS (U.K.) LTD. 
SHINKO MUSIC 
NHK 
MITSUBISHI ELECTRIC 
FINETEC CO., LTD. 
SHIMIZU BUTAI KOGEI LTD. 
SHIMIZU SPORTS SOSHOKU CENTER 
KYORITSU LTD. 
NIHON SOGYO INC. 


THE JAPANESE RED CROSS SOCIETY 
YUKO OHMURA 
YOSHIHRO OGOMA 
ATSUKO NODA 
SHINICHI HYOUMI 
AYA YOSHIZAKI 
AKIKO YOSHIDA 
KAYO NIGO 
MARIKO SUMIYA 
KAZUHITO ISHII 
HIROSHI SUDA 
THE NATURE OF THIS EVENT PRE- 
VENTS THE ABOVE CREDITS AND 
THANKS IN ANY PARTICULAR ORDER. 
OUR SINCERE THANKS ARE ALSO 
EXTENDED TO MANY CONTRIBUTORS 
WHO ASSISTED AFTER THE PRODUC- 
TION OF THIS PROGRAMME. 


(Names above are randomly listed.) 


ONTHLY REAL TIME MUSIC MAGAZINE 


EEEAR 


POP GEAR 

brings you hottest news 

POP GEAR 

shows precious photos of artists 


POP GEAR 
interviews noteworthy artists 


CONTENTS 

TOP GEAR : ARTISTS’ NEWS 
HOTTEST INTERVIEW 

PHOTO DOCUMENT 

NEWS BEAT : REMARKABLE ARTISTS 
FILE : HISTORY OF ROCK'N'ROLL 
WIDE POSTERS & PIN-UPS 
HITSVILLE : LYRICS OF HIT SONGS 


WE BELIEVE IN THE 
POSITIVE ENERGY OF MUSIC 


PJAPAN AID 1Sst に つい て 、 本 誌 1 AS (多発 売 ) で は 、 ビ ー  @ ボ ポップ ・ ギ ア は ロッ ク ・ シ ー ン の 最新 情報 を 、 豊 富 な カラ ー ペ ー ジ 
ター・ カ プリ エル と ハワード ・ ジ ョ ー ン ズ の イン タビ ュー を 掲載 。 で お 届け し ます 。 欠 特 定 ア ー テ ィ ス ト に か た よる こと の な い オ ー ル 
2 月 号 (発売 ) で は 、 コ ン サ ー ト の 模様 を 豊富 な 写真 で レボ ー ト ラウ ンド な 音楽 情報 誌 で す 。 大判 ポス ター、 ポ スト ・ カ ー ド 、 最 新 
致し ます 。 ヒッ ト 曲 集 付 。 


POP GEARF 1 TA s5c | taSewene 


6 NNN 1-4 ichigaya -tamachi, shinjukuku, Tokyo Japan -266-5871 
S・ ツ ニー 出版 Tl62 東京 都 新宿 区 市 谷田 町 | —4 TEL :03-266-5871 ee a 03-266.5881( 広 告 部 ) 033266-5735【 編 集 部 ) 














ODRIGO CARAZO (Or) 
(OBERT MULLER (Dr) 
M.GOMEZ Dr) 





HINE C. REYES (Dr) 
ES M. DUKE, JR. Dr) 
KO YAMAOKA 


DECEMBER — 








_ 21ST. DECEMBER 
| & THE SUNSETZ 
NONA HENDRYX 


STEVEN & THE DISCIPLES OF SOUL 
HOWARD JONES 





iy 15 19864712198 
集 人 服部 年 伸 
集 K&K 事 務 所 、 鎌 倉 伸子 、 保 科 好 宏 
SUE i HOT ART + 7F by Si itt + A ABA 


カバ ー フ ォ ト レレ リル ポジ ロア ルウ シ レン 


発 行 所 JAPAN AID COMMITTEE 
〒I50 東京 都 渋谷 区 恵比寿 西 2-3-9 
MKY 恵 比 寿 ビル 407 号 室 

印刷 所 大 日 本 印刷 株 式 会 社 

©1986 by JAPAN AID COMMITTEE 









個性 派 ア ー モ ンド 
新 発 売 半 1UD 


VAD EET St 
Pt We OK) Ue 


LAL 7 づ ブリー オニ ゴブ ニ リ 


カモ コ ビ アー モコ ビ 
SP カリ フォ ルニア . ア ー モ ント 


カリ フォ ルニア ・ =, グロ ワー スズ ・ エ クス チェ ンジ 日 本 支社 東京 都 千代 田 区 隼 町 3-16 TEL.03-263-0211 T 102 





He, FEL ATEY, 


快適 な 旅行 は 京浜 意 行 の 観光 バス で ーー 。 





京浜 急行 電鉄 株 式 会 社 AE 


T108 東京 都 港 区 高輪 2-20-20 





SONY 





世の中 に は 、 
面白 いい 芸術 も 、 
あり ます 。 


ドイ ツ ( バ パ バウハウス) の 画家 オス カー・ シ ュ レ ンマ ー に よ 
る ' ト リア ディ ッ ク ・ バ レー」。1922 年 初演 以来 、 数 十 年 
も の 時 を 経て 再現 され た 、 こ の 色彩 、 こ の フォ ルム 。 そ 
の 美 し さ を 幾 度 で も お 楽し みい た だ く な ら ソ ニー ビ 
デオ テー ブフ 美しい と 思っ た ら 、 い つも ソニ ー で すね 。 









(し 02 0) 
ソニ ー8 ミ リ ビ デ オ テ ー ズ HER. 





WHS) T-60HiFi\1.800・T-120HiFi\2.100 [HL-250HiFi \1500・L-500HiFi \1.800・ 
L-750HiFi\2.100 回 P6-15MP\1.000・P6-30MP\1200・P6-60MP\1.500・P6-90MP\1800・P6-120MP\2100 


Se に 1 ) こ 無断 で は 使用 で きま せん . 
圏 あな た が レビ 放送 や 録画 物 な どか ら 録 画 し た ちの は 、 個人 と し て 楽し む な と の ほか は 、 著 作 権 法 上 、 権 利 者 に 無 
a Geis as-Jonsay sages. ハガキ に ソニ ー ビ デ オ テ ー プ ブ ・ 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 令 ・ 職 業 を 明記 の うえ 、〒106 東 京都 高 輸 局 区 内 ソニ ー カ タロ ク 係 へ 。 


⑥0SKAR SCHLEMMER THEATER ESTATE, BADENWEILER WEST-GERMANY 1986 (C)AKADEMIE DER KUNSTE, BERLIN. 





暮 6 す 気分 で 旅 し て みた い 。 


あな た は どん な 旅 を お 望み で す ヵ > 計画 も 立て ず 、 カメ ラ も 持た ず 1 日 を 足 の む 〈《 ま ま に 過 ご し て みる 。 
街 の 生活 の 空気 が 伝わっ くる よう で す , すべ て に ゆとり が ある 旅 を な 望み な ら や っ ぱり JALPAK で ます 





サン フラ ン シ ス コ : ア ラモス クエ アー パー ク で ちょ っ と ひと 伏 み 。 


PHO BDAY PE Yh O DMA RILVS Vor RIV 
KR (03)435-5311/K MB---- (06)341-4689 


ORR: ARA~@9I:00~18:00 (19:00~12:00 13:00~17:302 ft. 


名 古屋 …(052)567-8970/ 意  ---(092)291-1254 
FL WB (011) 221-5513/ 92 BE en 


(D~@9:00~12:00 13:00~17:302ft. 
> 
いい 放し よう 

















日 本 航空 


主催 / 旅 行 開発 株 式 会 社 (運輸 大 臣 登録 一 般 旅行 業 第 133 号 ) (JATA 会 員 う ) 


